




発刊に寄せて
平成23年３月11日に発生した東日本大震災から、はや３年が

たとうとしています。謹んで震災により尊い命を落とされまし
た多くの皆様に、心から哀悼の意を表しますとともに、被災さ
れた皆様にお見舞いを申し上げます。
また、本市には震災と東京電力福島第一原子力発電所の事故
により、浪江町をはじめ、浜通り地方から多くの方が避難を余
儀なくされております。長期にわたる応急仮設住宅での不自由
な生活が続いておりますこと、ご心中をお察し申し上げますと
ともに、一日も早い故郷の復興を心より願うものでございます。
そしてこの間、市民の皆様をはじめ、本宮を故郷とする方々、埼玉県上尾市や全国へそのまち協議
会加盟の交流都市、事業連携をいただいている各大学、そして企業や各種団体の皆様から、数多くの
心温まるご支援ご協力をいただいておりますこと深く感謝申し上げます。
さて、本市では公共施設などの災害復旧事業は順調に進み、平成25年７月には、震災で倒壊した本
宮第二中学校の新校舎が、県内の倒壊した小中学校の中では最も早く完成しましたことは、大きな喜
びとするところであります。
また、東京電力福島第一原子力発電所の放射能漏れ事故による健康不安の解消のため、内部・外部
の被ばく検査を進めるとともに、公共施設や住宅などの除染作業に取り組んでまいりました。平成26
年度中には市内全ての地区の除染作業を発注し、平成27年度には完了する予定であります。除染作業
により生ずる土砂等の仮置き場についても、各地区の皆様のご理解とご協力をいただきながら鋭意設
置を進めております。
さらに、子どもたちの運動機会の確保のため、平成24年７月には屋内遊び場スマイルキッズパーク
をオープンし、平成25年11月には小学校の中学年を対象としたアスリートエリアを増築し、リニュー
アルオープンいたしました。平成27年度には、子どもたちが屋外で伸び伸びと遊ぶことができるよう
に、スマイルキッズパークに隣接する記念樹の杜を屋外遊び場として整備を行います。また平成26年
度に市内各小中学校にエアコンを設置し、学習環境の整備を行ってまいります。
最後になりましたが、本記録誌は震災と原発事故をしっかりと記録し、震災後の本宮市の状況と対
応などを後世に伝える事と、一日でも早く元気な本宮市を取り戻していくための道しるべとして製作
したものであります。そして、これからも復興計画に掲げる「安全と安心を大きな夢につなげる『福
島のへそのまち』本宮」をスローガンとして、市民の皆様とともに、本市の早期復興に強い心で臨み、
さまざまな施策をその時々の状況を冷静に見極めながら、復興を更に加速し市政を執行してまいる考
えであります。今後ともなお一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げ、発刊に寄せての
あいさつといたします。

平成26年３月

福島県本宮市長

高 松 義 行



［平成26年１月１日制定］

本宮市民憲章

（前文）

　わたくしたちは、美しい安達太良山を望み、阿武隈川の豊かな流
れにはぐくまれ、歴史と伝統を受け継ぎ、未来に大きな夢を抱いて
躍進する本宮市の市民です。
　わたくしたちは、本宮市民であることに誇りと責任を持って、新
しい文化を創造し、自然と共に生きる住みよいもとみやをつくるた
めに、ここに市民憲章を定めます。

（本文）

１．水と緑を大切にするもとみやをつくります。

２．支えあいの輪が広がるもとみやをつくります。

３．豊かな文化をはぐくむもとみやをつくります。

４．子どもが健やかに育つもとみやをつくります。

５．元気に働き、夢を実現するもとみやをつくります。
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東北地方太平洋沖地震の発生

東北地方太平洋沖地震は、平成23年（2011年）３月11日午後２時46分、牡鹿半島の東南東約
130㎞付近の海底、水深約24㎞を震源として発生しました。地震の規模を示すマグニチュード
は9.0で、日本観測史上最大を記録し、世界でも2004年のスマトラ島沖地震以来の規模の地震
となりました。
福島・宮城・岩手の揺れの大きかった各地域では建造物の倒壊など大きな被害をもたらした
ほか、停電、断水などライフラインが寸断されました。
また、この地震により大規模な津波が発生、東北地方の沿岸部では、巨大津波が押し寄せ甚
大な被害をもたらしました。この津波により東京電力福島第一原子力発電所の放射能漏れ事故
が発生し、福島県を中心として広範囲に放射性物質が拡散し、住民に大きな不安を与えるとと
もに、福島第一原子力発電所近くの浜通りの自治体からは10万人を超える住民が広域避難をし
なければならない事態を招きました。

気象庁ホームページより転載
URL:http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/2011_03_11_tohoku/201103111446_smap_ks.png

■震度分布図
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■東北地方太平洋沖地震の波形

上の表は、気象庁が公表している郡山市朝日の地震の波形である。東北地方太平洋沖地震では、午後２時

46分40秒過ぎから３分以上にわたり強い揺れが続いたことがわかる。その後も小さな揺れが続き長い揺れ

の地震であったことがわかる。

気象庁ホームページより転載
URL:http:// www.seisvol.kishou.go.jp/eq/kyoshin/jishin/110311_tohokuchiho-taiheiyouoki/wave/

L3114BF1.png
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■地震発生の翌日、被害を報じる新聞紙面
　（福島民報社提供）
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　（福島民友新聞社提供）
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東日本大震災では、長い揺れによる道
路の崩落が市内各地で発生し、交通網が
麻痺しました。
また、青田地区では液状化により下水
道のマンホールが隆起したほか、新池の
堤体が決壊し水があふれだしました。
本宮第二中学校では、南校舎１階が押
しつぶされたほか、市内の公共施設の多
くに甚大な被害をもたらしました。

市道富士内・上沢線。アスファルトは飴細工を壊したようにバラバラに

（左） 青田地内市道殕森線。道路が陥没し車が
落ちている

（右） 青田字殕森地内、下水道のマンホールが
液状化で隆起した

関下字神座地内、市道東原３号線。道路に亀裂が走り、
マンホールが隆起

写真左右とも岩根字本郷地内、県道本宮・熱
海線。センターラインから南側五百川沿いの
土手が崩落し、道路が陥没

青田字殕森地内、市道殕森線。道路に亀裂が走る

道　路
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水 道 施 設

糠沢字石神地内、震災直後の石神市営住宅（写真左）と、一夜明けて道路が陥没（写真右）

和田字下見沢地内市道岫・下見沢線（写真左）と、糠沢字石神地内、市道石神・堤崎線（写真右）

立石山浄水場緩速ろ過池壁面に亀裂が入り、水があふれ出た（写真左）。あふれ出た水で南側法面が崩落（写真右）

西ノ池貯水池の側道（写真左）に亀裂が入り、池の護岸ブロックが崩落（写真右）
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中央公民館の事務室（写真左右とも）

歴史民俗資料館の事務室（写真左）とショーケース（写真右）

青田農業構造改善センター（写真左）と岩根農業構造改善センター（写真右）

市役所３階、議場の天井板の落下（写真左）と、大会議室の天井が破損（写真右）

公 共 施 設
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岩根字北原田地内道路（写真左）と水路崩壊（写真右）

仁井田地内、水田に亀裂

蛇ノ鼻中ノ池堤体崩壊岩根の大池、堤体崩壊

農 業 施 設
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荒井字団子森地内、水田に亀裂

稲沢字堂平の水田法面が崩落

青田の新池決壊、下流の水田へ土砂流出
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Ｂ＆Ｇ海洋センターの被災の様子

楽天イーグルスグリーンパークもとみやのインターロッ
キング沈下

しらさわカルチャーセンターの天井板が落下

社 会 体 育 施 設
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糠沢分館天井板破損

白沢体育館アリーナ、コンクリート片落下、駐車場地盤沈下

しらさわ夢図書館の図書散乱白沢ふれあい文化ホールのショーケース破損

長屋分館、合併処理浄化槽隆起損壊
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青田字寄松地内、積み石崩落

長屋神社、石が軒並み倒れた

一般住宅、瓦が作業小屋の屋根を突き破る

身 の 回 り の 被 害
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傾く土蔵

県指定名勝天然記念物岩角山、石垣損壊

【被害棟数】平成26年１月31日現在

本宮地区
判定 全件数 住家 非住家
全壊 53 14 39

大規模半壊 42 24 18
半壊 248 159 89
一部損壊 3,068 2,559 509
計 3,411 2,756 655

白沢地区
判定 全件数 住家 非住家
全壊 43 2 41

大規模半壊 33 19 14
半壊 45 19 26
一部損壊 933 681 252
計 1,054 721 333

合計
判定 全件数 住家 非住家
全壊 96 16 80

大規模半壊 75 43 32
半壊 293 178 115
一部損壊 4,001 3,240 761
計 4,465 3,477 988
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町内会・行政区の集会所にも被害が発生しました。青田舘町内会の集会所は傾き半
壊しました。また、他の集会所でも地震により、壁に亀裂が走り、モルタルがはがれ
落ちるなどの被害が発生しました。
市では、被災した集会所を修繕する場合の補助率を、通常２分の１から、３分の２

に引き上げる特例措置を実施しました。

本
宮
10
区
集
会
所
は
、
屋
根
瓦
が
ず
れ
、

外
壁
に
無
数
の
亀
裂
が
走
り
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
も
ず
れ
、
危
険
な
状
態
と
な
っ
た

■本宮10区集会所（本宮字花町地内）

外
壁
の
モ
ル
タ
ル
が
は
が
れ
、
１
階
の
屋

根
に
落
ち
た

■朝日会館（荒井字荒井地内）

外のＬ型擁壁と敷地のコンクリートの間に隙間が発生。
建物内も壁紙に無数の亀裂が発生

内壁の合板がはがれたほか、玄関ポーチなども被災

■殕森集会所（青田字殕森地内） ■神座集会所（関下字東原地内）

集 会 所
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ぐし瓦が崩落。建物内も壁紙に無数の亀裂が発生内壁の合板がはがれたほか、天井の一部もはがれた

■開墾集会所（青田字開墾） ■下関下集会所（関下字下関下地内）

敷地北側法面が崩落。建物内でのモルタルの土間に亀裂
が入った

■和田11区集会所（和田字戸ノ内地内）

敷地東側の法面が崩落。建物も東側に傾く

■稲沢５区集会所（稲沢字上鹿山内地内）

【災害復旧工事の概要】
集会所名 工事費 補助金等の額 着手 完了

下関下集会所 182,700 120,000 平成23年６月23日 平成23年８月29日
開墾集会所 755,737 500,000 平成23年６月24日 平成23年７月20日
殕森集会所 1,530,300 1,020,000 平成23年７月４日 平成24年３月30日
和田11区集会所 1,650,000 1,100,000 平成23年10月７日 平成24年３月29日
仁井田５区集会所 454,755 300,000 平成23年10月12日 平成24年１月17日
稲沢５区集会所 924,241 610,000 平成23年10月19日 平成23年12月９日
神座集会所 655,550 430,000 平成23年10月28日 平成23年12月28日
青田小池集会所 250,000 160,000 平成23年12月12日 平成24年２月２日
本宮12区報徳集会所 118,305 70,000 平成23年12月19日 平成23年12月19日
青田高日向集会所 203,700 130,000 平成23年12月28日 平成24年１月23日
青田舘町内会集会所 11,970,000 7,740,000 平成24年６月29日 平成24年11月30日
本宮12区報徳集会所 188,000 120,000 平成24年12月16日 平成24年12月19日
高木第５集会所 1,140,066 760,000 平成25年１月７日 平成25年２月28日
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■本宮第二中学校
南校舎理科室付近の様子。校

舎は、１階部分が押しつぶされ、
倒壊寸前となりました。この日
は卒業式で、職員、生徒ともに
校舎には誰もいなかったことか
ら、大惨事には至りませんでし
たが、本宮市の被災を象徴する
被害となりました。

（左上）北側から撮影した南校舎。壁面全体に破損箇所や亀裂が走る
（右上）図書室の本はほとんどが棚から落下
（左下）体育館の壁が崩落して、鉄骨と木材がむき出しになった
（右下） 南校舎１階の理科室の鉄筋コンクリート柱の状態

教 育 施 設
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■本宮まゆみ小学校

昇降口の下の舗装が沈下（写真左）。保健室前のマンホールのふたが持ち上がった

■本宮第一中学校

渡り廊下のモルタルが剥離して落下

■白沢中学校

校庭東側の法面が崩落。通路が寸断され、側溝なども崩れ落ちた（写真左）
地滑りによりプールサイドの沈下や亀裂が生じ、プール槽も約10センチ傾いた（写真右）
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■五百川小学校

（左上）震災直後の職員室の様子。書棚が倒れている
（右上）昇降口の下足箱
（左下）北門入り口の石積が倒壊

■白沢保育所

地割れが発生した園庭

園庭は西側の法面が崩落。フェンスや滑り台も崩れ落ち
た

■本宮第２保育所
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■和田小学校

（写真左）貯水槽の基礎が崩れ、傾くタンク。（写真右）犬走りのコンクリートも割れた

■糠沢小学校

低学年用のプールが漏水。使用不能となった
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３月11日午後４時30分、災害対策本部の様子。停電・電話も不通になった

３月11日午後７時20分、災害対策本部の様子。消
防署員と情報収集にあたる市職員。夜通しの対応と
なった

３月11日午後4時、女性職員が集められ、震災対応
状況について説明を受ける

青田新池の堤体崩落

■災害対策本部の設置
地震発生直後、市では災害対策本部を設置。
被害状況の把握のため、市職員、消防署員、
消防団員、郡山北警察署本宮分庁舎署員で情
報収集にあたった。

市役所入口に掲げられた災害対策本部の垂れ幕
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■避難所の開設
震災当日市内14カ所に避難所を設置し

た。毛布、ストーブ、灯油などをかき集め、
避難所へ配布する準備を進めた。

ホワイトボードには、３月11日午後６時50分現在で、
740人の方が避難している事が記録されていた

各避難所の対応について職員に指示が出された
（３月11日午後７時40分頃、市役所内の様子）

”あ
の
日
を
忘
れ
な
い
“
も
と
み
や
の
記
録

24



３月12日午前９時、市役所に設置された被災相談窓口の様子

３月16日午前８時30分、災害対策本部会議の様子。被害の全容
が明らかになった

３月12日午後６時、男性職員が高松市長（右）から避難所の対応
について指示を受ける
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３月11日から１週間の災害対策本部の動き
年月日 時　刻 区　分 記録事項 詳　細

平成23年３月11日 14：46 地震 発生 本宮市役所：震度５強、白沢総合支所：震度６弱。
平成23年３月11日 14：50 地震 終息 以降余震が断続的に発生。

平成23年３月11日 14：50 対策本部 災害対策本部設置 災害対策本部および現地災害対策本部を設置、対応協
議。全庁、全職員による対応の指示。

平成23年３月11日 14：58 防災無線広報 地震発生と余震への
注意 ・非常に強い地震発生。・今後発生する余震に注意。

平成23年３月11日 15：00 三役・部長会議 緊急招集 体制整備協議。
平成23年３月11日 15：10 対策本部 本部指示 庁内全職員出勤指示。
平成23年３月11日 15：10 対策本部 本部指示 班編成での市内巡回による調査指示。

平成23年３月11日 15：15 災害情報 公共施設（建物等）
被災報告 万世ポンプ場から発煙の連絡。（自家用発電機の運転）

平成23年３月11日 15：15 災害情報 道路施設被災報告 東町裏地内止水弁陥没発生の連絡。
平成23年３月11日 15：20 消防団 活動状況報告 消防団第１・２分団出動の報告。
平成23年３月11日 15：30 対策本部 指示事項行動 職員による本宮８地区、白沢６地区のパトロール出発。
平成23年３月11日 15：30 対策本部 指示事項行動 本庁職員を白沢総合支所へ派遣。
平成23年３月11日 15：33 災害情報 道路施設被災報告 市営石神住宅18～22号棟近接道路が陥没の連絡。

平成23年３月11日 15：37 災害情報 人身被災報告 第３、第４保育所、和田、糠沢各幼稚園けが人なしの
報告。

平成23年３月11日 15：40 災害情報 道路施設被災報告 本宮二中付近市道下水マンホール浮き上がり確認。

平成23年３月11日 15：40 防災無線広報 余震に注意 ・余震とブロック塀などの危険な場所へ近づかないよ
う注意。

平成23年３月11日 15：40 災害情報 人身被災報告 青田地内新池手前100ｍの市道で道路の陥没個所に自動
車１台が落下の報告。けが人なし。

平成23年３月11日 15：41 災害情報 道路施設被災報告 市内道路被災状況報告（産業建設部長）。
平成23年３月11日 15：42 災害情報 教育施設被災報告 各学校などの被災状況報告（教育部長）。
平成23年３月11日 15：42 災害情報 池沼被災報告 新池の法面の崩落発生、広範囲に貯留水が流出の報告。
平成23年３月11日 15：43 対策本部 本部指示 ひとり暮らし高齢者などの安否状況確認の指示。
平成23年３月11日 15：43 対策本部 本部指示 東北電力へ停電状況の確認を指示。
平成23年３月11日 15：43 対策本部 本部指示 警察署、消防本部へ体制配備の要請を指示。
平成23年３月11日 15：43 対策本部 本部指示 南達建設業組合、水道指定店会へ応援の要請を指示。

平成23年３月11日 15：43 災害情報 道路施設被災報告 舘町地内三幸団地中央道路突き当たり付近道路陥没の
連絡。

平成23年３月11日 15：46 災害情報 避難者情報 第３保育所の園庭に園児および市民が避難中の連絡。

平成23年３月11日 15：45 災害情報 公共施設（建物等）
被災報告 ぼたん荘エアコン機器落下。けが人なし。

平成23年３月11日 15：45 災害情報 停電状況確認 東北電力への問合せにより市内全地域停電を確認。

平成23年３月11日 15：48 災害情報 道路施設被災報告 JOMOガソリンスタンド付近交差点法面崩落発生。道
路地割れ発生。

平成23年３月11日 15：50 対策本部 本部指示 避難所として学校体育館および公民館の開放を指示。
女性職員の避難所配置を指示。

平成23年３月11日 15：50 消防団 活動状況報告 本宮地区隊第７分団が市内パトロール開始の報告。
平成23年３月11日 15：50 災害情報 避難者情報 兼谷平集会所に住民が避難中の連絡。

平成23年３月11日 15：50 災害情報 道路施設被災報告 富士内・上沢線の跨線橋のよう壁にズレが生じ通行止
めの処置完了の報告。

平成23年３月11日 15：53 災害情報 民間施設被災報告 アサヒビール北側工場倒壊の恐れ。１名救助完了。

平成23年３月11日 15：54 災害情報 人身被災報告 白岩地区住民、意識不明の状態につき広域消防救急隊
出動。

平成23年３月11日 15：55 災害情報 水道施設被災報告 立石山浄水場ろ過池法面崩壊および貯留水流出中の連絡。
平成23年３月11日 15：55 対策本部 本部指示 白沢公民館の施錠を開けるよう指示。
平成23年３月11日 15：55 災害情報 道路施設被災報告 本宮字山田地内市道に亀裂発生の連絡。
平成23年３月11日 15：58 災害情報 下水道施設被災報告 停電により、下水（汚水）圧送ポンプ停止中。
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３月11日から１週間の災害対策本部の動き
年月日 時　刻 区　分 記録事項 詳　細

平成23年３月11日 15：58 災害情報 民間施設被災報告 ダイユーエイトの店舗の天井崩落の恐れありの連絡。
平成23年３月11日 15：58 災害情報 公共施設被災情報 葭ヶ入団地内、電柱倒壊の連絡。
平成23年３月11日 16：00 災害情報 水道施設被災報告 みずきが丘団地全世帯断水の連絡。
平成23年３月11日 16：00 災害情報 民間施設被災報告 岩根字本郷地内の民家の瓦落下、ブロック塀崩壊の連絡。
平成23年３月11日 16：05 災害情報 民間施設被災報告 市内民家、灯油タンク倒壊の恐れから広域消防出動。

平成23年３月11日 16：07 防災無線広報 余震に注意 ・余震とブロック塀などの危険な場所へ近づかないよ
う注意。

平成23年３月11日 16：08 対策本部 被害状況確認 まとめられた被害状況について担当部長から報告を受
ける。

平成23年３月11日 16：10 災害情報 民間施設被災報告 万世地内のアパートの火災報知機が感知の連絡。
平成23年３月11日 16：10 災害情報 民間施設被災報告 小幡地内の善性寺の滝が崩落、付近電柱が倒壊。
平成23年３月11日 16：12 対策本部 対応状況確認 ひとり暮らし高齢者の対応状況の報告を受ける。
平成23年３月11日 16：12 災害情報 道路施設被災報告 糠沢字礼堂付近の市道に亀裂発生の連絡。

平成23年３月11日 16：12 消防団 活動状況報告 えぽか、中央公民館、一中体育館、総合体育館、各地
区公民館に各分団を派遣の連絡。

平成23年３月11日 16：13 対策本部 本部指示 断水状況の防災無線による広報を指示。
平成23年３月11日 16：14 対策本部 本部指示 担当班による適切な対応を指示。

平成23年３月11日 16：15 災害情報 道路施設被災報告 白沢地区内市道12カ所の崩落および１カ所落石発生
（郡山北警察署本宮分庁舎）。

平成23年３月11日 16：20 県北対策本部 災害対策本部設置 県北地方振興局に災害対策本部設置の連絡。
平成23年３月11日 16：20 消防団 活動状況報告 第３分団から屋根瓦落下の住宅を数軒確認の連絡。
平成23年３月11日 16：30 対策本部 本部指示 避難所開設の防災無線による広報を指示。
平成23年３月11日 16：30 消防団 行動指示 各分団へ管轄区域内の広報を無線により指示。

平成23年３月11日 16：30 防災無線広報 避難所開設・余震
に注意

・避難所開設および余震とブロック塀などの危険な場
所へ近づかないよう注意。

平成23年３月11日 16：33 対策本部 本部指示 総合支所における体制整備を指示。
平成23年３月11日 16：34 消防団 活動状況報告 白沢地区隊において地区内を30分毎の巡回開始の報告。

平成23年３月11日 16：35 災害情報 水道施設被災報告 岩根地区の家畜市場付近水道管の破裂発生および同所
付近市道の地割れ発生の報告。

平成23年３月11日 16：35 災害情報 池沼被災報告 岩根大池の堤体内側の法面が一部崩落発生の報告。

平成23年３月11日 16：37 対策本部 本部指示 幼稚園、保育所において園児預かり希望の取りまとめ
の指示。

平成23年３月11日 16：40 避難所 避難状況報告 太郎丸地区住民３人が総合体育館に避難の連絡。

平成23年３月11日 16：40 災害情報 公共施設（建物等）
被災報告 白岩地区の国保診療所は特に被害なしの報告。

平成23年３月11日 16：40 災害情報 民間施設被災報告 仁井田地区の多数の民家の屋根瓦が落下、八雲神社鳥
居が倒壊の報告。

平成23年３月11日 16：40 災害情報 公共施設（建物等）
被災報告 桝形市営住宅の屋根瓦が落下の報告。

平成23年３月11日 16：40 災害情報 道路施設被災報告 仁井田字上四合田地内の道路に亀裂発生の報告。

平成23年３月11日 16：41 災害情報 公共施設（建物等）
被災報告 しらさわカルチャーセンターの天井一部落下の報告。

平成23年３月11日 16：41 対策本部 本部指示 本庁職員の総合支所派遣の指示。

平成23年３月11日 16：45 防災無線広報 避難所開設（本宮
地区用）

・避難所（えぽか、中央公民館、本宮小学校、本宮一
中体育館、総合体育館、各地区公民館）の設置。

平成23年３月11日 16：50 消防団 行動指示 第６分団に管内パトロールおよび広報の指示。

平成23年３月11日 16：50 災害情報 公共施設（建物等）
被災報告 荒井地区公民館および同体育館のガラス破損の報告。

平成23年３月11日 16：51 対策本部 本部指示 各避難所へランタン配備を指示。
平成23年３月11日 16：51 災害情報 避難者情報 兼谷平集会所に地区住民が避難中の連絡。

平成23年３月11日 16：53 災害情報 公共施設（建物等）
被災報告

中央公民館内が物品などの散乱により避難所として利
用不可能の報告。
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３月11日から１週間の災害対策本部の動き
年月日 時　刻 区　分 記録事項 詳　細

平成23年３月11日 16：55 消防団 活動状況報告 第８分団で管内巡回開始の連絡。
平成23年３月11日 16：55 避難所 避難状況報告 兼谷平集会所で20名の避難者収容中の報告。
平成23年３月11日 16：58 災害情報 道路施設被災報告 本宮字大森地内土砂崩れ発生の連絡。

平成23年３月11日 16：58 防災無線広報 避難所開設（白沢
地区用） ・避難所（各地区分館）の設置。

平成23年３月11日 17：05 対策本部 公共施設復旧協議 南達建設業組合の組合長と市長が対応策の協議。
平成23年３月11日 17：05 災害情報 水道施設被災報告 本宮字万世地内大縄堀踏切付近、水道管破裂の連絡。
平成23年３月11日 17：10 対策本部 本部指示 避難所用の暖房機器（ストーブ）の集約と確保を指示。

平成23年３月11日 17：10 防災無線広報 避難所開設
・本宮地区避難所（えぽか、中央公民館、本宮小学校、
第一中学校体育館、総合体育館、各地区公民館）の設置。
・白沢地区避難所（各地区分館）の設置。

平成23年３月11日 17：11 避難所 避難所情報 各地区避難所設置の広報。
平成23年３月11日 17：20 対策本部 本部指示 白沢現地対策本部長として教育長を派遣。
平成23年３月11日 17：22 消防団 活動状況報告 第４分団屯所に３名待機報告。

平成23年３月11日 17：22 防災無線広報 避難所開設、余震
に注意

・本宮地区避難所（えぽか、中央公民館、本宮小学校、
第一中学校体育館、総合体育館、各地区公民館）の設置。
・白沢地区避難所（各地区分館）の設置。
・今後発生する余震に注意。

平成23年３月11日 17：25 消防団 活動状況報告 各分団長が災害対策本部に集合。
平成23年３月11日 17：25 対策本部 被害状況確認 まとめられた被害状況について担当部長から報告を受ける。
平成23年３月11日 17：27 対策本部 本部指示 避難所の暖房対策について最善をつくすよう指示。
平成23年３月11日 17：27 災害情報 水道施設被災報告 白岩字大岩入地内水道管破裂発生の報告。
平成23年３月11日 17：27 対策本部 復旧状況確認 企業局長から水道管の復旧状況の報告を受ける。

平成23年３月11日 17：28 対策本部 本部指示 被害情報を整理し、外出職員を帰庁させ対応体制の再
編成および避難所へ配布する毛布の準備を指示。

平成23年３月11日 17：30 防災無線広報 避難所開設、余震
に注意 17時22分広報内容の再放送。

平成23年３月11日 17：35 避難所 避難状況報告 荒井地区公民館で３人の避難者を収容中の報告。

平成23年３月11日 17：40 防災無線広報 断水のお知らせ
（本宮地区用） 本宮地区で断水が発生。現在調査中。

平成23年３月11日 17：45 消防団 活動状況報告 消防団による断水情報の広報活動開始。
平成23年３月11日 17：45 対策本部 本部要請 県の災害対策本部へ飲料水の供給要請。
平成23年３月11日 17：45 災害情報 民間施設被災報告 岩根字南原田地内アパートでガス漏れ発生の報告を受ける。

平成23年３月11日 17：45 防災無線広報
余震に注意、危険
な場所から離れる
よう注意

余震とブロック塀などの危険な場所へ近づかないよう
注意。

平成23年３月11日 17：46 対策本部 本部指示 職員による班編成での避難所の巡回を指示。

平成23年３月11日 17：46 避難所 避難状況報告 青田農業構造改善センターで２人の避難者収容中の報
告。

平成23年３月11日 17：48 対策本部 復旧状況確認 白沢地区市道で13カ所の通行止め処置完了の報告を受け
る。

平成23年３月11日 17：50 避難所 避難状況報告 糠沢分館で２人の避難者収容中および他分館へ職員配
置済の報告を受ける。

平成23年３月11日 17：50 避難所 避難状況報告 岩根地区公民館で23人の避難者収容の報告。

平成23年３月11日 17：50 防災無線広報 避難所開設、余震
に注意 17時22分広報内容の再放送。

平成23年３月11日 17：51 対策本部 対応状況確認 みずきが丘で給水車による給水開始の報告。
平成23年３月11日 17：52 対策本部 本部指示 消防団の食料確保の指示。

平成23年３月11日 17：55 対策本部 対応状況確認 青田地内の新池付近市道および殕森地内の市道通行止
め処置完了の報告。

平成23年３月11日 17：57 災害情報 道路施設被災報告 関下地内のファミリーマートからみずきが丘への市道
で直径１ｍ、深さ１ｍの陥没発生の報告。

平成23年３月11日 17：58 災害情報 民間施設被災報告 本宮字瀬樋内地内の住宅、倒壊の恐れありの連絡。
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３月11日から１週間の災害対策本部の動き
年月日 時　刻 区　分 記録事項 詳　細

平成23年３月11日 17：58 消防団 行動指示 本宮字瀬樋内地内の住宅の被害状況の確認を指示。
平成23年３月11日 17：59 避難所 避難状況報告 えぽかで約500人、一中体育館で28人の避難者収容中の報告。
平成23年３月11日 18：00 避難所 避難状況報告 和田分館で２人、荒井公民館で14人の避難者収容中の報告。

平成23年３月11日 18：00 防災無線広報 停電と断水、復旧
の見通し ・電気、水道が止まっている状況。復旧の見通し立たず。

平成23年３月11日 18：00 避難所 避難状況報告 総合体育館で15人の避難者収容中の報告。
平成23年３月11日 18：02 避難所 避難状況報告 青田地区公民館で３人の避難者収容中の報告。
平成23年３月11日 18：02 避難所 避難状況報告 本宮小で約100人の避難者収容中の報告。

平成23年３月11日 18：05 災害情報 民間施設被災報告 東北病院崩壊の恐れからまゆみの里へ200人避難の連絡
を受ける。

平成23年３月11日 18：08 災害情報 公共施設（建物等）
被災報告

和田小敷地周辺に亀裂および受水槽タンクに傾き発生。
水道停止。

平成23年３月11日 18：10 災害情報 公共施設（建物等）
被災報告 仁井田地内の電線から漏電、発煙の報告。

平成23年３月11日 18：10 避難所 避難状況報告 白沢総合支所に５人の避難者収容中の報告。
平成23年３月11日 18：10 災害情報 公共施設被災情報 本宮字万世地内の電線が断線の連絡。

平成23年３月11日 18：15 対策本部 本部指示 避難所における暖房（ストーブ、燃料）の確保状況の
確認を指示。

平成23年３月11日 18：16 災害情報 民間施設被災報告 県道大橋・五百川停車場線沿いのＪＡ倉庫が倒壊の恐
れの連絡。

平成23年３月11日 18：16 災害情報 公共施設（建物等）
被災報告 荒井字荒井地内の電線が断線の報告。

平成23年３月11日 18：16 避難所 避難状況報告 仁井田地区公民館に１人の避難者収容中の報告（第４
分団）。

平成23年３月11日 18：18 災害情報 公共施設（建物等）
被災報告

白沢保育所の園庭に亀裂およびフェンスと土手の崩落
発生の報告。

平成23年３月11日 18：20 対策本部 本部指示 市内の被害状況の取りまとめを指示。18時45分に本部
会の招集を指示。

平成23年３月11日 18：20 避難所 避難状況報告 岩根地区公民館で37人の避難者収容中の報告。

平成23年３月11日 18：22 消防団 指示事項行動 本宮字瀬樋内地内の住宅の被害調査の結果家屋につい
ては倒壊の恐れ無し、塀が倒壊の恐れの報告。

平成23年３月11日 18：25 対策本部 復旧状況確認 荒井地区の一部で停電が解消の連絡。

平成23年３月11日 18：30 防災無線広報 避難所開設、余震
に注意 17時22分広報内容の再放送。

平成23年３月11日 18：39 災害情報 水道施設被災報告 荒井字荒井地内の道路で水道管破裂の連絡。
平成23年３月11日 18：41 対策本部 本部指示 職員による避難所への灯油配達を指示。

平成23年３月11日 18：45 対策本部 本部指示 班の再編成、避難所配置の女性職員を男性職員に配置
換え、市民へ親切丁寧な応対を指示。

平成23年３月11日 18：45 防災無線広報
避難所開設、余震
に注意、道路陥没
に注意

・余震とブロック塀などの危険な場所へ近づかないよ
う注意。

・道路の陥没個所に注意。外出を控えて。
平成23年３月11日 18：53 対策本部 毛布手配 シミズ百貨店社長へ毛布の提供について協議。
平成23年３月11日 18：54 避難所 避難状況報告 えぽかで500人以上の避難者収容中の報告。

平成23年３月11日 18：56 災害情報 公共施設（建物等）
被災報告 石神住宅の法面が崩壊の報告。

平成23年３月11日 18：56 災害情報 公共施設被災情報 荒井字荒井地内の電線が断線の報告。
平成23年３月11日 18：58 災害情報 民間施設被災報告 岩根地区において家屋（一棟）倒壊の報告。

平成23年３月11日 19：00 防災無線広報 避難所 ・えぽかが避難者多数により第一中学校体育館へ避難
の誘導。

平成23年３月11日 19：01 対策本部 食料手配 セブンイレブン中條店長と避難者の食料供給について
協議。

平成23年３月11日 19：02 避難所 避難状況報告 下ノ原集会所に約20人の避難者がいるとの報告。
平成23年３月11日 19：02 対策本部 本部指示 高木地区公民館の避難者数の確認を指示。
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３月11日から１週間の災害対策本部の動き
年月日 時　刻 区　分 記録事項 詳　細

平成23年３月11日 19：03 災害情報 公共施設（建物等）
被災報告 中央公民館の自動ドアが故障の報告。

平成23年３月11日 19：05 災害情報 公共施設（建物等）
被災報告 岩根体育館が倒壊の恐れの報告（消防団）。

平成23年３月11日 19：05 消防団 行動指示 岩根体育館周囲にバリケードの設置を指示。
平成23年３月11日 19：08 対策本部 対応状況確認 水道管復旧状況の報告と今後の対応の協議（企業局長）。

平成23年３月11日 19：14 災害情報 公共施設（建物等）
被災報告

消防団から岩根体育館が倒壊の恐れありの連絡を受け
る。

平成23年３月11日 19：15 防災無線広報
避難所開設、余震
に注意、道路陥没
に注意

・本宮地区避難所（えぽか、中央公民館、本宮小学校、
第一中学校体育館、総合体育館、各地区公民館）の
設置。

・中央公民館倒壊の恐れ。避難所使用不可。
・白沢地区避難所（各地区分館）の設置。
・今後発生する余震に注意。
・余震とブロック塀などの危険な場所へ近づかないよ
う注意。

・道路の陥没カ所に注意。外出を控えて。
平成23年３月11日 19：17 避難所 避難状況報告 荒井三本松集会所へ約30人の避難者がいるとの報告。
平成23年３月11日 19：18 避難所 避難状況報告 高木地区公民館の避難者は無しの報告。
平成23年３月11日 19：23 対策本部 対応状況確認 えぽかの避難者への対応状況について報告（保健課長）。
平成23年３月11日 19：23 避難所 避難状況報告 本宮12区集会所へ約20人の避難者がいるとの報告。
平成23年３月11日 19：25 避難所 避難状況報告 青田地区公民館で約40人の避難者を収容中の報告。
平成23年３月11日 19：25 対策本部 本部指示 白沢地区の避難所の内３カ所の避難所を変更。
平成23年３月11日 19：25 避難所 避難状況報告 総合体育館で約40人の避難者を収容中の報告。
平成23年３月11日 19：30 対策本部 対応状況確認 給水車がえぽかへ出動の報告。

平成23年３月11日 19：31 対策本部 本部指示 避難所への職員の配置および道路、家屋の確認のパト
ロール、避難所における必要灯油量の搬送の指示。

平成23年３月11日 19：35 対策本部 被害状況確認 ライフライン（水道、電気、道路）の被害状況につい
て担当部長から報告を受ける。

平成23年３月11日 19：35 防災無線広報 避難所開設、断水
のお知らせ

・本宮地区避難所（えぽか、中央公民館、本宮小学校、
第一中学校体育館、総合体育館、各地区公民館）の
設置。

・中央公民館倒壊の恐れ。避難所使用不可。
・白沢地区避難所（各地区分館）の設置。
・今後発生する余震に注意。
・余震とブロック塀などの危険な場所へ近づかないよ
う注意。

・道路の陥没個所に注意。外出を控えて。
・電気、水道が止まっている状況。復旧の見通し立たず。

平成23年３月11日 19：45 対策本部 本部指示 えぽか、一中体育館、総合体育館へ大型発電機の配備
指示。

平成23年３月11日 19：48 対策本部 指示事項行動 本部指示事項について各班の職員が出動。

平成23年３月11日 19：51 対策本部 本部指示 総合支所内現地対策本部へ女性職員の帰宅および翌日
の出勤命令を指示。

平成23年３月11日 19：51 対策本部 本部指示 避難所配置の女性職員へ帰庁指示。

平成23年３月11日 20：00 防災無線広報 避難所開設、断水
のお知らせ

・本宮地区避難所（えぽか、中央公民館、本宮小学校、
第一中学校体育館、総合体育館、各地区公民館）の
設置。

・中央公民館倒壊の恐れ。避難所使用不可。
・白沢地区避難所（各地区分館）の設置。
・今後発生する余震に注意。
・余震とブロック塀などの危険な場所へ近づかないよ
う注意。

・道路の陥没個所に注意。外出を控えて。
・電気、水道が止まっている状況。復旧の見通し立たず。

平成23年３月11日 20：03 避難所 避難状況報告 えぽかで約450人の避難者を収容中の報告。
平成23年３月11日 20：05 避難所 避難状況報告 本宮一中で約170人の避難者を収容中、避難者増加中の報告。
平成23年３月11日 20：20 対策本部 被害状況確認 水道管の被害状況を報告（企業局長）。

”あ
の
日
を
忘
れ
な
い
“
も
と
み
や
の
記
録

30



３月11日から１週間の災害対策本部の動き
年月日 時　刻 区　分 記録事項 詳　細

平成23年３月11日 20：28 防災無線広報 水道復旧のお知ら
せ（本宮地区）

・本宮地区の水道が間もなく復旧。
・白沢地区は復旧に向けて作業中。

平成23年３月11日 20：30 対策本部 対応状況確認 日赤奉仕団による炊き出しの提供の申し入れの連絡を
受ける。

平成23年３月11日 20：35 避難所 避難状況報告 長屋分館で32人の避難者収容中の報告。

平成23年３月11日 20：37 対策本部 本部指示 災害対策本部の女性職員の帰宅および翌日の出勤につ
いて指示。

平成23年３月11日 20：40 対策本部 対応状況確認 荒井地区市民より避難所（荒井地区公民館）へ翌日の
炊き出し提供の申し入れの連絡を受ける。

平成23年３月11日 20：45 防災無線広報 水道復旧のお知らせ ・本宮地区の水道が間もなく復旧。
・白沢地区は復旧に向けて作業中。

平成23年３月11日 20：46 対策本部 本部会議 翌日の対応および体制編成の協議（全職員出勤）。
平成23年３月11日 21：00 災害情報 水道施設被災報告 下ノ原団地宅付近水道管が破裂の報告。

平成23年３月11日 21：02 防災無線広報 水道に関するお知
らせ（白沢地区） 白沢地区は給水管の被害が激しく復旧の見通し立たず。

平成23年３月11日 21：03 対策本部 対応状況確認 えぽかにおいて炊き出しを開始の報告。
平成23年３月11日 21：05 対策本部 本部指示 避難所に毛布の手配指示。
平成23年３月11日 21：17 災害情報 公共施設被災情報 本宮字欠下地内のがけが崩落の報告。
平成23年３月11日 21：25 消防団 団指示 各分団に避難所に待機を指示。

平成23年３月11日 21：30 対策本部 対応問合せ 総合支所より日赤奉仕団に炊き出しの依頼の要否につ
いて問合せあり。（生活福祉部長対応）

平成23年３月11日 21：30 対策本部 復旧状況確認 水道管復旧状況の報告（企業局長）。
平成23年３月11日 21：33 消防団 指示事項行動 第１分団がえぽかに待機完了の報告。

平成23年３月11日 21：35 対策本部 公共施設（建物等）
被災確認 給食センターの被災状況の報告（教育委員会）。

平成23年３月11日 21：44 避難所 救援要請 岩根公民館避難所から給水車の配備要請。
平成23年３月11日 21：44 対策本部 本部指示 岩根公民館避難所へ給水ポリタンクの配送を指示
平成23年３月11日 22：08 対策本部 本部指示 下ノ原集会所の避難者へ給水のため職員派遣を指示。
平成23年３月11日 22：26 対策本部 本部指示 避難所配置職員の増員を指示。
平成23年３月11日 22：35 災害情報 民間施設被災報告 ホクエツ本宮でＵ字溝が落下の恐れの連絡。
平成23年３月11日 22：35 対策本部 その他 市役所内電話不通。
平成23年３月11日 22：50 対策本部 その他 市役所内電話復旧。
平成23年３月11日 23：10 対策本部 その他 市役所内電話不通。

平成23年３月11日 23：30 防災無線広報 電気に関するお知
らせ

・停電について、東北電力からの情報。復旧の見通し
立たず。

・水道は、全力で復旧作業中。
平成23年３月12日 0：00 消防団 団指示 消防団解散指示。
平成23年３月12日 0：15 対策本部 本部会議 指定職員について朝までの待機を決定。
平成23年３月12日 0：20 対策本部 本部指示 各部長より所属職員へ庁内待機を指示。
平成23年３月12日 1：25 避難所 その他 本宮一中体育館で警報機誤作動の連絡。
平成23年３月12日 5：30 対策本部 指示事項行動 給水班がみずきが丘団地へ出動。

平成23年３月12日 6：30 防災無線広報 水道水の使用に関
するお知らせ ・水道水不足、節水協力のお願い。

平成23年３月12日 7：30 対策本部 その他 庁内電話故障につき臨時電話設置。

平成23年３月12日 8：00 対策本部 本部会議

現在までの状況確認と今後の対応について協議。
【確認・協議事項】
　・断水状況の確認。
　・避難所の男性職員から女性職員への配置換え。
　・市民相談窓口を市民ホールに設置。相談窓口設置

の防災無線による広報。
　・道水路の復旧手配。
　・被災状況の調査指示。（道路５班、市営住宅１班、

池沼２班体制）
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３月11日から１週間の災害対策本部の動き
年月日 時　刻 区　分 記録事項 詳　細

平成23年３月12日 8：00 対策本部 公共施設復旧協議 南達建設業組合の組合員集合。道路復旧工事について
の協議。

平成23年３月12日 8：10 災害情報 人身被災報告 岩根中町町内会会長よりけが人なしの報告。
平成23年３月12日 8：30 災害情報 民間施設被災報告 仁井田字上山田地内で水道管漏水の連絡を受ける。
平成23年３月12日 8：30 対策本部 公共施設復旧協議 水道指定店会集合。水道管復旧工事について協議。

平成23年３月12日 8：30 防災無線広報 相談窓口設置のお
知らせ

・相談窓口設置のお知らせ。市役所１階ロビーで受付。
道路の陥没について注意して来るよう呼びかけ。

平成23年３月12日 8：32 対策本部 本部指示 女性職員へ避難所配置指示。
平成23年３月12日 8：35 災害情報 道路施設被災報告 岩根字北石橋地内の市道において陥没発生。
平成23年３月12日 8：40 対策本部 相談窓口 相談受付開始。
平成23年３月12日 8：45 相談窓口受付 民間施設被災情報 本宮字欠下地内、住宅７戸に近接する土手崩れ発生。

平成23年３月12日 8：55 対策本部 被害状況確認 本宮変電所の上位の変電所に電気が通電していないこ
とを確認。

平成23年３月12日 8：55 相談窓口受付 公共施設被災情報 糠沢字五味内地内　石神市営住宅前でがけ崩れ。
平成23年３月12日 8：58 相談窓口受付 民間施設被災情報 青田字稲荷久保地内の住宅敷地に地割れ発生。
平成23年３月12日 9：00 相談窓口受付 民間施設被災情報 本宮字立石地内の住宅の瓦落下。
平成23年３月12日 9：00 相談窓口受付 民間施設被災情報 本宮字舘町地内の住宅水道管から漏水。

平成23年３月12日 9：00 防災無線広報 相談窓口設置のお
知らせ

・相談窓口設置のお知らせ。市役所１階ロビーで受付。
道路の陥没について注意して来るよう呼びかけ。

平成23年３月12日 9：05 県対策本部（対策課） 被害状況連絡 県災害対策課より10時現在における被害状況の報告要請。
平成23年３月12日 9：05 相談窓口受付 民間施設被災情報 本宮字万世地内、住宅屋根瓦が落下。
平成23年３月12日 9：15 相談窓口受付 民間施設被災情報 本宮字南町裡地内住宅屋根瓦が落下し道路に散乱。
平成23年３月12日 9：15 相談窓口受付 民間施設被災情報 仁井田字地内住宅、屋根瓦落下、風呂釜落下、便所崩壊。
平成23年３月12日 9：15 相談窓口受付 民間施設被災情報 関下字上関下地内、住宅の瓦が落下。
平成23年３月12日 9：19 相談窓口受付 公共施設被災情報 本宮字中條地内、電線に物が引っかかっている。
平成23年３月12日 9：20 関係機関協議 南消防署協議
平成23年３月12日 9：20 相談窓口受付 民間施設被災情報 荒井字荒井地内、住宅の水道管漏水。
平成23年３月12日 9：20 相談窓口受付 民間施設被災情報 荒井字沢田地内、住宅瓦落下、石蔵の屋根落下。
平成23年３月12日 9：30 災害情報 民間施設被災情報 有寿園およびビーボの被害無しの報告。

平成23年３月12日 9：30 相談窓口受付 公共施設被災情報 本宮字欠下地内の水路の溢れ、土砂崩れ、電柱倒壊、
屋根瓦落下。

平成23年３月12日 9：30 相談窓口受付 民間施設被災情報 荒井地内の住宅屋根瓦落下、蔵の壁崩落。
平成23年３月12日 9：30 相談窓口受付 民間施設被災情報 本宮字欠下地内、道路に面したブロック塀倒壊。
平成23年３月12日 9：30 相談窓口受付 民間施設被災情報 関下字上関下地内、住宅が傾く。

平成23年３月12日 9：32 対策本部 本部指示 被害調査の体制について指示。（受付→産業建設部長集
約→現地調査）

平成23年３月12日 9：32 相談窓口受付 民間施設被災情報 糠沢字東笹田地内、地割れ発生。
平成23年３月12日 9：36 復旧情報 電気復旧情報 警察署および市役所に通電。
平成23年３月12日 9：39 復旧情報 電気復旧状況確認 東北電力照会。本宮全域の停電情報の把握は未了。
平成23年３月12日 9：45 復旧情報 電気復旧状況確認 えぽか、和田地区および糠沢地区の電気は復旧未了。

平成23年３月12日 9：45 相談窓口受付 公共施設被災情報 糠沢字五味内地内、石神住宅の方より市営住宅復旧と
入居者への対応について問合せあり。

平成23年３月12日 9：48 相談窓口受付 道路施設被災情報 本宮字舘町付近、道路陥没。
平成23年３月12日 9：48 相談窓口受付 民間施設被災情報 本宮字舘町付近、瓦落下３件。
平成23年３月12日 9：50 相談窓口受付 民間施設被災情報 岩根小北側脇の民家の大谷石の塀が崩壊。
平成23年３月12日 9：50 相談窓口受付 民間施設被災情報 岩根字みずきが丘地内、道路が陥没し家屋が傾いた。
平成23年３月12日 9：50 相談窓口受付 公共施設被災情報 岩根字小山地内の青田原水路に土砂が流出の恐れ。
平成23年３月12日 9：55 対策本部 被害状況議会報告 議会へ市長および副市長から被害状況を報告。

平成23年３月12日 10：20 防災無線広報 相談窓口設置のお
知らせ

相談窓口設置のお知らせ。市役所１階ロビーで受付。
道路の陥没について注意して来るよう呼びかけ。
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３月11日から１週間の災害対策本部の動き
年月日 時　刻 区　分 記録事項 詳　細

平成23年３月12日 10：20 相談窓口受付 民間施設被災情報 稲沢字榎平地内住宅傾く。市営住宅入居希望。

平成23年３月12日 10：20 相談窓口受付 民間施設被災情報 本宮字大森地内の住宅　水道管破裂および南側コンク
リート壁崩壊。

平成23年３月12日 10：20 相談窓口受付 民間施設被災情報 本宮字天ケ地内、住宅、ブロック倒壊、水道管漏水（宅内）。
平成23年３月12日 10：20 対策本部 その他 市役所内電話不通。
平成23年３月12日 10：30 相談窓口受付 民間施設被災情報 高木字井戸上地内、住宅の屋根瓦落下。
平成23年３月12日 10：37 相談窓口受付 民間施設被災情報 本宮字花町地内、住宅の屋根瓦落下の恐れ。
平成23年３月12日 10：40 災害情報 対応状況確認 菅田橋を通行止処置の連絡。
平成23年３月12日 10：51 相談窓口受付 民間施設被災情報 仁井田字上山田地内アパートの水道管破裂。
平成23年３月12日 11：00 相談窓口受付 民間施設被災情報 荒井字南作地内、市道に石塀倒壊の連絡。

平成23年３月12日 11：00 相談窓口受付 民間施設被災情報 本宮字欠下地内、敷地内の灯篭が倒れ道路（私道）が
通行不可。

平成23年３月12日 11：01 相談窓口受付 民間施設被災情報 本宮字塩田入地内の電柱縦割れ傾いている。
平成23年３月12日 11：02 防災無線広報 節水のお願い 水道水不足、節水協力のお願い。
平成23年３月12日 11：05 相談窓口受付 民間施設被災情報 本宮字葭ヶ入地内宅地内水道管破裂、地割れ発生。
平成23年３月12日 11：05 対策本部 本部指示 総合支所長、教育長へ12時に本部集合の指示。

平成23年３月12日 11：15 防災無線広報 相談窓口設置のお
知らせ

相談窓口設置のお知らせ。市役所１階ロビーで受付。
道路の陥没について注意して来るよう呼びかけ。

平成23年３月12日 11：23 相談窓口受付 道路施設被災情報 仁井田字桝形地内ＪＲ東北本線西側の市道に亀裂発生。

平成23年３月12日 11：25 相談窓口受付 公共施設被災情報 岩根字小山付近　電柱倒れる恐れあり。同字南田付近
法面崩落。

平成23年３月12日 11：25 避難所 避難状況報告
糠沢分館47人、松沢分館15人、和田分館３人、長屋分
館９人、稲沢分館15人、白沢地区合計89人の避難者収
容中の報告。

平成23年３月12日 11：25 復旧情報 銀行ATM復旧情
報

東邦銀行の荒井エイトタウンおよび虎丸支店のATM
が使用可能の報告（本宮支店長）。

平成23年３月12日 11：35 相談窓口受付 民間施設被災情報 本宮字葭ヶ入地内、住宅水道管破裂。
平成23年３月12日 11：35 対策本部 支援情報 えぽかより炊き出しが到着。
平成23年３月12日 11：45 相談窓口受付 民間施設被災情報 本宮字天ケ地内、住宅傾く。

平成23年３月12日 11：55 関係機関協議 議会協議

市長と議長において協議。
　・緊急経費は予備費対応。
　・緊急事項は専決処分対応。
　・年度内完了不能な予算執行は事故繰越対応。
　・復旧に向けた工事などの業者の早期選定。
　・３月14日議会は期限を定めない延長となる。
　・毎日夕方に被害状況を議会へ報告する。

平成23年３月12日 12：00 対策本部 本部会議

【生活福祉部報告】
・相談窓口（８件受付）、避難所の対応状況。
【企業局報告】
・水道施設が12カ所被災、白沢地区は本日中に復旧見
通し、それ以外の被災個所はみずきが丘団地を除き
２～３日で復旧の見通し。

・みずきが丘団地内の電気が回復すれば給水が可能。
【産業建設部報告】
・石神住宅の敷地にズレ発生、桝形住宅損壊、公園の
一部に被害。

・青田農構センターのガラス損壊、林道蛇ノ鼻・矢沢
線通行止め処置、大池、蛇ノ鼻中の池および下池の
法面に亀裂発生、殕森地内の田の土手に亀裂発生、
市道47カ所に亀裂発生。

【教育部報告】
・本宮二中南校舎および白沢保育所の被害大。
・３月12日15時00分に臨時教育委員会を開催。
・市民卓球大会を中止。
【指示事項】
・避難所に避難者の調査および相談受付窓口で受付し
た被災個所を午後から調査開始の指示。

・電気の復旧状況について東北電力に確認を指示。
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３月11日から１週間の災害対策本部の動き
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・市営住宅の空き家状況、雇用促進住宅の借入および
アサヒビール社員寮の借入が対応可かどうか確認を
指示。

・３月13日の行事は中止を指示。
平成23年３月12日 12：10 相談窓口受付 公共施設被災情報 ＪＲ青田村道踏切遮断機が閉鎖状態。
平成23年３月12日 12：29 相談窓口受付 民間施設被災情報 糠沢字東笹田地内、水道水が出ないとの連絡。
平成23年３月12日 12：30 相談窓口受付 民間施設被災情報 本宮字葭ヶ入地内、住宅水道管破裂。

平成23年３月12日 13：00 相談窓口受付 民間施設被災情報 仁井田字桝形地内、住宅のコンクリート壁が倒壊し道
路に散乱。

平成23年３月12日 13：00 防災無線広報 講演会等中止のお
知らせ

・3月13日に予定されていた「テレビ局アナウンサー講
演会」と「市民卓球大会」中止のお知らせ。

平成23年３月12日 13：10 相談窓口受付 公共施設被災情報 青田舘集会所が傾倒。

平成23年３月12日 13：20 対策本部 対応状況確認
クリーンセンターでがれき受け入れ（３月12日、３月
13日17時まで）の連絡。
防災無線により広報する。

平成23年３月12日 13：30 相談窓口受付 公共施設被災情報 高木字久保地内道路ひび割れおよび上の橋（高木側）
ひび割れ。

平成23年３月12日 13：33 防災無線広報 節水のお願い ・水道水不足、節水協力のお願い。

平成23年３月12日 13：45 防災無線広報 ガレキ類の受入

・屋根瓦やブロック塀などのガレキ類は、もとみやク
リーンセンターで、受入れ。時間は、本日午後５時
まで。明日は午前８時30分から午後５時まで。月曜
以降は通常搬入時間で受入れ。搬入が困難な場合は、
袋に入れてごみステーションへ。

平成23年３月12日 13：50 相談窓口受付 道路施設被災情報 ふれあい橋両端に亀裂が入り、上流にズレが生じている。

平成23年３月12日 14：00 相談窓口受付 民間施設被災情報 岩根字本郷地内、車庫倒壊。蔵の屋根が倒壊し隣の屋根
に接触との連絡。

平成23年３月12日 14：00 防災無線広報 講演会等中止のお
知らせ

・３月13日に予定されていた「テレビ局アナウンサー
講演会」と「市民卓球大会」中止のお知らせ。

平成23年３月12日 14：10 避難所 避難状況報告
糠沢分館41人、松沢分館48人、和田分館３人、長屋分
館13人、稲沢分館14人、支所42人　白沢地区合計161人
の避難者収容中の報告。

平成23年３月12日 14：30 相談窓口受付 民間施設被災情報 和田字下見沢地内のひび割れおよび法面崩落の恐れ。
平成23年３月12日 14：30 防災無線広報 ガレキ類の受入 13時45分広報内容の再放送。
平成23年３月12日 14：30 相談窓口受付 公共施設被災情報 仁井田旧町民プール前道路に亀裂。
平成23年３月12日 14：30 相談窓口受付 公共施設被災情報 大泉寺前道路陥没。
平成23年３月12日 14：40 避難所 支援情報 本宮地区炊き出し配布完了の連絡。
平成23年３月12日 14：50 相談窓口受付 民間施設被災情報 誓伝寺付近がけ崩れの恐れ。

平成23年３月12日 15：00 防災無線広報 講演会等中止のお
知らせ

・3月13日に予定されていた「テレビ局アナウンサー講
演会」と「市民卓球大会」中止のお知らせ。

平成23年３月12日 15：10 対策本部 支援情報 給食センターから炊き出し（おにぎり２個×850パッ
ク）到着。

平成23年３月12日 15：30 相談窓口受付 民間施設被災情報 青田字ヌカリ地内、住宅の瓦が落下。

平成23年３月12日 15：30 防災無線広報 節水のお願い
（本宮地区） 水道水不足、節水協力のお願い。

平成23年３月12日 15：40 防災無線広報 ガレキ類の受入 13時45分広報内容の再放送。
平成23年３月12日 15：45 相談窓口受付 民間施設被災情報 本宮字舘町地内、宅内水道管破裂。

平成23年３月12日 15：50 災害情報 道路施設被災報告 本宮字東町裏地内市道陥没の報告。
建設課へ通行止めの指示。

平成23年３月12日 15：55 復旧情報 電気復旧情報 本宮一中に通電の連絡。

平成23年３月12日 16：10 防災無線広報 電気・電話の復旧
見通し

・停電について、東北電力からの情報。現在停電の地
域は復旧の見通し立たず。

・電話がつながらない状態が続いている。

平成23年３月12日 16：30 防災無線広報 節水のお願い
（本宮地区） ・水道水不足、節水協力のお願い。
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３月11日から１週間の災害対策本部の動き
年月日 時　刻 区　分 記録事項 詳　細

平成23年３月12日 16：40 相談窓口受付 民間施設被災情報 本宮字下町地内、壁面崩落。
平成23年３月12日 16：56 相談窓口受付 民間施設被災情報 和田字上境内地内、宅内地割れ、道路の方へ拡大中。

平成23年３月12日 17：00 対策本部 本部会議

【生活福祉部報告】
・相談窓口の対応状況（公共被害15件、瓦落下70件、
建物25件、上下水道15件受付）について。

・炊き出し850人分について明朝５時30分から配布準備。
【企業局報告】
・水道断水が本宮地区15カ所中４カ所完了見込み、白
沢地区６カ所中３カ所完了見込み。

・みずきが丘団地に給水車出動（本日17時00分～20時
00分、明朝６時00分～９時00分）。東禅寺浄水場給水
開始。

【産業建設部報告】
・工業団被害状況について。
・石神住宅道路損壊により住み替えが必要。
【総務部報告】
・産業建設部および企業局職員を除き体制の再編成を
図る。

・避難所配置職員は明朝８時30分に交代。給水班は６
時00分から配備なので21時00分に勤務終了。

・各公共施設の状況について（施設管理）。
【教育部報告】
・本宮二中が授業を再開できるよう検討する。体育館
は使用が不可能な状態。

・白沢保育所の施設については法面工事を進めながら
対応を検討していく。

・保育所長、幼稚園園長会議および学校長会議を３月
13日９時00分に開催する。

【指示事項】
・本宮二中と白沢保育所については教育委員の考え方
を、またその他の各学校については学校長の判断を
尊重するよう指示。

・保育所、幼稚園の施設の対応策について案を示すよ
う施設管理課へ指示。

・教育施設の対応状況について議長へ報告するよう企
業局長へ指示。

平成23年３月12日 17：05 防災無線広報 電気・電話の復旧
見通し 16時10分広報内容の再放送。

平成23年３月12日 17：30 防災無線広報 節水のお願い
（本宮地区） 16時30分広報内容の再放送。

平成23年３月12日 17：45 対策本部 電気復旧協議 17時30分から順次試験通電を開始の説明（東北電力担
当者）。

平成23年３月12日 17：50 復旧情報 電気復旧情報 市内の電気が順次復旧開始。

平成23年３月12日 17：55 対策本部 本部指示

・市長訓示。
・今夜の体制の指示（避難所配置換え、炊き出し配布、
女性職員の通常出勤、翌朝交代13時00分出勤、給水
班５時30分出勤）。
・浪江町のひまわり荘にいた方が避難所にいれば要報
告。

平成23年３月12日 18：40 復旧情報 電気復旧情報 １時間程度で復旧完了の見通し。

平成23年３月12日 18：45 防災無線広報 節水のお願い
（本宮地区） 16時30分広報内容の再放送。

平成23年３月12日 18：58 復旧情報 電気復旧情報 18時57分に総合支所に通電再開の報告。
平成23年３月12日 19：00 復旧情報 電気復旧情報 18時57分に和田地区に通電再開の報告。
平成23年３月12日 19：00 復旧情報 電気復旧情報 ぼたん荘に通電再開の報告。
平成23年３月12日 19：08 対策本部 その他 浪江町のひまわり荘の行方不明者が同所で発見の連絡。
平成23年３月12日 19：20 復旧情報 電気復旧情報 南消防署および高木地区に通電再開の報告。
平成23年３月12日 20：00 対策本部 本部指示 各部（班）に職員体制の縮小を指示。
平成23年３月12日 20：51 復旧情報 市内全域電源復旧。

平成23年３月12日 21：15 避難所 避難者情報 富岡町から多数（300～400人）の避難者が本宮高校に
向かっているとの連絡。
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３月11日から１週間の災害対策本部の動き
年月日 時　刻 区　分 記録事項 詳　細

平成23年３月12日 21：40 対策本部 その他 富岡町からの避難者の件で市長へ報告。
平成23年３月12日 21：45 対策本部 その他 市長が本部到着。

平成23年３月12日 21：50 原発事故避難 避難者情報

本宮高校に避難者の受け入れについての情報提供を受
ける。
・本日午前中に県の災害対策課から避難所として高校
の開放の要請があった。各世帯毎に自家用車で到着
している。

平成23年３月12日 22：15 原発事故避難 避難者情報
南相馬市からの避難者が来庁し本宮高校の場所につい
て尋ねられる。本宮高校へ案内（大人３人、子供３人、
計６人）。

平成23年３月12日 22：15 県対策本部
（対策課） 避難所情報

県が本宮高校を避難所として指定の連絡。
放射能検査（スクリーニング）、および検査機器の貸出
し対応について現在検討中であり後ほど連絡する。

平成23年３月12日 22：15 原発事故避難 避難者情報

田村市へ原発事故避難者への対応について問い合わせる。
・3月12日6：30に大熊町から避難者受入れの要請あり、
既に7,000人を受入れ済。

・避難指示区域町村以外の町村の住民も避難の可能性
あり。

平成23年３月12日 22：15 県対策本部
（対策課） 避難所情報

原発事故避難者について対応願いたいとの依頼。
谷病院より４～５時間前に80人を移送したいとの問い合
わせがあり、17時30分頃電話し対応した旨話を受ける。

平成23年３月12日 22：20 原発事故避難 避難者情報 大熊町のグループホームから避難者が来庁し本宮高校
の場所について尋ねられる。本宮高校の場所を案内。

平成23年３月13日 7：05 原発事故避難 本宮高校からの支
援依頼

本宮高校教頭より、高齢者の避難者のためにオムツな
どの介護用品の提供依頼。有寿園に問い合わせてはと
返答。
現在の避難者数は200～300人、会館および柔剣道場で
収容中。今後、市内避難所では受入れ不可につき体育
館などでの対応を依頼。

平成23年３月13日 8：15 対策本部 本部会議

【生活福祉部報告】
・原発20km圏内の避難指示があり本宮へも避難者が来
る可能性がある。避難者については、本宮高校へ案
内する。炊き出しを1,500個準備済。相談窓口は本日
も対応。

【企業局報告】
・みずきが丘団地、岩根字小山、梅原の一部が断水中
（40～50世帯）。
・水道断水が９カ所中５カ所について作業中。
【産業建設部報告】
・通行止め３カ所。
・各作業を継続する。
・停電地区なし。
【教育部】
・社会教育施設および社会体育施設の被害状況を調査
する。明日以降の学校の対応を進める。

【総務部】
・本宮高校避難所の確認を２班体制で対応中。
【指示事項】
・浜通りからの避難者（荒井公民館17人、稲沢分館３
人）については、今後本宮高校へ案内を指示。

・避難所の避難者名簿の作成を徹底するよう指示。
・本宮二中校舎の関係で本宮一中体育館の避難所を代
替に検討を指示。

・小規模の避難所の規模縮小・統合の検討を指示。
平成23年３月13日 8：25 対策本部 本部指示 避難所配置職員交替指示。女性職員召集。
平成23年３月13日 8：30 対策本部 公共施設復旧協議 建設業組合組合員集合。現場対応協議。

平成23年３月13日 8：30 防災無線広報 相談窓口設置、道
路の陥没注意

・相談窓口設置のお知らせ。「市役所１階ロビー」と
「白沢総合支所」で受付。
・道路の陥没について注意して来るよう呼びかけ。
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３月11日から１週間の災害対策本部の動き
年月日 時　刻 区　分 記録事項 詳　細

平成23年３月13日 8：45 防災無線広報 ガレキ類の受入

・屋根瓦やブロック塀などのガレキ類は、もとみやク
リーンセンターで受入れ。時間は、本日午後５時ま
で。明日は午前８時30分から午後５時まで。月曜以
降は通常搬入時間で受入れ。搬入が困難な場合は、
袋に入れてごみステーションへ。

平成23年３月13日 8：50 原発事故避難 避難者情報 本宮高校で双葉町、富岡町ほか相双地区の避難者を受
け入れ。

平成23年３月13日 9：00 教育委員会 学校長会議 ３月14日、３月15日の各学校、幼稚園、保育所の休校
および休園の決定。

平成23年３月13日 9：00 原発事故避難 避難者情報 浜通りから稲沢分館への避難者３人が６時00分に退去
の連絡。移動先は不明。

平成23年３月13日 9：15 防災無線広報 相談窓口設置、道
路の陥没注意 ８時30分広報内容の再放送。

平成23年３月13日 9：30 原発事故避難 避難者情報 本宮高校への避難者に炊き出し配布。被ばく検査の実
施を広域消防へ依頼。

平成23年３月13日 9：30 防災無線広報 ガレキ類の受入 8：45広報内容の再放送。
平成23年３月13日 9：47 防災無線広報 節水のお願い ・水道水不足、節水協力のお願い。

平成23年３月13日 10：00 対策本部 対応依頼 大型発電機（えぽか、本宮一中、もとみや台送水ポンプ）
の撤去依頼。

平成23年３月13日 10：00 対策本部 本部会議

・９時00分～校長会を開始し、14日、15日休校、休園。
・23日：二中全生徒・保護者対象に説明会開催。
・二中の授業…一中で実施予定（バス送迎）。
・給食…23日から可能か？
・二中体育舘での終業式・入学式…ガラス破損（旧式
のため復旧に時間を要す）…サンライズで実施。

平成23年３月13日 10：30 災害情報 公共施設（建物等）
被災報告

岩根字矢沢川地内県道本宮・熱海線と磐越自動車道の
交差部の法面崩落により県道片側通行措置の連絡を受
ける。

平成23年３月13日 11：00 防災無線広報 相談窓口設置、危
険な場所に注意

相談窓口設置のお知らせ。「市役所１階ロビー」と「白
沢総合支所」で受付。
余震などで地盤が弱くなっているので危険箇所には絶
対に近づかないよう呼びかけ。

平成23年３月13日 11：10 復旧情報 対応状況確認 市内３カ所に配備の大型発電機の撤去完了。

平成23年３月13日 11：15 防災無線広報 相談窓口設置、危
険な場所に注意 11時00分広報内容の再放送。

平成23年３月13日 11：30 消防団 活動状況報告 消防団本宮地区隊第１分団が立石山浄水場および小山
浄水場の原水供給のため各１台出動。

平成23年３月13日 12：00 対策本部 本部会議

・避難者430人：避難所集約へ向け準備…えぽか、荒井、
糠沢へ…今晩説明、明日からの予定。

・14時00分頃目途に、岩根字梅原地区など断水復旧予
定、夕刻には、みずきが丘団地もほぼ復旧予定。

・学校休校関係の広報を、１時間ごとを目安に実施。
・公共施設関係調査実施中、相談窓口100件超。
・指定給油所（ＪＡ、武田産業にて確保）。
・災害救助法適用か？

平成23年３月13日 12：05 県北対策本部 支援申入れ 県北地方振興局内災害対策本部より救援物資の提供の
申し入れあり。

平成23年３月13日 12：15 防災無線広報
学校・幼稚園・保
育所の休み
高校合格発表延期

・3月14日～15日は、市内の小中学校、市立幼稚園、預
かり保育、市立保育所、もとみや幼児の家、放課後
児童クラブは休み。

・電話連絡が困難で学校などからの連絡ができないの
で、放送を聞いた人は、近所に知らせるようお願い。

・3月14日に予定されていた県立高校の合格発表は延
期。今後の発表予定日は未定。

平成23年３月13日 13：00 対策本部 対応依頼
県北地方振興局内災害対策本部に救援物資（おにぎり、
パン、カップ麺、ミネラルウォーター、毛布各600個）
の提供を依頼。

平成23年３月13日 13：00 消防団 活動状況報告 消防団本宮地区隊第１分団が立石山浄水場および小山
浄水場の水道原水供給開始。
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３月11日から１週間の災害対策本部の動き
年月日 時　刻 区　分 記録事項 詳　細

平成23年３月13日 13：30 市民要望 専用電話設置申し
入れ

市民からＮＴＴ回線が利用制限されているため、市民
専用の電話機の設置要望の申し入れ。

平成23年３月13日 13：50 対策本部 支援受入れ 勢州屋より支援物資（精米）の提供の申し入れ。

平成23年３月13日 14：50 市民要望対応 専用電話設置対応 ＮＴＴより市内３カ所（えぽか、本宮高校、荒井公民館）
へ設置の対応の連絡。

平成23年３月13日 15：00 防災無線広報
学校・幼稚園・保
育所の休み
高校合格発表延期

12時15分広報内容の再放送。

平成23年３月13日 15：15 防災無線広報 節水のお願い、危険な場所に注意。

平成23年３月13日 15：20 対策本部 本部会議

・原発関連放射能検査実施個所（男女共生センター、
郡山総体）。

・石神住宅被災者の扱い…他の市営住宅。
・本宮高校避難者対応…教員のみ。
・給水車３台→１台（みずきが丘団地対応）。
・被災カ所：道路10カ所、段差など30カ所、法面崩落
９カ所。

・庁内ネットワーク（財務以外ＯＫ）。
・３月14日：議会現地調査。
・救援物資受け入れ先…えぽかへ統一（社協ボラン
ティアにより対応）。

平成23年３月13日 15：30 防災無線広報 議会会期延期
申告・3歳児健診

・３月９日に開会した議会は、地震に伴い延期。今後
の日程は未定。

・３月14日の「申告受付」と「３歳児健診」は予定通
り実施。

平成23年３月13日 15：45 防災無線広報 節水のお願い。

平成23年３月13日 16：00 防災無線広報 議会会期延期
申告・３歳児健診 15時30分広報内容の再放送。

平成23年３月13日 16：15 防災無線広報
学校・幼稚園・保
育所の休み
高校合格発表延期

12時15分広報内容の再放送。

平成23年３月13日 16：30 防災無線広報 節水のお願い。

平成23年３月13日 17：02 防災無線広報 議会会期延期
申告・３歳児健診 15時30分広報内容の再放送。

平成23年３月13日 17：15 防災無線広報 デイサービス事業
休み

・本宮市老人デイサービスセンターあぶくま荘と白沢
老人福祉センターで実施している「高齢者生きがい
デイサービス事業」は施設の安全点検のため、３月
18日まで休み。

平成23年３月13日 17：30 防災無線広報
学校・幼稚園・保
育所の休み
高校合格発表延期

12時15分広報内容の再放送。

平成23年３月13日 18：00 防災無線広報 節水のお願い。

平成23年３月13日 18：00 対策本部 本部指示 庁内職員召集。避難所配置職員の指名および他職員の
解散の指示。

平成23年３月13日 18：15 防災無線広報
えぽか利用中止、
デイサービス事業
休み

・「えぽか」は災害復旧と施設点検のため、当面利用休
止。明日午後の３歳児健診は予定通り実施。

・本宮市老人デイサービスセンターあぶくま荘と白沢
老人福祉センターで実施している「高齢者生きがい
デイサービス事業」は施設の安全点検のため、３月
18日まで休み。

平成23年３月13日 18：30 防災無線広報
学校・幼稚園・保
育所の休み
高校合格発表延期

12時15分広報内容の再放送。

平成23年３月13日 18：45 防災無線広報 節水のお願い。

平成23年３月13日 19：00 防災無線広報
えぽか利用中止、
デイサービス事業
休み

18時15分広報内容の再放送。

平成23年３月13日 19：15 防災無線広報 節水のお願い

”あ
の
日
を
忘
れ
な
い
“
も
と
み
や
の
記
録

38



３月11日から１週間の災害対策本部の動き
年月日 時　刻 区　分 記録事項 詳　細

平成23年３月13日 19：30 防災無線広報
学校・幼稚園・保
育所の休み
高校合格発表延期

12時15分広報内容の再放送。

平成23年３月13日 20：00 対策本部 本部指示 本部職員一部待機、他職員解散の指示。

平成23年３月13日 20：30 消防団 活動状況報告 消防団本宮地区隊第１分団が立石山浄水場および小山
浄水場の原水供給終了。

平成23年３月14日 6：30 防災無線広報 避難所統合

・本宮地区の避難所は、「えぽか」と「荒井地区公民館」
に統合される。

・利用できなくなる避難所は、「本宮小体育館」「本宮
一中体育館」「総合体育館」「兼谷平集会所」「青田・
仁井田・岩根の各地区公民館」。

平成23年３月14日 8：15 対策本部 本部会議

・相談窓口を相談室へ。
・本日中に、みずきが丘団地断水復旧予定。
・給油（軽油）確保関係…菅野建設ローリーで対応予
定…郡山市方八町コスモ石油。

・デマンド・巡回バス運行。明日以降は未定。
・9：30～正副議長・常任委員会現地視察。
・避難者　本宮地区：120人　白沢地区：20人。

平成23年３月14日 8：50 対策本部 相談窓口 相談受付開始（幼稚園教諭、保育士）。

平成23年３月14日 9：20 県北保健所 支援情報 福島医大の医療チームが県北、県中管内を巡回し診察
を行うことの連絡。

平成23年３月14日 10：30 防災無線広報 ボランティア募集、
危険な場所に注意

・市社会福祉協議会でボランティア募集。家財道具や
落下した屋根瓦の片付けなど協力いただける方は、
えぽか内ボランティアセンターへ。

・余震などで地盤が弱くなっているので危険箇所には
絶対に近づかないよう呼びかけ。

平成23年３月14日 11：00 原発事故情報 避難状況県問合せ 県災害対策本部へ相双地区からの避難状況について問
合せ。

平成23年３月14日 12：00 対策本部 本部会議

・避難所集約、３カ所へ。
・ひとり暮らし世帯調査　18人体制で巡回中（職員・
社協）。
・ボランティア募集中（受付け先、社協）。
・青木食品　3,000食提供依頼。
・雇用促進住宅使用の可否→今日、明日に確認。
・二中復旧対策（仮設校舎など）…・早急に対応方針
を決定すること…業者と打合せ（ＰＭ）。

・白沢保育所法面対策…調査中。
・道水路パトロールで人員不足…増員願いたい。
・庁内電話…24カ所で使用可能に向け作業中。
・15日～18日にかけ、県で原発関連避難所巡回予定。
・市外からの避難者受入は、本宮高校を徹底する。
・デマンド・巡回バス運行。明日は運休。
・原発関連風評被害に惑わされないよう（市長）。

平成23年３月14日 12：50 防災無線広報

ボランティア募集
本日分終了、明日
以降募集

危険な場所に注意

・市社会福祉協議会でボランティア募集は本日分終了。
明日以降再度協力依頼。

・高齢者世帯など、人手が足りず困っている方は、社
会福祉協議会でも相談受付。

・余震などで地盤が弱くなっているので危険個所には
絶対に近づかないよう呼びかけ。

平成23年３月14日 13：00 防災無線広報 施設の利用中止、
危険な場所に注意

・市内施設一部利用停止。利用できない施設は、「中央
公民館」「サンライズもとみや」「歴史民俗資料館」
「えぽか」。「本宮市老人デイサービスセンターあぶく
ま荘」と「白沢老人福祉センター」は３月18日まで
休み。「高齢者生きがいデイサービス事業」も休み。
・余震などで地盤が弱くなっているので危険個所には
絶対に近づかないよう呼びかけ。

平成23年３月14日 13：45 防災無線広報 相談窓口の設置、
避難所のお知らせ

・相談窓口設置のお知らせ。「市役所」と「白沢総合支
所」で受付。

・本日も継続している避難所は「えぽか」「荒井地区公
民館」「白沢公民館糠沢分館」。
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３月11日から１週間の災害対策本部の動き
年月日 時　刻 区　分 記録事項 詳　細

平成23年３月14日 14：05 防災無線広報 公共交通の運休の
お知らせ

・「イクタンタクシー」「市街地巡回バス」「市営バス」
「広域生活バス」「通勤・通学バス」は明日３月15日
から当分運休。今日は運行している。

平成23年３月14日 14：10 民間人・企業 支援申入れ ニトリ（東京本社お客様相談室）から毛布およびカセッ
トコンロの提供の申し入れ。

平成23年３月14日 14：15 防災無線広報 高校休校のお知らせ
・本宮高校、安達高校、二本松工業高校は、３月17日
まで休校。３月18日は終業式を行う。登校時間は各
学校の通常の登校時間。

平成23年３月14日 14：20 対策本部 支援受入れ ニトリ（東京本社お客様相談室）より毛布500枚および
カセットコンロ200台の支援受入れを回答。

平成23年３月14日 14：30 防災無線広報
ボランティア募集
本日分終了、明日
以降募集

・市社会福祉協議会でボランティア募集は本日分終了。
明日以降再度協力依頼。

・高齢者世帯など、人手が足りず困っている方は、社
会福祉協議会でも相談受付。

・余震などで地盤が弱くなっているので危険箇所には
絶対に近づかないよう呼びかけ。

平成23年３月14日 15：00 防災無線広報 施設の利用中止、
危険な場所に注意

・市内施設利用停止。利用できない施設は、「えぽか」、
「文化施設すべて」「スポーツ施設すべて」「老人憩の
家」「白沢老人福祉センター」「荒井、岩根高齢者ふ
れあいプラザ」「中高齢勤労者福祉センター」。
・余震などで地盤が弱くなっているので危険箇所には
絶対に近づかないよう呼びかけ。

平成23年３月14日 15：30 防災無線広報 相談窓口の設置、
避難所のお知らせ

・相談窓口設置のお知らせ。「市役所」と「白沢総合支
所」で受付。

・本日も継続している避難所は「えぽか」「荒井地区公
民館」「白沢公民館糠沢分館」。

平成23年３月14日 16：00 防災無線広報 公共交通の運休の
お知らせ

・「イクタンタクシー」「市街地巡回バス」「市営バス」
「広域生活バス」「通勤・通学バス」は明日３月15日
から当分運休。今日は運行している。

平成23年３月14日 16：30 防災無線広報 高校休校のお知らせ 14時15分広報内容の再放送。

平成23年３月14日 17：00 対策本部 本部会議

・ひとり暮らし世帯調査…民生員への調査依頼終了。
・給油（軽油）確保関係…宇佐美、コーナン、ＪＡ、
あだたらＳＡで対応可。

・本宮高校避難者対応…今後も１カ所で対応継続。
・断水地域の復旧完了…その他被災箇所25カ所／29カ
所で復旧。

・ブルーシート…柳屋、さんさんで購入可…仕入れ（イ
ワキ）。
・高校合格発表…３月16日に発表→無線で周知。
・白沢保育所法面対策…現在の施設で開園。
・二中仮校舎→明日、行程など報告。
・通園・通学バス…燃料確保が難しい。
・二中から一中への生徒移送…燃料の関係で運行が難
しい…バスは確保済。

・青木食品より生めん7,600食、乾麺400袋、アサヒビー
ル　飲料水10,000本の提供あり。

・デマンド・巡回バス　３月15日から運休…無線で周
知。

・現場復旧重機用燃料（軽油）…１Kℓ確保…どのく
らい持つかは不明。

・一般家庭調査108件　311件／359件（累計）。
・普通財産法面（崩落など）３件。
・都市公園…使用中止。
・白沢地区相談件数16件、糠沢地区避難者18人。
・風評被害の除去、情報の共有を図ること（市長）。
・通学用バスなどは、災害用扱いにすること（市長）。
・アサヒビール給水関係…早急に復旧を図る（副市長）。
・当日の動きを把握すること（副市長）。

平成23年３月14日 17：02 防災無線広報 高校合格発延期の
お知らせ

・延期になっていた県立高校の合格発表は、中通り地
方の高校については３月16日の正午以降となる。

平成23年３月14日 18：00 防災無線広報 本宮二中保護者会
のお知らせ

・本宮二中１・２年の保護者を対象に、３月16日午後
７時から荒井体育館で保護者会を開催する。
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３月11日から１週間の災害対策本部の動き
年月日 時　刻 区　分 記録事項 詳　細

平成23年３月14日 18：40 県北対策本部
本宮高校避難者の
被ばくのスクリー
ニング実施

【県北地方振興局長より副市長へ連絡】
原発地域からの避難者の被ばく検査は３月15日から４
日間の予定で実施。降雨による放射能の影響について
は国との関係がある。事態の変化があれば市に連絡す
る。

平成23年３月14日 19：00 対策本部 本部指示 本部、企業局を除き解散の指示。

平成23年３月14日 20：00 防災無線広報 本宮二中保護者会
のお知らせ 18時00分放送内容の再放送。

平成23年３月15日 8：30 対策本部 本部会議

・知事メッセージの取扱…本宮高校避難所へ。
・土のう袋配布…必要な世帯へ30枚配布（市役所、支
所で配布）。
・相談窓口　罹災証明受付…現地調査≒200件。
・水道被災個所　４カ所復旧工事実施。
・下水道施設現地調査。
・９時00分校長会…今後の対応。
・ブルーシート購入可を周知。
・職員の休憩確保、ヘルメット着用の徹底を周知。
・アサヒビール給水（生活用水）関係…早急に給水車
を配置。

平成23年３月15日 8：30 防災無線広報 ブルーシート販売
のお知らせ

・屋根の補修のための「ブルーシート」を万世の「農
家の店さんさん」中條の「白岩屋商店」で午前９時
～午後３時、万世の「柳屋」で午前９時～午後６時
まで販売。なくなり次第終了。

平成23年３月15日 9：30 防災無線広報
土のう袋配付、ブ
ルーシート販売の
お知らせ

・土のう袋配布のお知らせ。配布場所は「市役所」「白
沢総合支所」。開始時刻は本日午前10時から。

・屋根の補修のための「ブルーシート」を万世の「農
家の店さんさん」中條の「白岩屋商店」で午前９時
～午後３時、万世の「柳屋」で午前９時～午後６時
まで販売。なくなり次第終了。

平成23年３月15日 9：55 対策本部 本部指示 原発事故に関する情報が出されていないことと外出を
控えることの防災無線による広報を指示。

平成23年３月15日 10：00 対策本部 対応状況確認 【副市長が郡山市副市長へ確認】
原発事故について郡山市の対応などについて協議確認。

平成23年３月15日 10：00 原発事故避難 県対策本部確認 県災害対策本部へ原発事故の連携対応を行っていくこ
とを確認。

平成23年３月15日 10：10 対策本部 本部会議
・原発関連情報などについて…過剰に反応しないこと、
服装の徹底を再確認…現場職員を一旦戻し再周知する。

・福島県・郡山市：通常とおり現場活動実施中（副市長）。
・大玉村：17日まで休校。

平成23年３月15日 10：15 防災無線広報 市広報 原発事故に関して国県から広報されておらず情報が錯
綜している。

平成23年３月15日 10：45 防災無線広報 市広報 10時15分広報内容の再放送。

平成23年３月15日 11：00 原発事故情報 TV報道 国が原発事故に対し第１原発から20～30Kmの範囲の
住民について屋内退避を求めるテレビ報道。

平成23年３月15日 11：25 民間人・企業 対応状況確認 ノジリでコピー用トナー、各消耗品類を確保およびコ
ピー機トラブルなどにいつでも対応可の連絡。

平成23年３月15日 11：25 対策本部 対応協議 三役（市長、副市長、教育長）が小中学校の休校など
の対応について協議。

平成23年３月15日 11：35 防災無線広報 原発事故に関する
広報

国の指示は20～30kmの範囲の住民の屋内退避としてい
るが本宮市は45～60kｍの範囲、念のため不要な外出
は控えること。

平成23年３月15日 11：45 防災無線広報 原発事故に関する
広報 11時35分広報内容の再放送。

平成23年３月15日 11：55 原発事故情報 TV報道 NHK報道。水道、井戸水、野菜などは自治体の指示が
あるまで食さないこと。

平成23年３月15日 12：00 対策本部 対応協議 市三役（市長、副市長、教育長）において幼保、小中
学校などを当面休校とすることを協議確認。

平成23年３月15日 12：15 防災無線広報 原発事故に関する
広報 11時35分広報内容の再放送。
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３月11日から１週間の災害対策本部の動き
年月日 時　刻 区　分 記録事項 詳　細

平成23年３月15日 12：45 防災無線広報 原発事故に関する
広報 11時35分広報内容の再放送。

平成23年３月15日 13：15 防災無線広報 原発事故に関する
広報 11時35分広報内容の再放送。

平成23年３月15日 13：25 対策本部 その他 佐藤前市長来庁。市長と面談。

平成23年３月15日 13：25 原発事故情報 TV局問い合わせ 三春町で安定ヨウ素剤を住民に配布している。本宮市
の対応についての問い合わせ。

平成23年３月15日 13：45 防災無線広報 原発事故に関する
広報 11時35分広報内容の再放送。

平成23年３月15日 13：50 対策本部 対応協議
市長、総務部長、産業建設部長において職員の現場対
応は16時00分終了、降雨時は16時前でも終了について
協議確認。

平成23年３月15日 14：05 防災無線広報 休園･休校情報

・市内小中学校幼稚園は、３月18日まで休み。公立幼
稚園の卒園式は延期。

・保育所、預かり保育、放課後児童クラブ、もとみや
幼児の家、光明保育園、どんぐり保育園は、３月19
日まで休み。

・本宮幼稚園はこのまま春休み。
・本宮二中保護者説明会延期。
・放送を聞いた人は、近所に周知するよう依頼。

平成23年３月15日 14：45 防災無線広報 休園･休校情報 14時05分広報内容の再放送。
平成23年３月15日 15：07 対策本部 その他 岩城光英参議院議員より激励の電話。
平成23年３月15日 15：15 防災無線広報 休園･休校情報 14時05分広報内容の再放送。
平成23年３月15日 15：15 民間人・企業 支援申入れ パナソニックより救援物資提供の申し入れ（電話）。

平成23年３月15日 15：45 防災無線広報 原発事故に関する
広報 11時35分広報内容の再放送。

平成23年３月15日 16：15 防災無線広報 市広報
市内の社会教育施設（公民館、スポーツ・文化など）
および福祉関係施設（ふれあいプラザ、憩の家など）
の利用中止および事業中止について防災無線にて広報。

平成23年３月15日 16：30 対策本部 本部会議

・土のう袋4,000袋配布済み。
・避難所の集約に向け検討…えぽか84人/荒井９人/糠
沢18人。

・給油関係…JA（無し）/コーナン（現金払い）…近
隣の県指定災害供給SS（二本松１/郡山市図景、横塚、
八山田）。

・もとみや台52世帯でガス供給不可…16日に復旧予定。
・ブルーシート関係（白岩屋、さんさん…完売/柳屋…
240枚残）。

・アサヒビール給水関係…給水車　2ｔ×3台　タンク
500ℓ×2コ/専用配水管復旧は18日以降の予定。

・学校関係…今週中休校、休園。
・二中保護者説明会は中止。
・16日：議会日程など再協議。
・復旧作業…雨により一時中断。
・公共施設点検取りまとめ中…16日に報告。
・マスク配布。
・集中管理車…カギ返却の徹底。
・３階大会議室、控室修繕完了。
・必要経費…予備費で対応…概算額を16日夕刻まで取
りまとめ。

平成23年３月15日 16：45 防災無線広報 公共施設・公共交通
平成23年３月15日 17：30 避難所 避難所情報 糠沢分館避難所をえぽかに統合。
平成23年３月15日 18：45 防災無線広報 高校受験関係情報。
平成23年３月15日 19：00 防災無線広報 原発事故に関する。
平成23年３月15日 19：15 防災無線広報 高校受験関係情報。

平成23年３月15日 21：00 民間人・企業 支援申入れ 市民の方から幼児服提供の申し入れ。→対応できない
と丁重にお断りした。

平成23年３月16日 7：00 防災無線広報 小中学校・公立幼稚園休校・休園のお知らせ。
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３月11日から１週間の災害対策本部の動き
年月日 時　刻 区　分 記録事項 詳　細

平成23年３月16日 8：25 対策本部 本部会議

・土のう袋配布継続。
・避難所…３カ所へ集約済み（えぽか、荒井公民館、
本宮高校）。
・給油所…宇佐美　　県指定…別途交渉。
・仮復旧工事は継続実施。
・午後、高校合格発表（一中、白中、荒公）。
・避難所の今後の対応を次回の本部会まで方向性検討
…えぽか、荒井地区公民館（市営住宅移動策など）/
本宮高校（長期化に備え）…炊き出しのメニューな
ど含。

・罹災証明の対応…相談時にある程度の申請あり…今
後の対応について別途周知。

・職員の給油対策…再度検討。
・原発関連…大気状況は変わっていない。冷静な生活、
行動を取るよう防災無線で周知すること。（市長）

平成23年３月16日 8：38 県対策本部
（対策課） 支援情報

県医大医療チームが被ばく者のスクリーニングのため
県内を巡回する。10時00分ごろ本宮高校に到着し作業
の連絡。

平成23年３月16日 9：30 防災無線広報 高校受験関係情報 高校合格発表および受験生の集合場所について。
平成23年３月16日 9：45 防災無線広報 原発事故に関する ３月15日、11時35分広報内容の再放送。
平成23年３月16日 9：55 ＮＴＴ 支援情報 本宮高校に無料特設電話を設置予定の連絡。
平成23年３月16日 10：00 防災無線広報 市広報 粉ミルクおよび紙おむつの支援（寄附）について。
平成23年３月16日 10：15 防災無線広報 市広報 土のう袋の配布およびブルーシート保有店について。
平成23年３月16日 10：30 防災無線広報 高校受験関係情報 高校合格発表および受験生の集合場所について。

平成23年３月16日 11：00 防災無線広報 原発事故に関する
市広報 ３月15日11時35分広報内容の再放送。

平成23年３月16日 12：30 防災無線広報
小中学校・公立幼
稚園休校・休園の
お知らせ

・市内小中学校幼稚園は、３月18日まで休み。公立幼
稚園の卒園式は延期。

・保育所、預かり保育、放課後児童クラブ、もとみや
幼児の家、光明保育園、どんぐり保育園は、３月19
日まで休み。

・本宮幼稚園はこのまま春休み。
・本宮二中保護者説明会延期。

平成23年３月16日 12：45 原発事故避難
本宮高校避難者の
被ばくのスクリー
ニング実施

被ばくのスクリーニング実施の連絡を受ける（本宮高
校学校長）。

平成23年３月16日 13：00 防災無線広報 ゴミ収集について ３月19日までは通常どおり。来週以降はあらためて周知。

平成23年３月16日 13：45 断水情報 水道管復旧工事断
水開始

本宮字南町裡地内にて水道管の復旧工事により15時30
分まで断水（企業局）。

平成23年３月16日 14：00 防災無線広報 市広報 粉ミルクおよび紙おむつの支援（寄附）について。土
のう袋の配布およびブルーシート保有店について。

平成23年３月16日 14：00 対策本部 本部会議

・原発関連の問合せが多くなってきている。
・本宮高校でスクリーニング開始…結果は、把握して
いない。

・郡山市…復旧作業中止。
・水道関連…取水口（郡山市熱海町の日影沢堰）にて
岩石除去の必要。

・郡山市熱海町高玉鉱山から土砂流失。
・白沢地区復旧作業…76カ所中≒50％完了。
・高校合格発表、合格通知配布（～15：00）。
・朝日新聞より本宮高校の避難者名簿の提供依頼あり。
・職員の給油対策…残１日～２日の者、28人…対策未
決。

・罹災証明判断方法などについて協議（一部損壊の扱
いなど）。

・災害見舞金の取扱、新たな融資制度、利子補給制度
などを検討…未決…市長と別途協議。

・燃料供給体制の確保について、市長名で関係機関へ
要望書を提出する。

・原発関連に話題がいっているが、大きな地震がくる
可能性はまだある。今後も気を引き締めて対応する
こと（市長）。
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３月11日から１週間の災害対策本部の動き
年月日 時　刻 区　分 記録事項 詳　細

平成23年３月16日 15：00 防災無線広報 原発事故に関する
市広報 ３月15日、11時35分広報内容の再放送。

平成23年３月16日 15：00 原発事故避難 グループホーム双葉
入所者避難の連絡

グループホーム双葉から避難の31人が有寿園に避難の
連絡。

平成23年３月16日 15：45 断水情報 漏水工事断水終了 本宮字南町裡地内漏水工事完了、断水解除。

平成23年３月16日 16：00 防災無線広報 公共施設・公共交通
・公共施設は当分の間利用中止、予定されていた事業
も中止。

・「イクタンタクシー」「市街地巡回バス」「市営バス」
「広域生活バス」「通勤・通学バス」当分の間運休。

平成23年３月16日 16：40 原発事故避難
本宮高校避難者の
被ばくのスクリー
ニング終了

被ばくのスクリーニング終了の連絡。結果、除染作業
必要な避難者なし、高数値によりジャージ預かり、ズ
ボン裾切断各１名。

平成23年３月16日 17：00 対策本部 部長会議

・本宮高校スクリーニング検査…汚染者なし…一部衣
類に付着（持ち帰り）。

・有寿園に31人避難（グループホーム双葉より）…炊
き出し支援。

・県内各地の放射線量報告。
・夜間の本庁待機者…支所職員を含めローテーション
・18日議運…23日～28日で開催。
・職員の給油関係…２時間の義務免で各自給油（２時
間で不足の場合、年次）。
・一般質問（予算編成方針）に関する答弁…17日夕刻
まで。

・避難所体制…17日から各部数名指定により実施。

平成23年３月16日 17：05 防災無線広報 原発事故に関する
市広報 ３月15日、11時35分広報内容の再放送。

平成23年３月16日 17：20 支援依頼要請 南相馬市からの燃
料確保協力要請 市長にＪＡへの給油対応の要請を受ける。

平成23年３月16日 18：00 防災無線広報 ゴミ収集について ３月19日までは通常どおり。来週以降はあらためて周知。

平成23年３月16日 23：25 災害情報 三ツ森池決壊の危
険

大玉土地改良区より三ツ森池が決壊の危険あり、熱海
地区の住民が避難。

平成23年３月17日 7：00 防災無線広報 小中学校・公立幼稚園休校・休園のお知らせ。

平成23年3月17日 8：20 対策本部 本部会議

・ひとり暮らし世帯調査終了…ボランティアによる片
付けなど実施中。

・二中対応…17日に打合せ実施。
・下水道管路（農集排含む）の被害調査実施。
・支所…夜間閉鎖…待機は本庁。
・ブルーシート残30枚（柳屋）。
・公共施設、税減免調査。・避難者への入浴サービスを
実施（荒井、岩根ふれあいプラザ、憩の家の３カ所）
…３月18日、19日、20日。
・ヨウ素安定剤配布の確保。
・報告などは、「悪いこと」、「心配されること」などの
情報を中心にお願いしたい（市長）。

平成23年３月17日 8：30 防災無線広報 巡回バスなど運休
情報

・公共施設は当分の間利用中止、予定されていた事業
も中止。

・「イクタンタクシー」「市街地巡回バス」「市営バス」
「広域生活バス」「通勤・通学バス」当分の間運休。
・図書館、図書室の本は開館後に返却依頼。

平成23年３月17日 9：30 防災無線広報 巡回バスなど運休
情報 ８時30分広報内容の再放送。

平成23年３月17日 10：00 防災無線広報 ごみ収集情報 ごみ収集の実施について。

平成23年３月17日 10：10 対応・支援要請
（対応経過） 燃料確保要請 副市長が県北地方振興局長を訪問

本宮市の被害状況報告および燃料確保の要請（電話）。
平成23年３月17日 10：15 原発事故避難 避難所慰問 市長が本宮高校避難所を慰問。

平成23年３月17日 10：30 防災無線広報 本宮高校対応情報 本宮高校の終業式が中止、新入生オリエンテーション
および離任式の延期について。

平成23年３月17日 11：15 対応・支援要請
（対応経過） 燃料確保要請 市長が根本匠元衆議院議員へ燃料確保の要請。
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３月11日から１週間の災害対策本部の動き
年月日 時　刻 区　分 記録事項 詳　細

平成23年３月17日 11：20 防災無線広報 被災相談情報 被災相談の実施について。

平成23年３月17日 11：40 断水情報 水道管復旧工事断
水開始

荒井字三本松および岩根字苗代田地内の水道管復旧工
事により13時00分～16時00分の間断水（企業局）。

平成23年３月17日 11：45 対応要請 市内放射能測定要請 県北災害対策本部（総括西村氏）に市内の放射能値の
測定を要請（生活福祉部長）。

平成23年３月17日 11：40 断水情報 水道管復旧工事断
水開始

荒井字三本松および岩根字苗代田地内の水道管復旧工
事により13時00分～16時00分の間断水（企業局）。

平成23年３月17日 12：00 対応・支援要請
（対応経過） 燃料確保要請 市長から県選出の国会議員に対し燃料の早期確保の支

援を要請。

平成23年３月17日 12：30 防災無線広報
小中学校・公立幼
稚園休校・休園の
お知らせ

・市内のすべての小中学校幼稚園は３月18日まで
　休校・休園。
・市内すべての公立私立保育所、預かり保育、児童ク
ラブは３月19日までお休み。

・本宮幼稚園はこのまま春休み、卒園式は中止。

平成23年３月17日 13：00 市民生活情報 本宮高校対応情報 10時30分広報内容の再放送およびFMモットコムでの
市情報の随時放送の案内。

平成23年３月17日 13：30 災害情報 民間施設被災情報 高玉鉱山の被災情報について説明を受け確認（市長）。
平成23年３月17日 13：30 防災無線広報 本宮高校対応情報 ３月17日　10時30分広報内容の再放送。

平成23年３月17日 14：10 対応要請 市内放射能測定要請 県北災害対策本部（総括西村氏）に市内の放射能値の
測定を再度要請（生福部長）。

平成23年３月17日 14：30 防災無線広報 原発事故に関する
市広報

郡山市における放射能測定値（毎時2.96マイクロシー
ベルト）について。

平成23年３月17日 14：40 民間人・企業 支援申入れ 日立国際電気より移動型無線機（緊急貸与品）の貸与
支援。無線機10台、充電器10台、予備バッテリー15個。

平成23年３月17日 15：00 防災無線広報 食品寄附ボラン
ティア募集情報

味噌汁具材や調味料の寄附および調理ボランティアを
社会福祉協議会で受付ている。

平成23年３月17日 16：00 断水情報 漏水工事断水終了 荒井字三本松地内の漏水工事完了、断水解除。

平成23年３月17日 16：00 防災無線広報 食品寄附ボラン
ティア募集情報 15時00分広報内容の再放送。

平成23年３月17日 16：15 断水情報 漏水工事断水終了 岩根字苗代田地内の漏水工事完了、断水解除。

平成23年３月17日 16：15 対策本部 本部会議

・18日～20日：避難者入浴サービスを実施（避難者へ
周知済）。

・安定ヨウ素剤…県に申込み→危険度に応じ配布する
とのこと。

・環境放射能測定値（郡山市）について報告。
・仮復旧、シート養生…計画どおり実施中。
・二中関係協議継続中…方針など決定次第市長へ報告。
・郡山市熱海町の高玉鉱山…第一次仮復旧終了。
・義援金口座を開設予定（18日）。
・燃料関係供給要望実施（市内組合など）。
・４月１日付人事異動…５月１日を目途に実施（新採、
幼稚園、保育所は４月１日付）。
・本部会終了後、18日以降の職員体制について協議…
18日に再協議。

平成23年３月17日 17：15 対策本部 本部指示 夜間対応の職員を残し解散指示。

平成23年３月17日 17：30 原発事故情報 原発事故に関する
市広報

郡山市における放射能測定値（毎時2.98マイクロシー
ベルト）について。

平成23年３月17日 18：00 市民生活情報 本宮高校対応情報 ３月17日　10時30分広報内容の再放送。
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日本では、起こらないはずの事故が起
こってしまいました。東京電力福島第一
原子力発電所の放射能漏れ事故です。
その後、私たちの生活を一変させる事
故はなぜ起きたのでしょうか。

福島第一原発に押し寄せる津波（東京電力提供）

福島第一原子力発電所は、地震により安全を確保するための仕組みが作動し、緊急停止したとい
われています。
また、地震により鉄塔が倒れるなどして福島第一原発への送電が停止し、東北電力からの予備送
電もケーブルの不具合のため受電することができず、全ての外部電源を喪失しました。その後、３
月11日午後３時27分頃に津波の第一波が押し寄せ、その後も断続的に津波が押し寄せ、敷地内は浸
水しました。これにより、全電源を奪われ、原子炉を冷却するための仕組みがなくなってしまいま
した。

地震により敷地内も被害を受けた

爆発前の４号機の様子

津 波 の 襲 来

施設内道路の被害

施
設
内
の
被
害

建
屋
内
の
被
害
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■事故発生まで

３月11日 20時50分頃 福島県が２km圏内の住民に避難を呼びかける
 21時23分 政府が避難区域を３km圏内に広げる
 21時50分 １号機原子炉建屋の放射線レベルが上昇
３月12日 ５時14分 避難区域が10kmに拡大
 15時36分 １号機原子炉建屋が水素ガス爆発
 18時25分 避難区域が20kmに拡大
 19時04分 １号機へ消防自動車による海水注入開始
３月13日 ８時41分 ３号機のベントに成功、格納容器の圧力が低下する
３月14日 11時01分 ３号機原子炉建屋が水素ガス爆発
 16時30分 ３号機原子炉への海水注入開始
３月15日 ６時00分頃 ４号機原子炉建屋が水素ガス爆発
 ７時20分～11時25分の間 ２号機格納容器が破損

　※ ２号機原子炉建屋は爆発を免れた。しかし、福島第一原発から放出された放射能のうち、２号機原子炉から
の放出量がかなりの部分を占めているという。

（上４枚の写真は、いずれも東京電力提供）
写真左上：事故後の１号機から４号機の様子。手前の１号機は水素爆発で建屋上部が吹き飛び鉄骨がむき出しに。

（平成23年３月16日撮影）
写真右上：３号機を上空から撮影したもの。白煙が立ち上っている。（平成23年３月16日撮影）
写真左下：４号機、注水車から放水している様子。（平成23年３月22日撮影）
写真右下：３号機の中央制御室の様子。（平成23年３月23日撮影）
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■なぜ事故は起きたか？
東京電力福島原子力発電所事故調査委員会（国会事故調）の報告書によると、事故

の直接的原因は、地震および津波という自然現象ですが、「安全上重要な機器の地震に
よる損傷はないとは確定的に言えない」とし、事前に安全対策を意図的に構じなかっ
た東京電力とそれを黙認してきた規制当局である保安院について、その関係が逆転し
ていたことによる「監視・監督機能の崩壊」のためのあきらかな「人災」であること
を報告しています。
また、国会事故調は「事故の進展、または被害を最小化できなかった」最大の原因

は「官邸、規制当局を含めた危機管理体制が機能せず、緊急時対応において事業者の
責任、政府の責任の境界が曖昧であった」ことをあげています。

文部科学省による福島県西部の航空機モニタリングの測定結果について
（福島県内の地表面から１m高さの空間線量率）
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線量計の入手が課題に
東京電力福島第一原子力発電所の放射能漏れ事故は、私たちに大きな不安を与えました。市
では地震被害の対策に追われる一方で、放射能対策という今までに経験のない対策を迫られま
した。市では線量計の導入を決定しましたが、調達まで２週間程度を要しました。
この間、３月17日に福島県が測定した本宮市役所の空間線量は、毎時10.10マイクロシーベ

ルトを記録、その後徐々に数値は下がり、４月11日には1.32マイクロシーベルトとなりました。
３月29日からは、市で導入した線量計で測定を開始しました。

右は、平成23年3月29日から市独自の測定に使用して
いた測定器（米国RAEsystem社製NeutronRAEⅡ）。
左は、主に町内会・行政区や個人の貸出し用として使用
していた線量計（堀場製作所製Radi PA-1000）

平成23年３月17日から福島県が測定に使用していたシ
ンチレーションサーベイメーター

写真上： 平成23年6月に個人貸出し用に用意された測定
器（米国POLIMASTER社製PM1703M）

写真下： 平成23年9月から導入した高精度のヨウ化ナト
リウムシンチレーション測定器（米国Thermo
社製RADEYE PRD）

線量計の貸出し
市では、放射線に対する市民の皆さんの不
安は、国が「安全」を広報しても、決して「安
心」に至ることができない状況にあったこと
から、平成23年６月13日から、町内会・行政
区とＰＴＡを対象に線量計の貸出しを開始し
ました。
また、同６月20日からは市民の皆さんを対
象として線量計の貸出しを行いました。
市では、線量計貸出しにより、市民の皆さ
んのご協力を得て、市内全域の詳細な線量を
計測できたことから、線量マップを作成・公
表することができました。
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2011年３月17日から2013年11月20日までの線量の推移

”あ
の
日
を
忘
れ
な
い
“
も
と
み
や
の
記
録

50



2011年３月17日から2013年11月20日までの線量の推移
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2011年３月17日から2013年11月20日までの線量の推移
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2011年３月17日から2013年11月20日までの線量の推移

か
つ
て
な
い
事
故
の
対
応 

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

53



平成25年11月17日

平成25年10月17日

平成25年９月17日

平成25年８月17日

平成25年７月17日

平成25年６月17日

平成25年５月17日

平成25年４月17日

平成25年３月17日

平成25年２月17日

平成25年１月17日

平成24年12月17日

平成24年11月17日

平成24年10月17日

平成24年９月17日

平成24年８月17日

平成24年７月17日

平成24年６月17日

平成24年５月17日

平成24年４月17日

平成24年３月17日

平成24年２月17日

平成24年１月17日

平成23年12月17日

平成23年11月17日

平成23年10月17日

平成23年９月17日

平成23年８月17日

平成23年７月17日

平成23年６月17日

平成23年５月17日

平成23年４月17日

平成23年３月17日
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目に見えない放射能との戦い
東京電力福島第１原子力発電所の事故により、県内の広範囲にわたり放射性物質を飛散させ
ました。市では子どもたちの生活空間の線量を下げるため、平成23年５月11日から学校等の除
染に着手し、同年８月８日からは公園や各地区の運動場などの除染作業をいち早く実施しまし
た。
当時は、表土を集めて地上保管するか天地返しで表層と深層を入れ替えるという除染手法が
主でしたが、本宮市では県内で初めて表土を３センチから5センチ削り取り、ブルーシートな
どで被い地下に埋設する除染方法を導入しました。
これは、後に本宮市放射線健康リスク管理アドバイザーに就任していただいた野口邦和日本
大学専任講師（当時、現同大学准教授）のアドバイスを受けて導入したもので、線量を確実に
下げるとともに、後々の汚染土運搬に有効な施工方法です。

（写 真 右） 和田小学校の除染の様子。ロードスイーパーで
校庭の表土をかき集める

（写真左上） 除染前後の線量を把握するため測定を行いまし
た

（写真左下） 学校の表土除去についてマスコミのインタビュー
を受ける高松市長

（写真上２枚）みずいろ公園のベンチとインターロッキングを高圧洗浄する作業員
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写真左は本宮字兼谷平地内の公園、写真右は糠沢字光が丘地内の公園の除染作業の様子。それぞれ重機と手作業に
より表土を除去して地下に埋設しました

町内会・行政区の皆さん、線量低減化（除染）に取り組む
市では、道路など生活空間の子どもたちの外部被ばくをなるべく少なくするため、福島県の
補助金を活用して、町内会・行政区の皆さんに線量低減化事業に取り組んでいただきました。
線量低減化の課題は、線量低減化一時保管場所の確保でした。一時保管場所は各町内会・行
政区に確保していただき、市が定期的に測定・管理することとなりました。
平成23年度は57団体、平成24年度は25団体の町内会・行政区の皆さんが事業を実施し、路面
を高圧洗浄し、側溝や枡に堆積した土砂などを撤去しました。

（写真上右） 高圧洗浄機を使用して道路の除染作業を行
う本宮12区町内会の皆さん

（写真上左） 線量低減化事業により発生した土砂を一時
保管場所に埋設する羽瀬石町内会の皆さん

（写真下左） 枡の堆積物を除去し、土のうに詰める糠沢
６区の皆さん
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不安解消のため、住宅除染に着手
市では、東日本大震災からの復興にあたって、本宮市総合計画を補完する「本宮市震災・原
子力災害復興計画【第１版】」および「本宮市除染計画【第１版】を平成23年12月に策定しま
した。また、平成24年３月には「本宮市除染計画【第２版】」を策定し、地域の優先順位を空
間線量率の詳細調査および幼児、小中学生の個人線量計（ガラスバッジ）の結果に基づき明確
にし、その後の除染作業方針を定めました。
平成24年３月には個人住宅のモデル除染を実施し、課題等を検証したうえで、同年９月に和
田地区から本格的に住宅除染に着手しました。
住宅除染の課題は仮置き場の設置でしたが、地域の皆さんの理解を得られる場所を選定する
ために時間を要したことから和田地区、長屋地区では仮置き場が完成するまで、住宅除染で発
生した土砂などを詰めたフレコンバッグを各戸の敷地などに一時保管することとなりました。

（右）和田字苦木沢地内で住宅モデル除染を実施した（平成24年３月９日撮影）
（左）和田地区の住宅モデル除染で、雨樋の拭き取りを行う作業員（平成24年３月９日撮影）

和田地区の住宅除染作業で
発生した土砂の入ったフレ
コンバッグは、仮置き場完
成まで一時保管された

（右）和田地区の住宅除染の様子。小型の重機や手作業により表土を削りとりました（平成24年９月28日撮影）
（左）住宅除染の様子を視察する高松市長。雨樋の拭き取り作業のため、足場が組まれた住宅（平成24年10月３日撮影）
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上空から見た和田地区の仮置き場（平成25年10月18日撮影）

フレコンバッグ搬入している和田地区仮置き場
（平成25年９月３日撮影）

造成工事を進めている長屋地区仮置き場（平成25年８月５日撮影）
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写真上： 平成23年11月に白沢総合支所内に開設された
自家用農産物の測定所。平成24年３月からは
白沢老人福祉センター内に移動しました

写真下： 平成24年４月に開設された放射能除染・モニ
タリングセンターでの検査の様子を視察する高
松市長（左）

写真上： 文部科学省が設置した可搬型モニタリングポス
ト。平成24年４月28日から測定を開始した

写真下： 各地区の公民館などに設置されたリアルタイム
線量計

文科省が測定を開始

原発事故後、市内の放射線量は、いくつか
の携帯型の線量計により測定していました。
しかし機種ごとに測定値が異なり、他市町と
の比較検証が困難な状況であることから、平
成23年８月８日からは、福島県から精度の高
い可搬型モニタリングポストを借用し、本宮
市役所の線量を測定することになりました。
平成24年４月28日からは、文部科学省が小
中学校はじめ地区公民館など市内47カ所に可
搬型モニタリングポストまたはリアルタイム
線量計を設置し、文部科学省のホームページ
（現在は原子力規制委員会のホームページ）で
公開しています。

自家用農産物の測定で安心を
市では、市民の皆さんの安全・安心のため、
自家用農産物の放射性物質検出器を導入し、
平成23年11月７日に白沢総合支所敷地内に測
定所を開設、市民の皆さんがつくった農作物
の測定を開始しました。
その後、平成24年４月10日には、放射能除
染・モニタリングセンターを開設し、測定体
制を整備しました。
また、平成24年７月20日からは、新たに荒
井地区公民館内に測定所を開設し、市内３カ
所の測定体制を整えました。

自家用農産物測定結
果は、広報もとみや号
外や市のホームページ
などで随時お知らせ
し、野生のきのこやコ
シアブラなど自生して
いる山菜類は、放射性
物質の値が高い傾向が
あることがわかりまし
た。
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放射性物質拡散による農業への影響
東京電力福島第一原発事故発生後、３月23日に福島県産の野菜から放射性物質が検出された
との発表がありました。これ以後、牛乳、原木しいたけ、タケノコ、牛肉など、次々と農産物
から暫定規制値（500ベクレル/kg）を超える放射性物質が検出され、国から出荷や摂取の制
限が指示されました。これにより本宮市を含む福島県の農産物は、「福島県産」「本宮市産」と
いうだけで、市場、消費者から敬遠される事態となったのです。

水稲の作付けと全量全袋検査
放射性物質の影響は本宮市の基幹作物であ
る水稲にも及びました。平成23年の水稲作付
けは土壌分析の結果で判断されることになり、
本宮市では全ての調査地点で基準値を下回っ
たことから作付けが可能となりました。
しかし、収穫期を迎え、早場米、主力米が
放射性物質検査を経て出荷が可能となりまし
たが、県内で暫定規制値を超える玄米が検出
されたことを受け、国の指示によって市内の
一部で収穫された米は、全量隔離、処分する
ことになりました。

写真上： 平成23年5月　例年どおり田植えが行われました
写真下： 米の全量全袋検査の様子

写真上： 首相に検査工程を説明する高松市長
写真下： おにぎりを試食する野田首相（当時）

平成24年は米の放射性物質吸収を抑制する
カリ肥料を全農家へ配布しました。また、米
の全量全袋検査体制を整備し、市独自に追加
導入した検査機器とあわせ、4台で2カ所の検
査場を設置しました。初めての取り組みのな
か、農家、集荷業者など皆さんの協力を得て、
市内産約23万袋の検査が行われ、12袋の基準
値（100ベクレル/kg）超過米がありましたが、
ほぼ全ての米が順次出荷可能となりました。
本宮市の検査体制は野田首相（当時）の視
察を受け、首相は県推奨米である本宮市産の
「天のつぶ」のおにぎりを試食しました。
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特産物の被害と復興
放射性物質は酪農畜産農家へ大きな被害をもたらし、一時、出荷そのものが制限され、家畜
飼料、堆肥の使用も制限されるという、経営の危機に直面しました。市は県外からの飼料供給
や汚染牧草・稲わら、堆肥の隔離事業に取組みました。また、原木しいたけ生産農家は汚染原
木を廃棄せざるをえず、経営継続が困難となりましたが、現在一部の農家が再生産へ取り組み、
出荷ができるようになりました。
本宮市農業の復興は道半ばですが、一歩一歩確実に進んでいます。

北海道から供給された牧草 原木しいたけ生産農家と一緒に鹿野農水相（当時）へ現状を
説明する高松市長

写真上： 埼玉県上尾市産業祭
写真下： 京都錦市場で白沢中生徒が直売会を実施
　　　　京都市長が激励に訪れました

風評被害の払拭に向けて

現在、本宮市産の野菜からは放射性物質が
検出されません。米も全量全袋検査により安
全が示されています。
しかし、原発事故によって損なわれた安心
は、時間が経過した今でも回復していません。
本宮市は友好都市となった埼玉県上尾市や、
交流のある相模女子大学などの応援を受け、
県、ＪＡなどの関係機関と連携、協力して、
各地のイベントで直接、市場や消費者へ「安
全・安心」をＰＲしています。
多くの方々へ本宮市を知っていただき、本
宮市産品を食べておいしいと言ってもらえる
よう、市民の皆さんとともに発信していきま
す。
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ホールボディカウンターをいち早く導入
市では、内部被ばくへの不安の解消と健康管
理につなげるため、平成23年12月１日からホー
ルボディカウンターによる測定を開始しました。
えぽかに取り付けられたホールボディカウン
ターは、椅子に座って測定するタイプで、約５
分間をかけて体内に放射性物質が取り込まれて
いないかどうかを確認するものです。
また、測定した結果に基づいて、成人では50
年間、子どもでは70歳までに体内から受けると
思われる内部被ばく線量（預託実効線量）を推
計するものです。

約５分間、座った状態で測定します。子どもたちはアニ
メなどを見ながら測定することができます

検査は継続中
平成25年12月までに市民の皆さんの
19,196人の検査が完了しています。こ
れまでの検査で預託実効線量が１ミリ
シーベルトを超える方はいませんでし
た。

（右） 測定前には衣服などに放射性物質が付着していないか専用のサーベイメータで測定します
（左） 測定後、すぐに検査結果をお知らせします

ホールボディカウンター検査受検者数（のべ人数）

区　分 未就学児 小学生 中学生 高校生
未就学児
とその
保護者

一般
市民

復旧工事等
従事者 妊婦 計

平成23年度 873 501 389 333 939 0 0 81 3,116

平成24年度 36 1,148 816 519 317 7,986 416 43 11,281

平成25年度（12月末まで） 333 1,823 937 122 0 1,584 0 0 4,799

合　計 1,242 3,472 2,142 974 1,256 9,570 416 124 19,196
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子どもと妊婦さんのためガラスバッジによる積算線量測定
平成23年９月から中学生以下の子どもと妊婦の皆さんを対象として、
ガラスバッジによる外部被ばく検査を実施しました。平成25年８月まで
３カ月ごとに計６回検査を実施し結果は、次のとおりとなっています。
原発事故から２年半が経過し、平均値は確実に下がってきています。
このことから外部被ばく線量も着実に減っていることがわかります。

単位：ミリシーベルト／3カ月

平均値

平成23年度
９月・10月・11月 0.42
12月・１月・２月 0.34

平成24年度
６月・７月・８月 0.27
９月・10月・11月 0.23
12月・１月・２月 0.20

平成25年度
６月・７月・８月 0.19
９月・10月・11月 0.16

高校生以上の方のために電子式積算線量計を貸し出し
平成23年９月から、高校生および同年代の方を対象に、１週間から２週間の間で電子式積算
線量計の貸出しを始めました。また、同年10月からは50歳未満の方を対象として、さらに同年
11月からは、50 歳以上の方を対象に貸出しを開始しました。
平成25年10月８日までに貸出しをした561人の結果は次のとおりです。

単位：ミリシーベルト

区分 平均 最小 最大
自然放射線量による寄与を含む放射線量 1.66 0.56 4.75
原発事故に起因する年間線量の推計値 0.92 0.00 3.59

区分 1.00未満 2.00未満 3.00未満 3.00以上

測定値の分布
294人 235人 28人 4人
52.15％ 42.11％ 5.02％ 0.72％

甲状腺検査を３歳以下の子どもに実施
平成23年11月から３歳以下の子ど
もを対象に甲状腺の超音波検査を実
施しました。白岩診療所および谷病
院の協力を得て、空間線量の高い地
区より開始しました。
検査の結果、異常が認められた方
はいませんでした。

区分 人数
１.対象者数（３歳以下） 816
２.受診者数 756

３.判定

Ａ１ 744
Ａ２ 11
Ｂ 1
Ｃ 0

内
訳

結節
5.0mm以下（A２判定） 9
5.1mm以下（Ｂ判定） 1

嚢胞
20.0mm以下（A２判定） 5
20.1mm以下（Ｂ判定） 0
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福島事故では、漏れやすい気体状及び揮発性放射性物質は漏れ出
ましたが、大熊町、双葉町、浪江町など事故現場近傍の土壌でもス
トロンチウム90はセシウム137の1000分の１～5000分の１の濃度で
あり無視できます。この点は不幸中の幸いだったといえます。半減
期の短い放射性ヨウ素が消滅した現在、環境に存在する事故由来放
射性物質はほぼ放射性セシウムに限られるため、放射性セシウム対
策が重要な課題となっています。
事故現場では、原子炉容器と格納容器の底が一部壊れているため
冷却水が建屋地下に高濃度汚染水として滞留している上、１日平均
400トンの地下水や雨水が建屋地下に浸入して滞留水と混じり合い、
高濃度汚染水が増え続けています。2013年12月末現在の汚染水総量

は約50万トン、このうち40万トン強が貯水タンクなどに保管、10万トン弱が建屋地下などに滞
留しています。加えて、貯水タンクからも汚染水漏れが起こっており、海洋の汚染が懸念され
ています。その意味で事故現場は「収束」とはほど遠く、依然深刻な状況にあります。事故機
建屋からは現在も大気中に放射性物質が漏れ出ていますが、その量は事故直後の１億分の１以
下に減っています。それ故、建屋地下への地下水や雨水の浸入量を如何に減らすか、貯水タン
ク中の汚染水を如何に安全に保管するかが、現在の焦眉の課題になっています。

本宮市放射線健康リスク管理アドバイサーより

福島第一原発事故発生以降、表土除去・埋設など本宮市の除染や、ホールボディーカウン
ター・ガラスバッジなど健康管理についてアドバイスをいただいた日本大学准教授・福島大学
客員教授の野口邦和先生から、原発事故の概要と本宮市の現状と課題についてコメントをいた
だきました。

福島第一原発事故
原子力発電の安全確保の基本は

「止める」「冷やす」「閉じ込める」
だといわれています。福島第一原発
事故は、東日本大震災の際に原子炉
を「止める」ことは成功したけれど
も、「冷やす」ことに失敗したため
原子炉が空焚き状態となり炉心溶融
（メルトダウン）に至った結果、原
子炉内に蓄積されていた放射性物質
を「閉じ込める」ことにも失敗した
事故でした。 平成23年11月15日、白沢公民館で開催された野口先生の講演会の様子

空間線量マップ作成システムを
試用する野口先生

福島第一原発の現状と課題
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本宮市放射線健康リスク
管理アドバイザー

野口　邦和 先生
（日本大学准教授・福島大学客員教授）

原子力発電の仕組みを説明する野口先生の講演会のスライドより

本宮市の状況
一方、事故現場から数十キロメートル離れた本宮市など中通りの市町村は、事故直後に匹敵
するような大規模な放射性物質の放出が今後新たに起こらないことが前提ですが、事故時の状
況を脱しています。それなら平常時の状況かといえば、平常時の状況ともいえません。程度の
差はあれ汚染された建築物や土地などが存在し、住民は現在も余分な被ばくを強いられている
からです。これらの市町村は平常時の状況をめざして線量低減化の真っ最中にあり、いわば復
興時の状況にあります。
政府は、個人の追加被ばく（事故に起因する余分な被ばく）線量を「長期目標として年間１
ミリシーベルト以下」の達成をめざすと言っています。平常時の状況における一般人の線量限
度の国際勧告が年間１ミリシーベルトであることを考えると、これでは何も言っていないのと
同じです。たとえば住民の追加被ばく線量を今後２年間でここまで下げるとか、当面する具体
的な短期目標を提示すべきではないでしょうか。

追加被ばく線量を下げる施策の実行を
本宮市は2011年11月にホールボディカウンタを導入し、体内の放射性セシウム量の測定にも
とづく内部被ばく線量の評価をしています。2013年12月末までに延べ１万8000人以上が受検
し、体内から放射性セシウムが検出された割合は2011年度0.9％、12年度0.1％、13年度0.03％、
内部被ばく線量の最大値は2011年度が年0.1ミリシーベルト、12年度が0.05ミリシーベルト、13
年度が0.01ミリシーベルトと着実に下がっています。この結果は、日本生協連、県、国などが
実施している陰膳方式に基づく内部被ばく線量の評価結果と一致しています。また、本宮市は
2011年９月からガラスバッジを導入し、０～15歳の子どもと妊婦の外部被ばく線量を評価して
います。測定を開始した2011年９～11月の結果と比較すると、最新の測定結果は市内の全域で
40％台前半、除染の終了した地域では30％台に下がっています。すでに市内全域で年平均１ミ
リシーベルト以下を達成しています。もちろん一部の地域ではまだ局所的に年間１ミリシーベ
ルトを超える所も残っています。除染を積極的に実施し、外部被ばく線量を下げることが依然
重要です。
本宮市の汚染状況を過小評価も過大評価もすることなく正しく評価し、市民の追加被ばく線
量を下げる施策の実行が引き続き求められます。
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　本宮市を支援していただいている方たちがいます

震災以降、本宮市には、市民の皆様をはじめ本宮市を故郷とする方々、災害時相互応援協定
を結ぶ埼玉県上尾市と全国へそのまち協議会加盟７自治体、地域活動や事業連携をいただいて
いる相模女子大学、郡山女子大学など各大学、企業や各種団体の皆様から、多くの物資や義援
金など心温まるご支援をいただきました。いただいた支援物資は、被災して避難している方々
の生活支援のため有効に活用いたしました。

震災以降、食料品、日用品や医薬品など沢山の救援物資が市役所に届けられました。救援
物資は仕分けをして、避難者の方々へ配布しました

■救援物資

衣類が届けられ、浪江町の避難者で希望される方へ配布
されました

平成23年8月16日、南米パラグアイ共和国から提供され
た大豆を使用して、国内で製造された豆腐も届きました
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■埼玉県上尾市の支援
震災以降、埼玉県上尾市には継続して本宮市を支援していただきま
した。これは、埼玉県上尾市の緊急援助隊が本宮市を拠点に活動を展
開した時に、本宮市民の皆さんとの交流もあったことから、島村上尾
市長が埼玉県市長会で埼玉県各市による福島県への支援を提案し、上
尾市は本宮市を支援することとなったことによるものです。

あげお産業祭会場入口 高松市長あいさつ 安達太良太鼓の演奏披露

島村上尾市長

本宮市のブース前では多くのお客さんに、本宮
の味を買い求めていただきました
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平成23年11月11日、埼玉県上尾市と本宮市は災害時相互応援に関する協定書を締結しました。
本宮市の思いを上尾市にかなえていただき、万が一の場合に備えて、両市の絆が深められるこ
とになりました。

（写真左） 協定書にサインする島村市長（右）
と高松市長（左）

（写真右） 協定書締結後、関係者で記念撮影

上尾市は、本宮市や岩手県陸前高田市の被災者支援として、野球、サッカー、剣道などのス
ポーツ少年団を招待し、交流を深めていただきました。

（写真左上） 平成24年１月28日、上尾市内で開催さ
れた「大宮アルディージャサッカース
クール」で、歓迎のあいさつをする島
村上尾市長

（写真右上） 大宮アルディージャサッカースクール
の様子

（写真右下） 平成24年８月３日と４日の２日間、上
尾市に本宮市と陸前高田市の剣道スポー
ツ少年団が招待され交流を深めました

上尾ライオンズクラブの40周年を記念して、平成
25年5月11日と12日、上尾市で埼玉西武ライオン
ズの野球教室が開催されました
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平成24年８月23日、島村市長はじめ上尾市区
長会連合会の皆さんに本宮市を訪れていただ
き、震災時の様子や本宮市の復興の状況につい
て高松市長が説明しました

平成24年11月５日、上尾市小泉区の自
治会役員の皆さんに本宮市を訪れていた
だきました

平成24年11月10日第39回あげお産
業祭で、上尾市の２つの中学生と、本
宮市３つの中学生がそれぞれ制作した
壁画を発表し、その後、上尾市の地下
道に飾られました

平成25年７月31日、上尾市と本宮市は両市の交流の絆を深め、さらなる発展を図るため、友
好都市を締結しました。

平成25年11月９日上尾市上平公園に友好都
市締結の記念樹を植えました
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■全国へそのまち協議会
市では、東日本大震災が発生した時に、近隣市町村との災害時相互応援協定だけで

は対応ができなかった反省を踏まえ、遠隔地との協定締結が必要であると考えていま
した。
また、本宮市が福島県のほぼ中央に位置し、古くから交通の要衝であったことから、

市では新たなアピールポイントとして「福島のへそのまち もとみや」を県内外に発信
していくこととしました。
平成23年12月には、全国各地で「へそ」「中心」「まんなか」を名乗る自治体による

「全国へそのまち協議会」に「福島のへそのまち」として本宮市も加盟しました。
平成24年１月17日には、加盟する７市町村と災害時の相互応援に関する覚書を締結

し、加盟市町村との親善と交流を深めるとともに、災害時の復興のちからとして、絆
を深めています。

平成24年７月28日に北海道富良野市で開催
された全国へそのまち協議会総会の様子と
（写真右）、「北海へそ祭り」ステージ上であ
いさつする高松市長（写真左中央）

北海へそ祭りでユーモラスな衣装で踊る踊り手
の皆さん

【加盟市町村】
北海道富良野市……………北海道のへそ
栃木県佐野市……………日本列島の中心
群馬県渋川市……………日本のまんなか
兵庫県西脇市…………………日本のへそ
岡山県吉備中央町………岡山のまんなか
熊本県山都町…………………九州のへそ
沖縄県宜野座村……沖縄本島のまんなか

”あ
の
日
を
忘
れ
な
い
“
も
と
み
や
の
記
録

70



■相模女子大学が本宮市応援フェアを開催
平成23年６月19日、地域協働活動で交流
を深めている相模女子大学の学生の皆さん
に、小田急線相模大野駅中央改札口前で、
本宮市の物産販売にご協力をいただきまし
た。
学生の皆さんに、観光パンフレットを配
布していただいたほか、本宮市での活動内容を紹介したパネル展示なども行
い、本宮市の良さをＰＲしていただきました。
「本宮市応援フェア」は平成23年10月16日と平成24年６月10日にも行われ、
首都圏で本宮市の農産物の安全・安心を学生の皆さんにＰＲしていただいて
います。

平成24年 6月10日の「本宮市応援フェア」の様子。物産販売は好評でした
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■ベネッセアートサイト直島
平成23年８月と平成24年８月の２回、香川県の直島町で、ベネッセアートサイト直

島が主催する「チャレンジ・ザ・サマーイン直島」に、市内の小学生が招待されました。
これはベネッセアートサイト直島の皆さんが、被災した本宮市の小学生を招待して、

瀬戸内の大自然の中で思いっきり遊んでもらおうと企画していただいたもので、参加
した小学生の皆さんは、香川県の小学生と、自然体験、アート体験、キャンプなどを
通じて交流を深めました。

平成24年８月21日から４泊５日の
日程で開催された「チャレンジ・
ザ・サマーイン直島2012」に参加
した子どもたちの様子
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市では、原発事故に伴う放射能に対する
不安の声を聞くとともに、除染や健康対策
などについて市の考えなどを説明するため、
平成23年５月９日から５月26日まで、市内
13カ所で地域懇談会を開催しました。
また、平成24年２月６日から２月29日ま
で地域懇談会を開催し、平成24年１月に策
定した本宮市震災・原子力災害復興計画、
除染計画について説明し、意見を伺いまし
た。
さらに、高松市長は就任後３回目となる地域懇談会を平成25年５月７日から６月５日まで市
内14カ所で開催し、除染の実施状況や平成25年度の事業概要について説明しました。

放射能に対する不安が大きかった平成23年５月の地
域懇談会では、放射能に対する早急な対策を求める市
民の皆さんの声をたくさん伺いました。
それらの意見を反映して策定された、本宮市震災・

原子力災害復興計画、除染計画について説明し意見を
伺うため開催した平成24年２月の地域懇談会では、放
射能対策と早急な住宅除染を求める声が多く聞かれま
した。
平成24年９月から和田地区から住宅除染は始まりま

したが、平成25年５月から６月にかけて開催した地域
懇談会では、住宅除染に関する質問のほか、市の振興
策についての意見も多く伺いました。
高松市長は、市民の皆さんの意見を参考とし、震災

対策、放射能対策、健康対策、風評対策などに取り組
みました。

【平成23年５月開催】

開催日時 会　　場 参加人数
男 女 計

5月9日 岩 根 公 民 館 19 7 26
5月10日 松 沢 分 館 11 1 12
5月11日 北 町 コ ミ セ ン 38 5 43
5月12日 長 屋 分 館 27 3 30
5月13日 稲 沢 分 館 27 3 30
5月17日 白 岩 分 館 12 0 12
5月18日 青 田 公 民 館 10 2 12
5月19日 糠 沢 分 館 9 4 13
5月20日 高 木 公 民 館 23 6 29
5月23日 和 田 分 館 27 5 32
5月24日 荒 井 公 民 館 15 7 22
5月25日 サンライズもとみや 33 6 39
5月26日 仁 井 田 公 民 館 15 2 17

合　　計 266 51 317

【平成25年５月～６月開催】

開催日時 会　　場 参加人数
男 女 計

5月7日 北 町 コ ミ セ ン 30 1 31
5月9日 稲 沢 分 館 30 0 30
5月10日 仁井田地区公民館 15 1 16
5月14日 白 岩 分 館 15 0 15
5月16日 岩根農業構造改善センター 9 2 11
5月20日 糠 沢 分 館 13 6 19
5月21日 荒井地区公民館 11 4 15
5月23日 長屋地区公民館 21 3 24
5月24日 高木地区公民館 21 2 23
5月27日 青田農業構造改善センター 10 1 11
5月28日 上 関 下 集 会 所 9 5 14
5月30日 サンライズもとみや 24 3 27
5月31日 松 沢 分 館 19 2 21
6月3日 和 田 分 館 13 3 16
6月5日 下 関 下 集 会 所 12 6 18

合　　計 252 39 291

【平成24年２月開催】

開催日時 会　　場 参加人数
男 女 計

2月6日 和 田 地 区 30 8 38
2月10日 長 屋 地 区 17 1 18
2月13日 高 木 地 区 27 5 32
2月14日 荒 井 地 区 11 22 33
2月17日 白 岩 地 区 24 1 25
2月18日 仁 井 田 地 区 14 0 14
2月21日 岩根・関下地区 9 0 9
2月22日 稲 沢 地 区 25 2 27
2月23日 糠 沢 地 区 6 2 8
2月24日 北 町 コ ミ セ ン 32 8 40
2月26日 サンライズもとみや 16 2 18
2月27日 青 田 地 区 11 0 11
2月29日 松 沢 地 区 10 0 10

合　　計 232 51 283
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　平成23年５月９日　岩根地区

Ｑ： いつになったら農耕センターの
修理はできるのか。大体の目安
の時期は。

Ａ： 災害復旧事業で修理したい。
国・県の補助をもらいながら
やっていくという形になる。時
期については、補助金がつき次
第となるのでご理解いただきた
い。

Ｑ： 個人で放射能測定できる機器は
借りられないか。

Ａ：市も借りているので、貸し出し
はできない。

Ｑ：野菜を持っていけば、市で放射能測定してくれるか。
Ａ：１つ機械はあるが、難しく使いこなせない。専門機関に行って測定方法ができるような体制をとっ
てみないかと話しをしてきたばかりである。

Ｑ：季節柄、山菜などが心配。
Ａ：土壌から吸い上げるものがどのくらいなのか全くわからない。移行係数がわかっているのは稲だ
けであるが、国の言っている摂取制限を守るべきと考えている。

Ｑ：クリーン作戦の時に刈った草・木は溜まる。溜まって処分するときに処分方法が問題。
Ａ：環境省の話では、通常のごみと一緒に扱っていいということなので、袋に入れて焼却場に持って
いき焼却できる。セシウムやヨウ素の付着が心配であるが、環境省の話では今のところはあまり
心配しなくてもよいのではないかとのことである。

Ｑ：放射能は子どもに関してはどうなのか。とても心配している。
Ａ：幼稚園や保育所、小・中学校のお子さんをもつ家庭は心配だと思う。早く表土を取り除きたいと
考えている。表土を３センチから５センチ削り、それを校庭の一角に穴を堀り、その中に汚染さ
れた土を埋める。その上に汚染されていない土を１ｍ入れる。野口先生の話では、表に出てくる
放射能は100分の１になる。

Ｑ：稲の作付けができて一安心だが、秋の収穫時期に出荷できないといった場合、賠償はどうなるのか。
Ａ：先日、農林水産大臣に要望書を提出した。風評についての補償をきちんとしてもらいたいと思い、
500ベクレルを超えた場合の補償をという話をしたが、明確な答えはなかった。今後も継続して要
望をしていかなくてはいけないと思う。

震災以降３回開催した地域懇談会から、意見・要望などの一部を紹介します。なお、
紙面の都合上、各回の初回開催の地域懇談会から抜粋して紹介します。
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Ｑ：市の防災無線で水道水は基準値以下と言うが、数値的には検出されないのか。
Ａ：水道水からは検出されていないので、安心して飲んでいただきたい。万が一を考えて梅雨の時期
に入る前に、浄水場の池に屋根をかけた。

Ｑ：本宮二中の保護者会で、今後についての話があった。仮校舎を３カ月以内につくりそこで勉強す
るようにという話だったが、そのような動きがあるのか。

Ａ：本宮二中のプレハブは確保してあり６月中にできると業者から確約をもらっている。

Ｑ：荒井地区公民館で勉強しているが、体育館は雨が降ったとき音がうるさくて勉強にならない。ま
た、気温が高かった日に体育館は30度を超えたと聞いた。対策は考えているのか。

Ａ：エアコンをつけると多額のお金がかかる。まず市としてできることは、校庭の表土を剥いで安心
できる値まで下げることである。暑いときは窓を開けてもいいような環境ができれば良いと思っ
ている。各教室すべてエアコンというのは難しいと考えている。荒井地区公民館の現状は見てお
り、現状は理解しているが、仮設校舎ができればよくなると思う。

　平成24年2月6日  和田地区

Ｑ：国道４号、市役所本庁舎や本宮ＩＣがあることから、本宮市の発展のため西口の開発が最重要だ
と考える。

Ａ：本宮は国道４号、東北本線で南
北に分断されており、東西のア
クセスがよくないということ
で、以前から自由通路の建設の
要望がされてきた。それをふま
えて駅周辺をどう開発していく
か、真剣に取り組んでいきたい。

Ｑ：人づくりの最重点事項として、
今後公立の小中一貫教育を考え
られないか。

Ａ：いまのところ考えてはいない。
学区制があり、それぞれの環境
の違いがある。小学校の統合・
校舎の新築などにかかる経費・通学などの問題がでてくるため慎重に考えていかなければならな
い。

Ｑ：地域住民の意見を聞くことは大事だが、市の職員のアイディアを提案してもらい積極的に取り入
れたらと思う。

Ａ：地域住民の意見を聞くのも、職員の意見を聞くというのも必要である。急を要する場合はトップ
ダウンもフットワークの良い行政には必要と考える。

Ｑ：平成24年度の予算編成は。
Ａ：大きな予算を占めるのは除染や復興計画であり、公約である財政健全化は守ったうえで予算編成
案を作らせていただいた。市民サービスは低下させないように、市民の皆さんにも報告・意見の
キャッチボールをしながら進めていきたい。100ベクレルを超えた田はゼオライトと珪酸カリを使
用して耕作し、国の支援を受けたいと考える。そのほかは珪酸カリを配布したい。農水省では認
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めていないが、国が責任をもって費用を負担すべきである。今のところ市独自の予算で実施する
考えである。

Ｑ：駅前に商業ビルを建てると賑やかになるのではないか。
Ａ：行政でやるべきことと民間でやるべきことは、ある程度分けるべきものではないのかと思う。今
まで成功例がほとんどなく、生業として十分できるというものに関しては市も協力はするが、リ
スクを行政が負うということは極力避けたい。行政でできることは踏切の整備や駅舎のバリアフ
リー、東西の自由通路だと思っている。

Ｑ：仮置き場を提供する場合に、どの程度の範囲まで了解を得なければならないか。
Ａ：難しい問題である。残念だが市が提案すると全て反対される。学校の校庭放射性物質を埋設して
も空間線量は変わらない事は検
証されているが、なかなか理解
していただけない。除染はしな
ければならないし、決めていた
だければ管理は市でやらせてい
ただく。

Ｑ：本宮クリーンセンターで自宅で
除染した雑草や枯葉を焼却して
も大丈夫なのか、科学的根拠は。

Ａ：個数制限を設け焼却を認めてい
るが、もとみやクリーンセン
ターにはバグフィルターが二重
に装着されている。定期的に煙
突の上や空間線量を測り全く影響はないということを確認している。

Ｑ： 「福島のへそのまち本宮」というキャッチフレーズは少し汚いような感じがするので「ハートのま
ち本宮」にしたらよいのではないか。

Ａ：本宮は福島の交通の要衝であって、工業出荷額が2,600億ある。いわき、郡山、福島に次い　で県
内４位である。本宮はポテンシャルがあり、どう活かしていくか、どう復興につなげるかが課題
である。全国へそサミットというものがあり、加入している自治体同士で防災協定を結んだ。そ
れに本宮市も加わった。

Ｑ：将来、放射線が原因で病気になったときの補償は
Ａ：因果関係がどうなるか難しいと考えている。医師との懇談会でいろいろ意見交換をいただいてい
る。今の状況では、病気にはならないと言われる。

　平成25年５月７日　北町コミュニティセンター

Ｑ：今後の除染の進め方について、スピードアップをお願いしたい。計画はどうなっているのか。
Ａ：現在長屋地区の除染を行なっている。和田地区は住宅除染がほぼ完了し、４ヘクタールの仮置き
場の造成を行なっている。長屋地区も仮置き場の発注は完了している。次は高木もとみや台から
除染に入る。早く仮置き場を決定して、除染したものを一時保管しないで直接仮置き場に搬入で
きる仕組みをつくっていきたい。
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Ｑ：除染にガンマカメラの使用を考えているか。
Ａ：既に使用している。ガンマカメラは線量は表示はされないが線量の高い場所を映すとその部分が
赤く表示される。国の除染センターで何台か所持しており、そこから各地へ貸出を行なっている
が、市としても常時持っておきたいと思っており国に要望を続けている。

Ｑ：地区の側溝清掃は今年もできないということか。
Ａ：今年も行う予定はないが、早く仮置き場を決めて行いたいと思っている。

Ｑ：家の前の公園の除染を行いそれを埋めてあり場所がわかるように印をつけてある。管理は市で行
ない定期的に線量の測定もするとのことだが実際どうなのか。埋めた所の上にシートは被せてあ
るが、近隣に住む住民に説明不十分ではないか。

Ａ：公園の除染については市で行なった。その後も線量の測定も行なっており、異常があった場合は
お知らせする。除染は市の放射線のアドバイザーである野口先生に相談したうえで行なっている。
除染ででた土についても、中間貯蔵施設ができればそちらへ搬入される。

Ｑ：合併して５年が経過し合併時の目標人口があったと思うが、人口増加に対して何か対策はあるの
か。

Ａ：人口増の対策は、住環境や勤務のできる企業の立地、教育環境・子育て環境などが整っているこ
とであると思う。合併から本市の人口は徐々に減ってきていた。発災後は毎月２ケタずつ人口が
減ってきていたが、今年の１～３月は人口が増えた。４月は例年どおり90～100人程度減った。原
発における人口減少は終わったと考えている。これは避難していた方々がある程度帰ってきたこ
とや企業の立地が原因であると思われる。今後は、民間活力を利用しながら住宅団地の造成を行
なえる形をとりながら住環境を整えていきたい。

Ｑ：これから市と市民が一緒になって行えるソフト面の基本的な考えを聞きたい。
Ａ：合併して６年目になり大きな震災を体験してしまった本宮市は進むべき方向を定めるために市民
憲章を制定するべきであると考える。市民の歌は市民の心を一つにするというためにも必要であ
る。市民憲章と市民のうたはセットで行なっていきたい。本宮はもともと宿場町であり様々な文
化が残っている。それらをどのようにして市内外の方々に知ってもらうか検討しなければならな
い。

Ｑ：災害時に避難所が停電になった場合のために太陽光発電施設を設置したと聞いたがそのことにつ
いて説明願いたい。

Ａ：本宮小学校については25年に太
陽光と蓄電池を設置した。蓄電
池は満杯の状態で３日間はもつ
ようになっている。現在市内に
は５カ所設置してある。25年度
中には新たに２カ所設置予定で
ある。避難所になるところには
整備したいと思っている。
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なにごともポジティブに考えるようになりました

■地震の時は、どこで何をされていましたか
仕事中でした。携帯の地震速報が鳴り、徐々に揺れが大きくなり急いで外に

出ました。揺れは立っていられないほどになって思わずその場にしゃがみこみ
ました。跨線橋も崩れひどい状況でしたが、とにかく家に帰らなければという
一心で車を運転しました。
■ご自宅の被害はどうでしたか
家の中は、幸い被害が少なく瓦が何枚か落ちた程度でした。電気は翌日復旧

しました。水も使えたので助かりましたが、これからどうなるか不安だったの
で鍋やペットボトルに水をくんでおきました。おかげさまで家族はみんな無事でした。
■困ったことや不安だったことは何ですか
地震直後は、携帯電話も災害ダイヤルもつながらず家族の安否確認ができなくて苦労しました。大きな余震も

しばらく続いて怖かったですね。当時小学生の娘は一カ月くらいは洋服をきてリュックを背負って寝ていたのが
かわいそうでした。
一番の不安は原発事故の影響です。特に和田地区は、線量が高く、臭いもなく目にも見えないので不安でした。

子どもたちその孫たちへの影響を考えると心配です。でも不安がっても元には戻りません。こうなってしまった
以上は、健康状態のデータなどをきちんと統計として、良くなるために活かしてほしいと思っています。もしか
したら、放射線を消す新薬や方法ができるかもしれない。健康調査票なども面倒がらずに提出することも私たち
の義務だと感じます。
■地震を経験して変わったことは
一層ポジティブになりましたね。済んだことよりこれからを考えるようになりました。やらなくてはいけない

ことは、できるだけその日のうちにするようにもなりました。
また子どもたちとのコミュニケーションも、以前より増してとるようになりました。「後悔したくない。これ以

上悪くならない。なにをやっても一日は一日。」と考え、これからの人生を、意識して生きたいと思います。

二度とあんなに大きな地震は起きてほしくない

■地震の時は、どこで何をされていましたか
私は農協に勤めているのですが、仕事で同級生宅を訪問していました。聞
き慣れない携帯音が鳴り、続いて地震が起きました。揺れが大きくなり同級
生と一緒に外に出た直後、急に雪が吹雪いてきて、道路では車が立ち往生し、
子どもの悲鳴などが聞こえたり、この世の終わりと思えました。すぐに、自
宅に戻り、飼っている犬が心配だったので様子を見に行きました。犬もとて
もおびえていましたが、無事だったので本当に良かったです。私にとって大
事な家族なので…。

■地震後の生活はどうでしたか
家の中は食器などが落ちていましたが、おかげさまで瓦屋根も１枚も落ちず自宅は大きな被害もありませんで

した。電気は当日夜には復旧し、水道も使えたので助かりました。翌日からは、仕事で地震被害の保険にかかる
損害状況を確認するためとても忙しくなりました。青田地区は道をはさんで被害がひどいところと少ないところ
があって、地盤の強弱の影響があると今回初めてわかりました。調査が落ち着くまで半年以上かかりました。
■困ったことや不安だったことは何ですか
原発事故が起きてからも外で仕事をしていたので、大丈夫かなと不安になりました。また、職業柄、農産物関

係がとても心配でした。風評被害は深刻で当時に比べれば良くなっていると思いますが、まだまだだと思います。
■地震を経験して思ったことは
非常時の生活用品の備蓄は大事だと思いました。それから、保険は大事だなと思いました（笑）。家族にも知人

もけがもなく不幸中の幸いだったと思います。二度とあんな地震は起きてほしくないと思います。
■市や国に望むことは
やはり、原発問題ですね。こうなった以上はどうしようもないですが、抑えられるものはきちんと対策してほ

しいと思います。

三瓶　弘子 さん（和田）

遠藤　友剛 さん（青田）
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あたりまえの生活が幸せだと実感しました

■地震の時は、どこで何をされていましたか
3月11日は娘の中学校の卒業式でした。卒業式を終え自宅にもどり、地震にあ
いました。主人も私も仕事を休み、家族一緒にいたのでその点では良かったで
す。自宅は壁がくずれたり、食器やテレビも落ちたりしました。地震が長かっ
たのでみんなで慌てて外に出ました。
■困ったことや不安だったことは何ですか
余震が続き不安でした。１カ月くらいは子どもたちと茶の間で寝て、１～２
カ月はパジャマではなくすぐ避難できるように服を着て寝ていました。灯油や
ガソリンも不足していて、今あるガスや灯油がなくなったらどうしようと心配でした。暖をとる石油ストーブで
お湯をわかし、物置にあった七輪でご飯を炊いたり、煮物をつくったりしました。また、娘の高校進学の準備も
ままならず、入学式もどうなるのかと心配しました。
■原発事故対策について
本宮市は、ガラスバッジ測定やホールボディカウンター検査など対応も早く、検査態勢なども他の市と比べる
と住民の立場に立っていて助かりました。将来、福島県出身ということで差別を受けないか、子どもたちのこれ
からの風評被害などが心配です。
■市や国に望むことは
震災当時に18歳未満だった子どもたちの、ホールボディカウンターや甲状腺検査などの健康調査をずっと続け
てほしいと思います。
汚染水をはじめ一日も早い原発事故の収束にむけ東電はもとより国を上げて取り組んでほしいです。
■地震を経験して感じたことは
あたりまえのことが幸せだと思えました。家族が元気で一緒に居られることのありがたさを感じました。

住宅除染に期待します

■地震が発生したときの状況を教えてください
私は、自宅からほど近い勤めている会社にいました。みんな危ないので駐

車場に避難して座り込んで待っていました。隣の会社の大きなコンクリート
ブロックが転がってきたのはびっくりしました。会社の倉庫内は荷崩れなど
酷い状況でした。
■自宅には戻られましたか
自宅には私の両親がいたので、心配ですぐ戻りました。自宅へ帰る途中、

あちこち瓦が落ちていてすごかったですね。自宅は大きな被害はなかったの
ですが、自宅前の道路をはさんで建っていた土蔵が倒壊しかかっていて、余

震でいつ倒れるか心配しました。
■困ったことはありましたか
地震の時、連絡がとれなかったことです。テレビは見ることができましたが、とにかく部屋の中がめちゃめちゃ

になっていました。ガソリンなど、私は会社が自宅から近いのであまり困らなかったです。スーパーなど食べ物
は本当に何も売っていなくて困りました。妻が早く行って並んでなんとか買っていたという状況です。
■仕事への影響はありましたか
会社では次の日から片付けをしていました。そんな時、避難区域から会社に来ている人に「なんで避難しない
のか」と言われたことがありました。当初は「不必要な外出は控えて」ということだったと思います。原発事故
で、ここまで影響があるとは思っていませんでした。また、私はお米をつくっていますが、当時は田植えの準備
を進めていましたが、土壌検査が終わるまで田植えができませんでした。今でも全量全袋検査で安全だとわかっ
ていても売れないという風評被害があります。
■住宅除染について
除染の効果はあると思います。会社でも平成25年８月に除染をやりましたが、毎時0.6マイクロシーベルトだっ
た数値が半分にまで下がりました。住宅除染については早期に進めていただきたいと思います。
■震災後大きく変わったことは
福島は安全だという神話がありましたが、そうでもないことがわかりました。
■地震への備えは
災害時の家族との連絡方法については、なんとかしなければならないと思っています。

室野井　英子 さん（高木）

阿部　修司 さん（関下）
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人を思いやる気持ちが生まれました

■地震は、中学校の卒業式の日でしたね
そうです。私は当時中学校１年生で、午後からは自宅にいました。地震が起

きて、すぐ祖父と祖母と居間に集まり地震が収まるのを待ちました。父と母は
仕事で不在でしたが、無事に帰ってきた時はほっとしました。
■地震の時困ったことはありましたか
停電があって、電気がつかなかったことです。そして原発事故があって屋外

での活動が制限されたことです。また中学校が壊れたことが一番困りました。
すぐに荒井地区公民館で授業を再開していただきましたが、とても暑くて、仕
切りがあっても、隣のクラスの音が筒抜けで、集中することが難しかったです。その後本宮二中の敷地内に建て
られた仮設校舎は快適でしたが、それでも廊下に出ると暑かったですね。
■今回の地震で何か自分に変わったことは
自分の中で人を思いやる気持ちが生まれました。震災前は、人を思いやって行動することができませんでした

が、それができるようになったと思います。
■原発事故の影響は今でもありますか
放射能など今は特に気にすることはありません。食べ物も特に気になりません。本宮の米はおいしいですし、

焼き肉が一番好きですが、野菜も普通に食べています。
■新しい校舎を見て感想は
とてもうらやましいと思います。しかし僕たちが本宮二中で過ごした時間は、とても貴重なもので、震災を乗

り越えて勉強や部活に取り組みました。今では、友達と震災の話をすることはありませんが、みんな今でも勉強
と部活に一生懸命頑張っています。友達は自分の心の支えになりました。
■大人になって子どもたちに伝えたいことは
とにかくすごい揺れで道路も壊れて大変だったということを伝えたいですね。

将来は福島のために働きたい

■地震の時は、どこで何をされていましたか
高校１年生の時で、バドミントンの部活中でした。とにかくびっくりしま
した。携帯の地震速報が鳴り出して地鳴りと共に揺れはじめ、みんなパニッ
クになって体育館シューズのまま外に飛び出しました。地震が収まるまで校
庭に避難をして、そのまま下校することになりましたが、電車が動いてなく
て「どうしよう」と思っているところに兄が車で迎えに来てくれました。と
ても助かりました。友だちの中にはその日のうちには家に帰れず、学校に泊
まった人もいました。

■ご自宅の被害はどうでしたか
家の中は食器棚から食器が落ちて散乱していました。壁にもひびが入りました。買ったばかりのテレビも壊れ

てしまい家族みんなショックを受けました。家族は幸い全員無事でした。電気は１日目は停電していましたが、
次の日に復旧しました。
■困ったことや不安だったことは何ですか
学校に行けないのが困りました。当初、こんなにひどいと思っていませんでした。次の日も、普通に学校に行

けると思っていました。これからどうなるんだろうと不安になり、終業式もなく１年生が終わってしまったのも
残念でした。また、原発事故後、一時的に会津の親せき宅に避難しました。ガソリンがなくて会津まで行くのに
家中の車からガソリンを集めて行きました。会津でもガソリンは不足していました。
■地震を経験して思ったことは
携帯もつながらない、学校にも行けないという経験をして、普段の生活が当たり前ではないということを実感

しました。
■将来はどんな仕事につきたいですか
大学で学んで、将来は栄養士として働きたいと思っています。原発事故を経験し、風評被害や県産作物から高

い線量が検出されるのを目の当たりにして、食を通して人々を助けたいと思うようになりました。できれば、福
島県に残り福島の役に立ちたいと思っています。

根本　悠平 さん（仁井田）

菅野　伶奈 さん（長屋）
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自分たちでできることは自分たちで

■地震の時は、どこで何をされていましたか
私と子ども３人と居間にいました。上の２人の子どもは、コタツにもぐらせ、
一番下の子は寝ていたのでおおい被さりました。そしてテレビが大きく揺れた
ので押さえたのですが、なかなか揺れが収まらず、おばあちゃんと急いで外に
でました。幸い、自宅は瓦の一部が落ちただけで、大きな被害はありませんで
した。主人には揺れている途中に電話をかけましたが、なかなか連絡が取れず、
夕方まで連絡がつきませんでした。主人は帰って来て、休む間もなく消防団で
でかけました。
■地震で困ったことはなんでしたか
ガソリンを入れられなかったことと、店も開いているところが少なくて、食料品も売っていなくて困りました。
松沢地区では電気は止まらなかったので、テレビで津波などの映像を見ていました。私たちは自然の前では無力
なのだと痛感しました。あの時は、みんな大変な時期だったので、自分たちでできることは自分たちで頑張りま
した。
■原発事故が発生しましたが、どうされましたか
私と子どもたちだけで２週間、東京の親戚にお世話になりました。避難していて本宮市の状況がわからなかっ
たのと、長男の小学校入学の準備もあり、本宮市に帰ってきました。今でも避難されている人はいますし、避難
した方が子どもたちのためには良いと思いますが、家族が離ればなれになるのもつらいので葛藤があると思いま
す。
■食事で気をつけていることはありますか
子どもも小さかったので、最初は福島県産のものを避けていましたが、検査して安全だとわかってきたので、
今では福島県産のものを食べるようにしています。
■放射能について今思うことは何ですか
今年から小学校にも歩いていっています。この辺は線量が低いですが、放射線は目に見えないものなので、所々

高い所もあり心配です。ホールボディカウンターの内部被ばく検査も受けましたが、検査は継続してほしいです。

地産地消で風評被害払拭を

■ご自宅の被害はありましたか
自宅の壁にひび割れができ、食器棚やテレビが倒れました。２階の寝室も

めちゃくちゃになりました。
■ご家族とは連絡がとれましたか
妻は、自宅近くの会社に勤めていたので、すぐ帰宅して様子を確認できま

した。
■地震の時一番困ったことは
一日半ぐらい停電だったことですね。テレビが見られなくて、情報が入

らなかった。親戚も心配して電話をくれたがつながらなかったということで
す。特に出かける用事もなかったのですが、燃料は軽油があったので困らなかったです。ただ勤務先では燃料が
無くて仕事にならなかったですね。
■地震以降、仕事で変わったことは
地震よりも原発事故による風評被害のほうが深刻でした。私たちの年代では、放射能をあまり気にしても仕方
がないと思っていますが、子どもたちがかわいそうですね。食べ物は、１年食べ続けていてどうかというところ
の話で、あまり気にしてもどうかと思います。マスコミが騒ぎすぎではないかなと思います。小さなお子さんが
いる年代では気になると思いますが、検査をして検出されないものでも、風評被害で売れるものも売れなかった
り、検査で時間がかかったりするのが大変でした。
■住宅除染についてはどうですか
住宅除染を進めるために仮置場は必要で、これに対して賛成する人・反対する人が必ずいます。そのためコ
ミュニティが壊れる気がします。仲のよかった人と仲が悪くなったり、自分だけの事を考えている人もいる。除
染が先行すれば、自宅敷地内が仮仮置き場となり、経費もかかります。
■これからの人に伝えたいことは何ですか
まずは、風評被害をなんとかしたい。福島の人とは結婚しないという話も聞いたこともあります。みんなでが
んばろうといっても、検査をして大丈夫とわかっても、他から米を買っている人もいる。
■市・県・国に望むことは何ですか
とにかく風評被害対策を望みます。地産地消で風評被害をなくしてほしいと思います。

国分　忠幸 さん（白岩）

安澤　安日子 さん（松沢）
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友人やネットに助けられました

■地震のときは何をしていましたか
福島市内の学校に通っていました。その日はちょうど卒業式の練習をしてい

るところでした。
その後、しばらく学校に残って、その日は友人の車に乗せてもらって家まで

帰りました。
結局卒業式は中止で、後から卒業証書だけが送られてきました。卒業したと

いう実感がないまま卒業になってしまった気分です。
■帰り道の道路は混んでいましたか
国道４号をまっすぐ帰ってきたのですが、渋滞がひどく帰るのに３時間くらいかかりました。帰って来たとき

は深夜になっていました。
■帰ったときの自宅の状況は
家族は無事でしたが、ものが倒れぐちゃぐちゃになっていました。壁にはひびが入っていたり、自分の部屋の

ドアは開かなくなっていました。
■地震後の生活に変化は
３月に学校を卒業し、４月に就職しました。そのときには、燃料の問題も解決していたので、仕事上で困るこ

とはとくにありませんでした。
■地震当時助けられたようなエピソードは
何をするにも車が必要なので、一時期ガソリンがないときはとても困りました。そんなときに、ネットや友人

から、どこのガソリンスタンドが空いているとかのガソリン情報を教えてもらいました。実際に給油することも
できてとても助かりました。

普通の生活をすることが解決策

■地震の時は、どこでお仕事を
岩根小学校でパソコンの修理をしていました。その時は職員室にいたので
すが、パソコン、テレビは落ちそうになり、机は揺れで動いてしまい、全員
で押さえていました。その後揺れが収まり、ひとまず職場に戻るのに外に出
たのですが、道路には瓦が散乱し、歩道のマンホールは首を覗かせていまし
た。
■自宅の様子はどうでしたか
庭半分がひびが入ってずれ落ちていました。30年前に盛り土をしたのでそ

こから割れたのだと思います。家の中は、戸が開かなくなっていたりしましたが、全員無事でした。地震直後で
も、電気、ガス、水道はすべて使えていたので、不自由はありませんでした。
今は住んでいない稲沢の実家に行ってみると、高台にある家に通じる道路が途中からすべり落ちてしまい、車

で登れなくなっていました。
■避難はされましたか
自分は、避難する必要もなかったので、仕事をしていましたが、当時、電話も通じずガソリンもなかったので

移動に困りました。軽油はなんとかなったので、自分のディーゼル車で移動していました。娘は妊娠してからは
白石に一時避難しました。
■自宅の周りの放射能は
家の周りを線量計で測ってみると、高いところ低いところばらばらでした。原発事故があったときに、家の窓

を開けて風通しをよくしていたため、家の中でも0.6から0.7マイクロシーベルトはありましたが、ホールボディー
カウンターを受けても特別問題はありませんでした。
■放射能問題の解決の糸口は
自分たちが作っているものを食べて、ホールボディーカウンターを受けても問題はありませんでした。
私たちには、帰る家もあるので、無理して避難する必要はないので、いままでどおり普通の生活をすることが

解決策ではないでしょうか。
ただし、避難を余儀なくされている人たちは別。生活できる場を市町村長さんたちが考えてくれれば、と思い

ます。原発事故を引きずるのではなくて、これからどうするかを考えていけばいいと思います。

佐藤　真奈美 さん（荒井）

渡辺　栄二 さん（稲沢）
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正しい知識を持つこと

■地震発生当時の状況を教えてください
私は、その時間、こたつで横になっていました。１回目の揺れにはそれほど
驚きませんでしたが、２回目の揺れの際は、ただごとではないと驚きました。
■まず何をされましたか
裏の家で水道が吹き出しているという報告を受けたので、外に向かいました。
するとその家は傾き、窓も外れていました。
自宅に戻り水道をひねるとうちでも水が出ませんでした。
私は消防官として働いていたので、すぐさま団地の見回りをし、地図に被害状況を書き込んでいきました。
■水もない状況でどうされましたか
近くの浄水場に行き、給水車の手配を依頼しました。その後、給水車が到着すると、副会長と２人で町内会の
皆さんに給水車が来たことを知らせにまわりました。
■除染についてはどうですか
みずきが丘は、岩根小学校に通う子どもたちが多いため、団地をブロック単位で除染しました。
町内会では本宮市の補助事業を受けて高圧洗浄機を購入し、子どもたちが通る道路や側溝を町内会住民で除染
を行いました。除染をしたことで線量を低減させることができました。
■放射能問題の解決のためには
セシウムなど放射能は確かに恐ろしいものですが、正しい知識を持つことが大切なのではないかと思います。
たとえば、自然界にも放射性物質は存在し、畑作業や海外旅行で飛行機に乗るだけでも放射線を浴びています。
数字だけを見るのではなく、そうした知識を持つと放射能に対する考え方が変わってくるように思います。

避難している人が戻ってくるような環境を作っていくことが大切

■地震の時は、どこで何をされていましたか
友人の手伝いで暗きょ排水の工事をしていたのですが、地震の時は揺れが

大きくて立っていられないほどでした。
すぐに車に戻り、ラジオを聞いて一大事だとなって、家に戻りました。帰

る途中のコンビニには、大勢の人が並んでいたのが印象的でした。
うちは農家で、幸い食べるものはあったので、ストックしていた野菜など

を食べて過ごしました。夜は、電気が止まっていたため、仕事で使う発電機
を回して、電気をつけ過ごしました。

■仕事を再開したのはいつ頃ですか
地震から３日後には、知り合いの工務店さんから瓦や塀が倒れているのを撤去してほしいと依頼があり、仕事
を再開しました。
道路に倒れた大谷石やブロック塀をダンプに積み、何回となく清掃センターを往復した時もありました。その
ほかに塀を直したりといった仕事もしていました。
■震災後で生活が変わったことは
自分の所で収穫した野菜が食べられなくなったことです。孫はまだ小さいので、最近までは別に買っていまし
た。
震災後、全壊になった住宅の瓦撤去などで郡山の仕事が増えました。震災で大変な思いをした反面、仕事が出
てきたという面もあります。
■復興を進めるには何が大切になってくると思いますか
元の生活に近いような安全性、避難している人が戻ってくるような環境を作っていくことが大切だと思います。
昨年までは精神的な負担が大きかったけれども、少しずつ良くなってきたと思います。
地区の行事も延期・中止になっていたものが復活してきてうれしく思います。

三瓶　弥内 さん（糠沢）

遠藤　次男 さん（岩根）
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ＦＭモットコムで震災情報を提供

■地震の時はどこで何をされていましたか
建築業をしておりますので、国道４号の西側に事務所と作業場があって、そ

こで仕事をしていました。事務所は地盤が沈下して傾いてしまい、その後解体
しました。今は自宅を事務所として仕事をしています。
■地震の時にまず何をしましたか。
すぐ表に出て周りの様子を見ました。雪も降ってきましたが、事務所から見

える我が家のお墓が遠目にみても倒れているのがわかりました。私は、ＦＭモッ
トコムの役員として放送もしていましたので、すぐスタジオに戻って、知って
いる限りの情報をお知らせしました。地震から３日間くらいは、スタッフが交代で24時間体制で放送していまし
た。
■ご家族とは連絡はとれましたか。
幸いにも自宅は被害がほとんどなかったので、家族も無事でした。東京にいる子どもたちともすぐに連絡がと

れ安心しました。
■地震の時に困ったことは何かありますか。
ＦＭモットコムでは市内のガソリンスタンドの渋滞情報なども放送しました。ＦＭモットコムは停電で、非常

用発電機で放送していましたが、燃料確保がギリギリでした。ついには新潟まで行って、なんとか燃料を確保す
ることができました。
■地震によって変わったことはなんですか。
一時、住宅の修理依頼がたくさんありました。いまだに修理の依頼があります。瓦はこの先５年先くらいまで

修理待ちがあります。
■今地震への備えはしていますか
お客さんからの要望で、家具の固定をしてほしいという依頼があります。私は、高い所に置くものを低い所を

置くように意識しています。また、非常食の準備はしようと思っています。
■避難されている方との交流はありますか
定期的に浪江から避難されてきている方にＦＭモットコムに出演していただいています。インターネットラジ

オで聞くこともできるので、遠くの方でもぜひ聞いてほしいと思います。

伊藤　幸夫 さん（本宮）
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浪江町から本宮市に避難され、応急仮設住宅の自治会長を務めている３人の方に、
震災当初の様子や現在の応急仮設住宅での生活について話を伺いました。

偶然にも同じ大堀地区の人が集まりました

■地震がおきた時の状況を教えてください
私の住んでいた地区にザイマックスヴィレッジという何でも体験する施設があ

り、私はスタッフとして働いていました。その日は東京からお客さんが来て、じゃ
がいもを植える体験活動をしていました。地震が起きてすぐ作業を切り上げ、施設
に戻りました。
■避難の様子を教えてください
３月12日に防災無線で避難の指示が出ましたので、着の身着のままで避難しま

した。国道288号は通行止めで、双葉町、大熊町から避難する車で国道114号は大渋
滞でした。会社の人を避難させなければならなかったので、私は職場に戻り、妻は
妻の弟家族と避難することとなりました。私は会社の人を連れて、３月12日の午前
７時30分ごろ津島地区にバスで避難しました。とにかく西に逃げろということで、
どこになぜ避難しなれければわからりませんでした。結果的に放射線の強いところに逃げてしまいました。その後、
川俣高校の体育館から川俣町の廃校となった小島小学校に避難し、４月上旬に猪苗代町のペンションに避難して８月
27日まで滞在しました。
■避難生活について教えてください
これまで避難生活は他人事でしたが、いざ自分の身になると、ひどいもので、食べ物にしても変化のないものでした。

交流も輪も途絶え、隣組、部落も崩壊しました。
■原発事故についてどんな思いですか
実は私も原発で働いていました。地震後考えたことは、１万馬力のディーゼル発電機が各号機の建屋の地下にあっ

たことが、事故を全く想定していなかったということになります。原子炉をつくる研究はしていましたが、壊れたと
きの想定をしていなかったということだと思います。大津波の襲来も想定外だったと思います。
■仮設住宅での生活について教えてください
仮設住宅は18戸ありますが、うち13戸に入居しています。浪江町は大きく６地区に分かれますが、偶然にもみな大

堀地区の方々で、何をしてもトラブルもなく仲良く生活しています。
■本宮市の印象はどうですか
私は仲間と地元の農家の農作業のお手伝いをして交流しています。若い時に白沢地区の近くを通ることがありまし

たが、ここに住むようになるとは思いませんでした。坂道が多いという印象がありますが、大きな公共施設が整って
いると思います。また道路も整備されていますね。今は、浪江町の知り合いと二人で、白岩の畑を借りて野菜をつく
るのを楽しみにしています。
■国・県に望むことはなんですか
誰しも思いは同じだと思いますが、早く除染・インフラ整備を進めて、浪江町に帰る道筋をつけていただきたいと

思います。

お客様の安全を第一に行動

■地震の時は何をしていましたか。
大熊町のＪＲ大野駅で仕事中でした。なかなか揺れが収まらないので、とに

かくお客さんの安全確保を最優先に、窓に近づかないよう大声で叫んでいまし
た。お客様は全員無事でしたが、エレベーターは壊れ、待合室はめちゃくちゃで、
駅西側の電柱が折れ、町中を見ると土蔵が壊れたりしているのがわかりました。
夜10時ごろ衛星回線の鉄道電話がつながり、会社からは「自宅も心配だろう

から帰っていい」と言われました。国道６号は通行止めで、通れるところを探
して迂回しながら浪江の自宅まで普段は15分のところを２時間かけてようやく
帰りました。
■ご自宅の被害はありましたか
大きな被害はありませんでしたが、余震のため、店を経営している弟の１ト

末永　喜男 さん
和田石上応急仮設自治会長

（浪江町井手）

大倉　満 さん
石神第１応急仮設住宅自治会長

（浪江町西台）

ふ
る
さ
と
浪
江　

復
興
を
願
う

85



ントラックの荷台に家族皆寄り添って寝ていました。私は２時間くらい仮眠をとり。12日の朝、草刈り機からガソリ
ンを抜いて車へ給油し職場に向かいました。
■12日朝のＪＲ大野駅はどのような様子でしたか
朝５時10分ごろ大熊町役場に向かって観光バスが沢山行くのが見えました。修学旅行かなとながめていました。大

熊町の防災無線放送は防災ヘリの音などで聞こえない状況でしたが、ＪＲの社員が会社に連絡をとるため駅に来て「避
難指示がでたので避難する」と言いにきました。
それで初めて３キロメートル圏内は避難すると聞いて、沢山の観光バスが来た理由がわかりました。

■避難はどのようにされましたか
一度避難しましたが、私は水利組合の用事で３月13日に自宅に戻りました。それから３月20日まで、自宅にいまし

た。３月17日には町中の公衆電話つながるか見て歩きました。また、その日には米軍の無人偵察機が300メートルから
500メートルくらいの低空を飛んでいるのが見えました。
家族は３月12日に福島市へ、４月13日に岳温泉に避難しました。今、家族は仕事の関係でばらばらになりました。

■自治会の運営はどうですか
57戸のうち35戸が入居しています。小さい子どもがいるのは１戸だけです。あとは高齢者が多いです。うまくいっ

ているほうだと思います。「ふるさと浪江踊り隊」をつくって踊りをとおして交流しています。日赤の事業で花いっぱ
い運動などにも取り組んでいます。
■今の要望は何ですか
生活の目鼻がたっていません。計画を立てようにも、いつまでここにいなければならないか、はっきりしていませ

んし、自宅を復旧するための準備や、資材は足りるのか、支援はあるのかわかりません。これからが復興に大変な時期、
傷はいえないと思います。

浪江町民の生活再建に向け　活動していきたい!!

■地震発生時の様子を教えてください
私は双葉と富岡で花屋を営んでおり、当日は双葉店にいました。地震が収まり、

浪江町の自宅に一人でいた父が心配で一度自宅に戻り、無事を確認しました。近く
の親せきに父をお願いし、店に戻ると町内には人がおらず消防団員だけが残って
いました。「みんなどこいったの？」と聞くと、避難したと言われびっくりしまし
た。近くの小学校に行ってみると従業員や町民が多数避難していました。妻は富
岡店にいたので連絡が取れず、夜中の２時頃自宅に戻ると妻と子どもが余震が多い
ため車中に毛布１枚でいました。翌朝、父と合流し南相馬市へ避難。ここは大丈夫
だと思ったら、午後３時30分頃爆発音が聞こえました。原発から18キロの距離で
したが煙も見えました。夕方になり20キロ圏外に避難することになり原町区の体
育館に移動、3月15日に２回目の爆発がありました。もう近くにいられないと思い、
夜中に福島市の小学校へ、その翌日には伊達市の体育館へ移動しました。そこでタイベックススーツを着た方々にス
クリーニング検査を受けてくださいと言われ、何か隔離されたようで、初めて大変なことになっていると感じました。
その後、埼玉の知人宅に避難し、4月13日に第２避難所ができ猪苗代のホテルに移動して仮設住宅に移動する９月末ま
でお世話になりました。
■震災後大きく変わったことは何ですか
家族が２人亡くなりました。父はわれわれに必死になってついてきたのですが、避難先のホテルで転倒し車イス状

態になり「家に帰りたい。浪江…」と言い続け88歳で亡くなりました。また、震災当時、双葉病院に入院していて避
難先がわからなかった母は、手を尽くしようやく探し出し、４月に伊達市の病院で再会しました。しかし、震災前と
はまったく異なり、３月11日から16日まで放置されたショックでしょうか、いわゆる植物状態になったのを目の当た
りにして苦悩しましたが二年間頑張ったのちに亡くなりました。84歳でした。変わったことと言えば、私が浪江町議
会議員になったことです。浪江町のためというより町民の将来へ方向性が見いだせるよう活動に取り組んでいます。
■自治会の活動について教えてください
仮設住宅の皆さんには、仮設住宅がひとつの行政区と思ってほしいと言っています。恵向には131世帯ありますが、

入居当時は同じ町からの避難とは言っても全然知らない人が隣に住んでいるわけで、引きこもる年寄りも多く、殺伐
とした雰囲気もありました。これではいけないと思い、高齢者のため花植えをすることになりました。東京のNPOに
働きかけて募金活動をしたり、市場や資材屋さんの協力を得てプランター500セットを準備し、戸外に出て花の手入れ
などを楽しんでいました。また、この頃はみんなでラジオ体操をしたり、パークゴルフなどをしたりしています。
■今の思いを教えてください
浪江町に戻れない状況はまだ続きます。帰町したい方もいますが、ここで自立したい人もいます。私たちの生活再

建のため適切な賠償と支援が必要です。また、このたび本宮市長のご配慮でいち早く復興公営住宅が本宮市にもでき
ると聞き、ひと安心しています。最後に市民の皆さんにお願いがあります。いくら賠償金をいただいても、ふるさと
を追われる虚しさ、寂しさ、悲しさは埋めることができません。ぜひ、あったかい心で受け入れてください。今後と
もご支援をお願いします。

平本　佳司 さん
恵向応急仮設住宅自治会長

（浪江町立野）
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 6日 本宮第二中学校が仮校舎
　　　（荒井地区公民館）で授業開始［写真③］

 6日　県立本宮高等学校避難所閉鎖
21日 「原発事故の放射能健康リスクについて」
　　　講演会
 講師：福島県放射線健康リスク管理
　　　アドバイザー　髙村　昇氏［写真④］
22日 第一原発半径20km圏内を警戒区域に設定。緊急時避難準備区域・
　　　計画的避難区域の設定
26日 原木椎茸生産者との懇談会［写真⑤］
28日 株式会社イワキと東日本大震災における雇用支援協定を締結

６月
 1日 浪江町応急仮設住宅の建設開始
13日 町内会・行政区を対象に線量計の貸出開始［写真⑨］
18日 「放射線と日常生活での注意点」講演会
 会場：白沢公民館
 講師：日本大学専任講師野口邦和氏［写真⑩］
19日  小田急線相模大野駅で相模女子大生「がん
 ばろう日本！福島県本宮市応援フェア」を
 開催［写真⑪］
20日 市民を対象に線量計の貸出開始［写真⑫］
20日 被災者高速道路無料化開始

平成23年３月
11日 14：46東北地方太平洋沖地震発生　本宮市は震度６弱を記録
 14：50本宮市災害対策本部設置［写真①］、16：00避難所開設
 市内全域断水（一部を除く）
12日 市内全域停電復旧
 県立本宮高等学校が原発事故による避難所となる
12日 東電福島第一原発１号機水素爆発
14日 東電福島第一原発３号機水素爆発
17日 市内水道全面復旧
17日 福島県が市内で線量測定を開始

29日 市内全ての避難所を閉鎖。岩根高齢者ふれあいプラザ・白沢総合支所で環境放射線量測定開始

４月

５月
11日 保育所・幼稚園・小中学校で表土除去開始［写真⑥⑦⑧］

15日 計画的避難区域住民避難開始

［写真②］

①
②

③

④

⑤

⑥ ⑦ ⑧

⑩
⑨

⑫⑪
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11月
 7日 白沢総合支所敷地内に本宮市放射性物質測定所を開所［写真㉖］

 50歳以上の方を対象に電子式積算線量計の貸出開始
11日 埼玉県上尾市と「災害時相互応援に関する協定」を締結［写真㉗］
 放射性物質検出器による自家用農作物の検査開始
12日 あげお産業祭に参加（～13日、埼玉県上尾市）
13日 町内会・行政区による除染活動開始［写真㉘㉙］
19日 東日本物産展「本宮フェア」開催（東京都板橋区中板橋商店街会館）
25日 甲状腺超音波検査開始（国保白岩診療所）

10月
 4日  50歳未満の方を対象に電子式積算線量
　　　計の貸出開始
16日  東京電力福島原発放射能被害から市民を守る
　　　総決起大会（サンライズもとみや）［写真㉔］
16日  小田急線相模大野駅で「福島県本宮市応援フェア」開催
18日 野田首相へ緊急要望書を提出［写真㉕］

７月
 1日  「放射線と日常生活での注意点」講演会（青田農業構造改

善センター）放射線健康リスク管理アドバイザーに野口
邦和日本大学専任講師が就任［写真⑬］

 1日 本宮第二中学校仮設校舎完成［写真⑭］
 8日 県内産牛肉から暫定規制値を超える放射性セシウム検出
19日 飼養牛のと畜場の出荷制限
20日  農林水産大臣に原木しいたけの出荷制限関係緊急要

請書提出［写真⑮］
21日  市内幼児、小・中学生に屋内プールの無料開放開始
 （～８月31日）
26日 椎茸生産組合代表者会議
27日 小田部応急仮設住宅入居式［写真⑯］

⑬

⑭

⑮

⑯
8月
 8日 公園・各地区運動場などの除染作業開始［写真⑰］
20日 本宮市放射線量マップを公開
21日  「チャレンジ・ザ・サマー

イン直島2011」
 （～25日、香川県）［写真⑱］
23日 福島県原木椎茸生産者の
　　　会総決起大会［写真⑲］

⑰

⑱

⑲

９月
 1日 中学生以下の子どもと妊婦の方にガラスバッジ配付［写真⑳］
 東日本大震災に伴う浪江町避難者の支援等に関する協定書締結
 2日 野田内閣発足
11日 高校生および同年代の方に電子式積算線量計を貸出開始［写真㉑］
12日 浪江町役場本宮出張所開設（白沢総合支所内）［写真㉒］
15日 米の放射性物質検査を開始
27日 除染活動に伴う仮置き場の候補地に係る住民説明会（サンライズもとみや）
30日 除染活動に伴う仮置き場の候補地に係る住民説明会（白沢公民館稲沢分館）［写真㉓］

㉒

㉑

⑳

㉓

㉔

㉕

㉖

㉗

㉘

㉙

⑬
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６月
 1日 しらさわカルチャーセンター再オープン
15日 和田１区～６区住宅除染説明会（16日に７区～13区説明会）

２月
10日 復興庁発足
24日 本宮市イメージキャラクターまゆみちゃんに決定

本宮市イメージキャラクター
まゆみちゃん

12月
 1日 ホールボディカウンター測定開始［写真㉚］
 東日本大震災に係る本宮市感謝状贈呈式［写真㉛］
 2日 アサヒビール福島工場復興記念式（佐藤県知事、高松市長
　　　操業再開を祝う）
10日 埼玉県上尾駅「キラリ！"駅deほっと市"」で本宮市産品販売
15日 東日本大震災のパネル展を開催（～12月22日 中央公民館）
26日 副知事への企業立地に関する要望活動

３月
 9日 和田地区で住宅モデル除染を開始［写真33］
10日 本宮市復興の集い2012（～11日、サンライズもとみやほか）［写真34］
26日 まゆみちゃんラッピング広告タクシー運行開始［写真35］
 　　　※本宮市震災・原子力災害復興計画【第２版】を策定

４月
10日 放射能除染・モニタリングセンターを開所
 五百川幼保総合施設　愛称：五百川おひさま幼保園が開園

［写真36］
  福島第一原発事故に伴う警戒区域が田村市と川内村で先行解

除、避難指示解除準備区域と居住制限区域に再編
 5日 本宮第二中学校体育館新築工事始まる
19日 常緑キリンソウ贈呈を受ける［写真37］
20日 市道石神・堤﨑線の通行止め解除
27日 市道富士内・上沢線の通行止め解除

５月
 7日 本宮第二中学校校舎新築工事始まる
12日  埼玉県川口市で東北復興支援チャリティ歌謡

祭開催される
12日  埼玉県上尾市で西武ライオンズ野球教室開催

される［写真38］
26日 本宮市消防団が民友旗を受賞［写真39］

㉛

㉚

平成24年１月
 4日 福島環境再生事務所開設
17日  全国へそのまち協議会加盟市町村と「災害時の相互応援に関する覚書」を
　　　締結
28日 上尾市の本宮市支援事業「大宮アルディージャサッカースクール」開催［写真32］
29日 震災復興支援プロジェクト「日体大ダブルダッチサークル」来訪
 　　　※本宮市震災・原子力災害復興計画【第１版】策定 32

33

34

35

36

37

3938
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７月
学校等における屋外活動時間制限を解除
 5日 国会、福島原発事故調の報告書を公表
 5日  トリニティ・アイリッシュ・ダンス本宮公演開催される
　　　［写真40］
20日 荒井地区公民館内に自家用農作物の測定所開設
21日 本宮駅前東口広場整備工事が完了
　　　［写真41］
22日  室内遊び場「スマイルキッズパー

ク」オープン［写真42］
24日  Ｂ＆Ｇ海洋センターリニューアル

オープン
28日  ＳＬ福島復興号郡山駅～福島駅間を走行（～29日）［写真43］
28日  北海道富良野市で全国へそのまち協議会総会に参加、物産販売

を行う

８月
20日 「チャレンジ・ザ・サマーイン直島2012」（～8/24香川県）
20日  山梨県忍野村で「東日本大震災復興支援招待野球大会」に市内のスポ少招待される
21日 高松市長、福島県へ要望活動
23日 上尾市区長連合会県外研修で来訪
29日 早場米の米の全量全袋検査が始まる［写真44］

９月
19日 原子力規制委員会発足
28日 り災証明書発行・被害認定調査終了
29日 上尾市部長研修で来訪
下旬 和田地区住宅除染作業始まる［写真45］

10月
 2日 菅田橋が完成、開通式が行われる
 7日 野田首相が米の全量全袋検査視察のため来市
17日 市道堀切・赤坂線名郷跨線橋が完成、開通式が行われる
21日 上尾市「元気フェスタ原市2012」で物産販売［写真46］
22日 本宮市復興支援チャリティゴルフ大会開催される
27日  ちょっと素顔のもとみやの旅に上尾市から71人の皆さんが参加

［写真47］

11月
 　　　※本宮市除染実施計画【第３版】を策定
 5日 上尾市小泉事務区役員の皆さんが本宮市を来訪
10日 あげお産業祭で本宮市の中学生の壁画が披露される［写真48］
25日  本宮市民俗芸能大会を開催
　　　（上尾市と浪江町の伝統芸能保存会３団体も参加）

12月
 4日  高松市長、福島県へ「津波・原子力災害被災地域雇用創出企業立地補助金」対象区域の拡大を要望
 6日 高松市長、平野復興大臣との意見交換会に出席
26日 第二次安倍内閣発足

40

42

41

43

45

46

47

48

44
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２月
 1日 復興庁で根本復興大臣に要望活動［写真50］
 1日 福島復興再生総局が発足
10日  上尾市民駅伝競走大会に五百川小・白沢中の児

童・生徒が参加［写真51］
14日 福島県自民党ふくしま復興本部に要望書提出
20日 本宮第二中学校体育館新築復旧工事完了［写真52］
22日 高松市長、森まさこ大臣に要望活動［写真53］

３月
 2日 根本復興大臣が来訪、原木しいたけ生産者の要望を聞く
 8日  スマイルキッズパークとえぽかに、柿

の木プロジェクトで柿の木を植樹
　　　（～９日）［写真54］
10日  本宮市復興の集い2013開催（～11日、

サンライズもとみやほか）［写真55］
23日  浅草浅草寺で「本宮市大復興市」を
　　　開催［写真56］
27日 東京電力福島復興本社が来訪
29日  上尾市選出の埼玉県議団５名、
　　　本宮市を来訪

４月
10日 東京電力福島復興本社が来訪
16日  白沢中学校生徒も参加して、京都市錦市場で

本宮市特産品を販売［写真57］
19日 上尾市スポーツ少年団役員来訪
21日  第７回もとみやロードレース大会を開催
　　　（季節はずれの雪が降る）［写真58］

５月
 7日 地域懇談会を市内15カ所で開催（６月５日まで）［写真59］
 8日 上尾市議会議員来訪し、本宮市議会議員と合同研修会を開催
11日  上尾ライオンズクラブ創立40周年記念「小学生野

球教室」に市内のスポ少が参加（～12日）［写真60］
19日  青田地内に相模女子大学のマーガレット

ファーム開園［写真61］

６月
 1日  東北六魂祭が福島市で開催され、「安達太良

太鼓」と「八ツ田内七福神舞」
　　　が出演（～２日）［写真62］
 8日 ふくしま緑の百景歩こう会開催［写真63］
22日  日赤福島県支部主催で「元気あっぷライブ」

コンサートが開催される

平成25年１月
 1日 東京電力が福島復興本社設立
 4日 本宮市ご当地ナンバープレート交付開始
 9日 根本復興大臣が来訪、室内遊び場などを視察［写真49］
12日 上尾市でサッカースポ少交流事業に参加（～13日）
27日  東日本大震災復興支援プロジェクト事業「日体大ダブルダッチサー

クル」が２度目の来訪
31日  高松市長、第５回Ｂ＆Ｇ全国サミットで震災からの復興について

事例発表
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７月
 9日 市内の企業５社と災害時応援協定を調印［写真64］
19日 本宮第一中学校体育館連絡通路が完成
20日 スマイルキッズパークに砂遊びの部屋オープン
22日  東京都世田谷区長来訪、えぽかとスマイル

キッズパークを視察
29日 本宮第二中学校新校舎が完成
31日 埼玉県上尾市と友好都市締結［写真65］

８月
 2日 高松配水場竣工［写真66］
 3日  第36回世田谷ふるさと区民まつりで本宮市

産品を販売［写真67］
 5日 豪雨により市内で被害発生［写真68］
31日  全国へそのまち

協議会総会に高
松市長出席

９月
 7日 本宮第二中学校校舎完成式典を開催［写真69］
22日 市で初めての総合防災訓練を実施［写真70］
29日  宝くじスポーツフェア「ドリームベースボール」開催される
　　　［写真71］

10月
20日  上尾市「元気フェスタ原市2013」で物産

販売［写真72］
20日  第７回もとみや駅伝に上尾市から２チーム

参加［写真73］

11月
 7日  スマイルキッズパークにアスリートエリアを増設して

リニューアルオープン
　　　［写真74］
15日 放射線に関する講演会を開催
30日  福島県の観光と本宮市の復興

市（～12/1）［写真75］

12月
 2日 チェコ少女合唱団〈イトロ〉本宮公演
 6日 イルミネーション点灯式［写真76］

64
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　平成23年３月15日

３月11日午後２時46分に発生した東北地方太平洋沖地震により本市も甚大な被害を受けました。市の全域

において建物の破損や道路・上下水道の損壊など大きな被害が発生しました。避難所での不自由な生活を余

儀なくされている方々もおります。

市民の皆様方には、大変ご不便をおかけしておりますことにお詫び申し上げますとともに心からお見舞い

を申し上げます。

市といたしましても、地震直後から24時間体制で関係機関の協力をいただきながらライフラインの復旧を

行うとともに、避難所や相談窓口を開設し、被害調査にも全力で取り組んでおります。

しかしながら、この度の大震災は、東北・関東地方の広い範囲で発生し、すべての市民が被災している状

況にあるため、十分な対応に至らずにご不便をおかけしている点もあります。さらに、いまだに余震が続い

ていることや福島原子力発電所の影響も心配されております。今後の天候によっては土砂崩れなどの二次災

害の危険性もあります。また、食料品や生活物資が不足し、特にガソリンなどの燃料が供給不足の状況にあ

り、市民生活に不自由を来たしております。災害対応や復旧作業車両についても燃料不足の状況になってお

ります。

市民の皆様も大変ご心配のことと思いますが、どうか節約に努められるとともに、風評に惑わされること

なく、落ち着いた行動をとっていただきますようお願いいたします。

市といたしましてもできうる限りの情報収集に努め、皆様の安心を確保するべく懸命に対策を進めており

ます。

なお、市民課窓口サービスは通常通り行っておりますが、当面は災害対応を最優先に取り組まなければな

らず、その他の業務体制を整えるには時間を要することとなります。ご迷惑をおかけしますが何卒ご理解く

ださい。

この度の大震災は、日本全国に及ぶ非常事態であります。すべての市民が一致協力し、一日も早い復興に

向けて力を合わせなければなりません。どうか隣近所で助け合い、地域ごとに支え合いながらこの難局を乗

り越えるため、すべての市民の皆様のご理解とご協力を心からお願い申し上げます。

　平成23年４月11日

３月11日に発生いたしました「東北地方太平洋沖地震」は、国内観測史上最大となるマグニチュード9.0

を記録し、未曽有の大災害となりました。

被災されました皆様に、衷心よりお見舞いを申し上げます。

地震発生から、今日で１カ月が経過いたしました。本市におきましては、幸いにして震災による人的な被

この「市長メッセージ」は、東日本大震災以降、定期的に
防災無線で放送した市長メッセージの内容です。
その時の市長の思いをお伝えしています。
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害はありませんでしたが、住宅や公共施設、道路などに大きな被害を受けました。

加えて、東京電力福島第一原子力発電所の放射性物質漏えい事故により、市民生活や産業活動などに大き

な影響を及ぼしております。

市といたしましては、国および県に対し、事態の早期収束と対応につきまして、強く要望を行うとともに、

市民の皆様の生活と安全を守るため、全力で取り組んでおります。

本市における大気中の環境放射能の測定値は、１時間当たり２マイクロシーベルトを切る状況になっては

おりますが、引き続き注意深く監視を行い、情報収集に努めながら、随時、皆様にお知らせするとともに、

状況に応じて適切な対応を行ってまいります。

水道水につきましては、安全性が確認されておりますが、当面、１日おきの検査結果をお知らせいたします。

４月６日、市内の農地における土壌検査の結果が公表されました。本市を含む南達地域は、高い放射性物

質が検出され、県による再調査が行われています。この結果は、明日にも公表される見込みです。

農家の皆様には、農作業の延期をお願いしているところでございますが、一日も早く皆様の不安が解消さ

れるよう、水稲などの作付を前提として、国および県に対し、今後の方向性を早期に示すよう、関係機関と

連携しながら、強く働きかけを行っております。

農作物に関しましては、本県産の一部の野菜につきまして、摂取と出荷の自粛要請、原乳につきましては

出荷自粛要請が出されておりますが、市場に流通している農作物は安全性が確認されておりますので、地産

地消による皆様のご協力をお願いいたします。

今後は、商業、工業を含めた本市の産業全般につきまして、風評被害の影響を早期に解消すること、そし

て一日も早く震災からの復興を図っていくことが私の使命でありますので、全力を傾注し、取り組んでまい

りますことをお約束いたします。

市民の皆様には、今後の余震に十分ご注意をいただくとともに、それぞれの地域の中で力を結集され、共

にこの難局を乗り越えていただきますよう、ご理解とご協力を重ねてお願い申し上げ、市長のメッセージと

いたします。

　平成23年５月11日

３月11日に発生し未曽有の大災害をもたらしました「東日本大震災」から今日で２カ月が経過いたしまし

た。未だ、市内各所には大きな爪あとが残っております。また、東京電力福島第一原子力発電所の放射性物

質漏えい事故により、市民生活や産業活動などには大きな影響を及ぼしております。

これまでの２カ月間、市民の皆様をはじめ各種団体、企業の皆様方からは、多くの物資や義援金など心温

まるご支援をいただきました。

また、多くの方々にボランティア活動などのご協力をいただきました。あらためまして、皆様のご支援ご

協力に深く感謝申し上げる次第でございます。

さて、現在、市民の皆様にとって大きな不安となっております放射能汚染の関係でございますが、本市に

おける大気中の環境放射能の測定値は、４月以降各地区とも横ばいか減少傾向で推移しております。心配さ

れております保育所・幼稚園・小中学校につきましても、現在は、国の基準で示されました１時間当たり3.8

マイクロシーベルトをすべて下回っております。

しかしながら、放射能から子どもの安全を守り、保護者の皆様の安心を確保するために、安達地方市町村

会での協議により、市内全ての小中学校、保育所、幼稚園の校庭の表土を除去することといたしました。方
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法といたしましては、校庭、園庭の一角に穴を掘り、遮へいシートを敷き、表土を埋め、その上にきれいな

土を覆土するというものです。

これにより、放射線レベルは大幅に低下することとなり、大きな成果が得られるものと確信しております。

５月中には完了する予定で実施いたしますが、あくまでも仮置きとするもので、将来的には国への対応を要

望いたします。

また、農作物関係では、水稲の作付けなども始まり、今後は販売に向けた風評被害が心配されますが、影

響が発生した場合の補償問題についても関係機関と連携を深め、しっかりと東京電力や国に対する要望を

行ってまいりたいと考えております。

また、市では、浪江町からの要請を受け、原発事故の影響により浪江町からの避難を余儀なくされている

方々のために、仮設住宅の建設に向けた用地の確保を進めております。同じ県民として被災された方々のた

めに積極的な協力をしていかなければならないと考え、議会の皆様と協議をしながら、建設することで検討

を進めております。市民の皆様には、同じ被災者として何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げる次第で

ございます。

なお、現在、各地において地域懇談会を開催致しております。市民の皆様のご意見ご要望などを頂き、市

政運営の糧と致したく思います。ぜひ、ご出席を賜ればと存じます。

大震災から２カ月が経過し、未だ復興への道のりは厳しいものがございます。しかしながら、原子力発電

所が安定的に収束に向かうことになれば、復興へのスピードも増してくるものと考えております。

今後も市民の皆様の不安を払拭するため、全力を傾注し、復興に向けた努力をしてまいります。

そして、元気な「もとみや」を取り戻すため、市民の皆様とともに一歩一歩前を向き進んでまいりたいと

考えておりますので、さらなるご理解とご協力をお願い申し上げます。

これをもちまして、震災２カ月を迎え、私からのメッセージといたします。

　平成23年６月11日

３月11日に発生し未曽有の大災害をもたらしました「東日本大震災」から今日で３カ月が経過いたしまし

た。市内各所には大きな爪痕が残っておりますが、徐々にではありますが確実に復旧の足音が聞こえ始めて

おります。

これまでの３カ月間、市民の皆様をはじめ、各種団体、企業の皆様方からは、多くの物資や義援金など心

温まるご支援をいただき、ご支援ご協力に深く感謝申し上げる次第でございます。

先月、市内の地域ごとに市民の皆様と率直な意見交換をさせていただきました懇談会では、多くの方々か

ら東京電力福島第一原子力発電所放射能事故に関わる御意見をいただきました。

日常生活や農業・商業・工業活動など、広範囲な影響を及ぼしており、予断を許さない状況が続いており

ます。

日常生活では、心配されております保育所・幼稚園・小中学校につきまして、国の示す基準以下であって

も、放射能から未来を担う子どもたちの安全を守り、保護者の皆様の安心を確保するために、市内全ての小

中学校、保育所、幼稚園の校庭の表土を除去する作業を終えました。

農作物関係では、一部作物の摂取出荷制限がなされ、稲作も田植えを終えたばかりの段階でいろいろなか

たちでの被害が心配されますが、市といたしましては、影響が発生した場合の補償などの問題につきまして

も関係機関と連携を深め、しっかりと対処してまいります。
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また、一連の放射能汚染に係る市民の皆様の受け止め方は、国がマスコミを通じて「安全」を広報しても、

決して「安心」に至ることができない状況にあると考えます。市といたしましては、13日・月曜日から放射

線量測定機器を、町内会とPTAを対象に貸出しいたします。

なお、本日・土曜日より市役所・生活安全課で電話による予約の受付をさせていただきます。

また、16日・木曜日からは広く個人の皆様への貸出しを行うための予約を開始いたします。

そして、皆様とともに市内全域の詳細な放射線量を計測して、「本宮市独自の線量マップ」を作成・公表

いたしたいと考えておりますので、ご協力をお願い申し上げます。

また、市では、浪江町からの要請を受け、原発事故の影響により浪江町からの避難を余儀なくされている

方々のために、仮設住宅の建設に向けた用地を確保し、県の事業として着工されました。同じ県民として被

災された方々のために積極的な支援をしていかなければならないと考えておりますので、市民の皆様のご理

解とご協力をお願いいたします。

３月の大震災と翌月の大きな余震、また放射能事故に見舞われましたなか、ともすれば日常の生活から娯

楽や各地区での各種集会、外での飲食といった楽しみまで互いに自粛する傾向が感じられる状況にあります。

これらの事が、市内の各種商店や飲食店などの賑わいに影響を及ぼすことも危惧されておりますので、可能

な範囲で、今まで同様の生活をお願いいたします。そのことが、元気なもとみやを取り戻すための力になる

と考えております。

私は、今後も市民の皆様の不安を払拭するために、全力を傾注し、復興に向けた努力をしてまいります。

そして、繰り返しになりますが、一日も早く元気なもとみやを取り戻すために、市民の皆様とともに一歩一

歩前を向き進んでまいりたいと考えておりますので、さらなるご理解とご協力をお願い申し上げます。

これをもちまして、震災３カ月を迎え、私からのメッセージといたします。

　平成23年７月11日

３月11日の「東日本大震災」から、今日で４カ月が経過いたしました。震災当日、降りしきる雪のなかで

家屋が損壊し、頻発する強い余震のなか互いに安否を気遣い、避難をされた市民の皆様にも、徐々にではあ

りますが着実に復旧・復興へ前進しつつあると感じております。

これまでの４カ月間、市民の皆様をはじめ、各種団体、企業の皆様方からは、多くの物資や義援金など心

温まるご支援をいただき、ご支援ご協力に深く感謝申し上げる次第でございます。

当初、本宮市は「震度５強」と発表されましたが、隣接市町村や中通り地域の多くが「震度６弱」以上で

あり、市として国に対し被害の状況がそれらの市町村と差異が無いことを強く説明しました結果、震災から

３カ月が経過しました先月23日、気象庁が本市を「震度６弱」と訂正する成果を得ることができ、このこと

は今後の本市災害復旧事業に対する国からの財政支援に、大きく貢献するものと認識いたしております。

また、東京電力福島第一原子力発電所放射能事故につきましては、日常生活や農業・商業・工業活動など、

広範囲な影響を及ぼしており、いまだ市民の皆様には不安な日々を過ごしておられる状況が続いております。

そのようななかで、先月より町内会やPTAの方々をはじめ、市民の多くの皆様の協力をいただきながら、

市内全域の詳細な放射線量を計測し、「市独自の線量マップ」を作成することにつきましては、児童・生徒

が夏休みを迎える前を目標として公表し、注意すべき箇所などの情報を市民の皆様と共有しながら、今後は

市内３ヵ所で放射線と日常生活での注意点などに関する講演会でお世話になりました「日本大学専任講師の

野口邦和先生」を本市の「アドバイザー」として委嘱し、運動場・広場・公園などの「除染」についての行
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動を急ぎたいと考えております。

これらの内容と併せて、市では乳幼児から中学生までの子どもさんと、妊婦の皆様に対して「積算線量計・

ガラスバッジ」をお配りして、「未来を担う世代」の健康管理に意を注いでまいりたいと考えておりますの

で、ご理解をお願い申し上げます。

梅雨に入り、高温多湿な季節のなか全国的に「節電」が要請される状況となり、本市でも家庭や職場にお

いて御協力を頂いておりますことに対し、心より御礼申し上げます。

市といたしましては、少しでも市民の皆様が憩える場を提供させて頂くために、「中央公民館」や「えぽ

か」、「白沢公民館」と「しらさわ夢図書館」では、快適な空調設定をいたしており、また夏休みの期間には、

市内の小中学生および幼児と付き添いの方を対象に「市民プール」と「白沢Ｂ＆Ｇ海洋センター」を無料開

放させていただきますので、ぜひご利用頂きますようお願いいたします。

また、原発事故の影響により居住地からの避難を余儀なくされている方々に対して、県の事業として本市

に建設された仮設住宅には、浪江町の方々が今月中旬ごろより入居を予定されております。本市も被災地で

はありますが、同じ県民として積極的な支援をしていかなければならないと考えておりますので、ご協力を

お願いいたします。

私は、今後も市民の皆様が抱かれる様々な不安を払拭するために、全力を傾注し、復興に向けた努力をし

てまいります。そして、一日も早く元気なもとみやを取り戻すために、市民の皆様とともに進んでまいりた

いと考えておりますので、さらなるご理解とご協力をお願い申し上げます。

これをもちまして、震災４カ月を迎え、私からのメッセージといたします。

　平成23年８月11日

３月11日の「東日本大震災」から、今日で５カ月が経過いたしました。暦の上では立秋を迎えたなかで、

徐々にではありますが着実に復旧・復興へ前進しつつあると感じております。

これまでの５カ月間、市民の皆様をはじめ、各種団体、企業の皆様方から絶えることなく多くの物資や義

援金など心温まるご支援をいただき、深く感謝申し上げる次第でございます。

震災からの復旧・復興は、東京電力福島第一原子力発電所放射能事故が、大きな問題でありますことは周

知の事実であり、本市はもとより、全国的に日常生活や農業・商業・工業活動など広範囲な影響を及ぼし、

いまだ市民の皆様には不安な日々を過ごしておられる状況が続いております。

時間の経過とともに対応すべき問題が新たに生じるなかにあって、本市は震災以降、国や県の関係機関に

対して、様々な要望活動を展開してまいりました。喫緊の課題は、放射線量の低減化対策と農畜産物への実

害および風評被害に関するものであります。そのようななか、８月５日の金曜日、東京電力の副社長が謝罪

に来庁しました。本市は、市民を代表して最大限の憤りをもって抗議し、併せて放射線量対策を含む事故の

収束と、市民の健康対策および損害賠償・補償などに関して、東京電力が国とともに全責任を負うことを要

求する旨の「緊急要請書」を手渡しました。その内容は、市のホームページに掲載しておりますのでご覧い

ただきたいと思います。

市ではこれまで、毎月の「広報もとみや」を補足すべく「号外」を随時発行してまいりましたが、市民の

皆様が抱く不安や疑問に十分には対応できていないことを反省しております。

放射線量の低減に関する知識や方法、食生活関連の不安や疑問、そして可能な限り汚染から家族を守る「野

菜等の食べ方の安全マニュアル」を、季節の移り変わりに則して、具体的に掲載させていただきたいと考え
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ております。

次に、６月より町内会やPTAの方々をはじめ、市民の多くの皆様の協力をいただきながら、市内全域の

詳細な放射線量を計測し、「市独自の線量マップ」を作成することにつきましては、随時その結果を公表し

ております。全般的に言えますことは、雨水などの流れが影響しており、芝や草、更には側溝、家屋では屋

根から伝う雨どいの部分が高い数値を示す傾向にあります。

これら注意すべき個所などの情報を市民の皆様と共有しながら、本市のアドバイザーとして委嘱しており

ます日本大学専任講師・野口邦和先生の指導と助言を受けながら、既に実施いたしました「小中学校などの

校庭」の除染方法と同じ作業が可能な「市内88施設の運動場・広場・公園など」から順次作業を開始してお

ります。少しでも早く、市民の皆様の安全を確保したうえで、それぞれの地域で各種行事などにご利用いた

だけますよう実施してまいります。

また、市では乳幼児から中学生までの子どもさんと、母子健康手帳をお持ちの妊婦の皆様に対して、「積

算線量計・ガラスバッジ」を９月より無料でお貸しいたしまして、「未来を担う世代」の健康管理に意を注

いでまいりたいと考えております。また、電子式線量計を活用することでその対象を、希望される高校生や

妊娠の可能性のある方にも拡大したいと考えておりますので、ご理解をお願い申し上げます。

農畜産物の実害と風評被害は、日増しにその内容が拡大の様相を呈し、全国的に深刻な問題として報道さ

れております。本市といたしましては、農家などの皆様に対して独自に実施できる支援策を検討いたしまし

た結果、被災農家などが金融機関からの資金貸付を受ける際の「信用保証料や償還利子の助成制度」を創設

し、併せてＪＡみちのく安達と安達管内自治体で「原発事故に伴う販売代金立替払い」制度を構築いたしま

したので、日々の生活を守るためにご活用願います。また、生産される野菜などの安全を担保すべく、簡易

線量測定機器を配置することとし手続きを進めておりますので、準備が整い次第速やかにお知らせいたしま

す。

原発立地地域より避難を余儀なくされている方々へ、県の事業として本市に建設された仮設住宅には、浪

江町の方々が７月27日より順次入居を開始されております。本市も被災地ではありますが、同じ県民として

積極的な支援をしていかなければならないと考えておりますので、ご協力をお願いいたします。

私は、今後もあらゆる機会を通じて、市民の皆様からの御意見などを拝聴し、皆様が抱かれる様々な不安

を払拭するために、全力を傾注し、復興に向けた努力をしてまいります。そして、一日も早く元気なもとみ

やを取り戻すために、市民の皆様とともに進んでまいりたいと考えておりますので、さらなるご理解とご協

力をお願い申し上げます。

これをもちまして、震災５カ月を迎え、私からのメッセージといたします。

　平成23年９月11日

３月11日の「東日本大震災」から、今日で半年が経過いたしました。

朝夕は日ごとに涼しさを増すこの季節、例年でありましたならば実りの秋を迎えるところでありますが、

東京電力福島第一原子力発電所の放射能事故の影響により、市民の皆様には依然として、心休まることのな

い日々をお過ごしのことと存じます。また、改めて今回の大震災により尊い命を落とされました多くの皆様

に対し、市民の皆様とともに心から哀悼の意を表したいと存じます。

震災からの復旧・復興は、原発事故と放射能問題への対応が重要でありますことは、これまで繰り返し申

し上げてまいりました。全国的に日常生活や農業・商業・工業活動など広範囲な影響を及ぼし、安全安心な
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生活を取り戻すためには、なお多くの課題が山積しております。

本市は震災以降、国や県の関係機関に対して、様々な要望活動を展開しながら、本来原因者である事業者

の東京電力と国の責任において対処されるべきことであっても、遅々として進まない状況を打開すべく、市

が実行できる対応策を冷静に見極めながら対応してまいりました。

そのようななかで、喫緊の課題であります放射線量の低減化対策と農畜産物への実害および風評被害に関

しまして、現在までの状況をお伝えいたします。

本市のアドバイザーとして委嘱しております日本大学・野口邦和先生の指導と助言を受けながら、既に終

了しました小中学校などの校庭の除染方法と同じ作業が可能な「市内各施設の運動場・広場・公園」などに

つきましては、順次作業が終了し、市民の皆様の安全を確保したうえで、それぞれの地域でご利用いただい

ております。また、それ以外の生活道路をはじめとした放射線量軽減対策につきましては、「汚泥などの一

時仮置き場」を確保したうえで、速やかな実施を目指したいと考えておりますので、市民の皆様のご理解と

ご協力をお願いいたします。

次に、多くの市民の皆様方の協力を得ながら進めております「市独自の放射線量マップ」の作成と公表に

つきましては、いままで２種類の簡易線量計を貸出しして、その報告値に基づき作成したものを、市のホー

ムページや広報などでお知らせしてまいりました。12日以降は、それらの簡易線量計の機器を統一し、市で

測定しています各地区公民館なども同一機器とすることで、より正確な比較が可能となる放射線量マップを

作成配布することといたしております。

また、これまで行政無線により連日公表してまいりました市内各地域の放射線量測定値につきましては、

日々の変動がごくわずかであり落ち着いた状況にありますことから、明日以降は、火曜日と木曜日と土曜日

の「週３回のお知らせ」に変更させていただきますので、ご理解をお願い申し上げます。

また、乳幼児から中学生までの子どもさんと、母子健康手帳をお持ちの妊婦の皆様に対する「積算線量計・

ガラスバッジ」の無料貸出しを開始し、希望される高校生や妊娠の可能性のある方への電子式線量計の貸出

しも近日中に予定しております。また市民の皆様方からのご要望が多い、放射線による影響を受けやすい子

どもたちと市民の健康管理につきましては、長期的に見守る方策として「ホールボディカウンター」の設置

を検討し、速やかに準備を進めたいと考えておりますので、ご理解をお願い申し上げます。

次に、農畜産物の実害および風評被害は、米の収穫期を迎え、早場米から順次県が検査を実施して、玄米

や精米に含まれる放射性物質の値が、日々新聞などで報道されております。生産者と消費者それぞれの立場

からそれらの報道に接しておられることと存じますが、本市といたしましては、風評被害対策が重要と考え、

大消費地であります首都圏を中心に各種イベントの機会を利用して、安全性をＰRしてまいります。

また、生産・消費される野菜などの安全を担保すべく、「簡易線量測定機器」を10月上旬には配置すべく

準備を進めておりますので、多くの市民の皆様にご活用いただきたいと考えております。

次に、原発立地地域より避難を余儀なくされ、県が市有地に建設いたしました仮設住宅には、浪江町の方々

をはじめ、順次入居がなされております。本市は浪江町と協定を締結し、12日より白沢総合支所内に、浪江

町役場出張所が開設されることとなりました。今後も積極的な支援をしていかなければならないと考えてお

りますので、ご協力をお願いいたします。

また、本市は合併から５年目を迎えるなかで、今回のような大規模災害時には、隣接する県内自治体との

相互支援とは別に、被災していない遠隔地にある自治体と防災協定を含む内容での「姉妹都市交流」の必要

性を痛感いたしました。そのための一歩として、市のホームページにも掲載しております「埼玉県上尾市」

との交流を幅広く展開してまいりますので、市民の皆様の各種交流事業へのご協力をお願いいたします。
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結びに、私は今後もあらゆる機会を通じて、市民の皆様からのご意見などを拝聴し、皆様方が抱かれる様々

な不安を払拭するために、全力を傾注し復興に向けた努力をしてまいります。そして、一日も早く「元気な

もとみや」を取り戻すために、市民の皆様とともに進んでまいりたいと考えておりますので、さらなるご理

解とご協力をお願い申し上げます。

これをもちまして、震災後半年を迎え、私からのメッセージといたします。

　平成23年10月11日

３月11日の「東日本大震災」から、今日で７カ月が経過いたしました。

木の葉も色づきはじめ、秋晴れの季節を迎えましたが、いまだ東京電力原発事故の収束を見ない中で、市

民の皆様には健康不安の増大、農産物や畜産と合せて商工業などへの実害および風評被害の深刻化など、依

然として心休まることのない日々をお過ごしのことと思います。

市では震災からの復旧・復興を実現させるために、被災した道路や公共施設の改修に全力をあげて取り組

んでおります。原発事故の放射能問題への対応につきましては、安全安心な生活を取り戻すために、既に終

了しました小中学校の校庭および市内各施設の運動場・広場・公園に引き続き、生活道路をはじめとした広

範囲な放射線量軽減対策が喫緊の課題となっております。そのためには、放射性物質を含む汚泥などの仮置

き場を確保したうえで、速やかな実施を目指したいと考え、市内２カ所の候補地につきまして、先月該当地

域の皆様へ説明会を開催させていただきました。会場へおいでいただきました市民の皆様からは、率直なご

意見とともに切実なご要望を賜りました。更に、仮置き場の確保につきましては、10月５日に国の災害復興

対策本部福島現地対策本部長などに対して、国の責任で設置すべきとの緊急要望書を提出いたしました。

本市は震災以降、国や県の関係機関に対して、様々な要望活動を展開しながら、本来原因者である事業者

の東京電力と国の責任において対処されるべきことであっても、遅々として進まない状況を打開するために、

市が実行できる対応策を、冷静に見極め対応してまいりました。

このような中、市といたしましては、市民の健康と安全・安心な生活を守るために全市民が一つになり、

今後の復興へ向けて思いを結集し、皆様が抱く日常生活の不安や切実な要望を直接国や東京電力に訴える機

会を、ぜひとも設けるべきとの判断に至り、10月16日の日曜日、午後５時からサンライズもとみやを会場に

「東京電力福島原発放射能被害から市民を守る総決起大会」を開催することといたしました。この大会は、

市議会および各種団体のご賛同をいただき、実行委員会を設立し開催することといたしました。この大会を

通して、市の現状を訴えてまいりたいと思いますので、多くの市民の皆様のご参加をお願い申し上げます。

次に、多くの市民の皆様方の協力をいただきながら進めております「市独自の放射線量マップ」の作成と

公表につきましては、先月中旬以降、簡易線量計の機器を統一し、市で測定しております各地区公民館など

も同一機器とすることで、より正確な比較が可能となるかたちでマップを作成し、来月中には全世帯配布に

より公表することといたしております。

また、乳幼児から中学生までの子どもさんと、母子健康手帳をお持ちの皆様に対する「積算線量計・ガラ

スバッジ」の無料貸出しや、希望される高校生などを対象としました電子式線量計の貸出しも、多くの方に

利用いただいております。先週４日からは、電子式線量計の貸出し対象範囲を、50歳未満の方まで拡大させ

ていただき、今週金曜日まで予約を受け付けております。また、放射線による影響を受けやすい子どもたち

と市民の健康管理につきましては、長期的に見守る方策として「ホールボディカウンター等」の設置を予算

化し、年内の設置を目指して準備を進めております。
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次に、農畜産物の実害および風評被害は、米の収穫期を迎え、県が実施した本市の一般米の放射性物質に

関する予備調査と本調査では、旧市町村単位の８地区全てにおいて、暫定基準値を超える値は示されず、市

内全域で収穫された米の出荷販売が可能となりました。生産者と消費者それぞれの立場からそれらの報道に

接しておられることと存じますが、本市といたしましては、風評被害対策が重要と考え、首都圏を中心に杉

並区高円寺パル商店街、板橋区上板南口銀座商店街や相模女子大学などをはじめとした本市をご支援してい

ただいております団体などが開催する各種イベントの機会を利用して、安全性をＰRしてまいります。

本市といたしましては、これまで申し上げました放射能被害から、一日も早い生活環境の回復に向けた環

境浄化と市民の皆様の健康管理、安全をＰRするための販売促進や農業をはじめ地場産業の振興など、震災

を契機としてこれまで以上に災害に強いまちづくりを大きな柱としました、持続可能な活力あるまちづくり

を目指す「復興計画」を策定してまいります。その中で、本市が福島県の中央に位置することを「福島のへ

そのまち もとみや」として、広くＰRする内容を盛り込みたいと考えております。

次に、原発立地地域より避難を余儀なくされ、県が市有地に建設いたしました仮設住宅には、浪江町の方々

をはじめ、順次入居がなされております。本市は浪江町と協定を締結し、先月より白沢総合支所内に、浪江

町役場出張所が開設され、今月には仮設住宅に入居される方々による自治会も組織されることとなりました。

今後も積極的な支援をしていかなければならないと考えております。

また、本市は合併から５年目を迎えるなかで、今回のような大規模災害時には、被災していない遠隔地

の自治体と防災協定を含む内容での交流の必要性を前回のメッセージで申し上げました。その一歩として、

「埼玉県上尾市」との交流を小学生たちの宿泊事業から始め、多くの子どもたちが上尾市を訪問いたしまし

た。来月には、上尾市産業祭に参加させていただき、今後も幅広く展開してまいりますので、市民の皆様の

各種交流事業へのご協力をお願いいたします。

結びに、私は今後もあらゆる機会を通じて、市民の皆様からのご意見などを拝聴し、皆様方が抱かれる様々

な不安を払拭するために、全力を傾注し復興に向けた努力をしてまいります。そして、一日も早く「元気な

もとみや」を取り戻すために、市民の皆様とともに進んでまいりたいと考えておりますので、さらなるご理

解とご協力をお願い申し上げます。

これをもちまして、震災後７カ月を迎え、私からのメッセージといたします。

　平成23年11月11日

３月11日の「東日本大震災」から、今日で８カ月が経過いたしました。

暦の上では立冬を迎えましたが、いまだ東京電力原発事故の収束を見ない中で、市民の皆様には健康への

不安や、農畜産物および商工業への実害と風評被害は深刻であり、依然として心休まることのない日々をお

過ごしのことと思います。

市では震災からの復旧・復興を実現させるために、被災した道路や公共施設の改修に全力をあげて取り組

んでおります。特に通行止めとなっております道路の復旧につきましては、全力を挙げて対処してまいりま

す。更に原発事故の放射能問題への対応につきましては、通学路をはじめとした広範囲な放射線量軽減対策

が重要な課題と位置づけ、市内全域の放射線量測定を実施しております。今月中には、その結果に基づく線

量マップを作成し、全世帯へ配布させていただきます。

また、乳幼児から中学生までの積算線量計・ガラスバッジの貸出しと並行して、希望される市民の方を対

象としました電子式線量計の貸出しも、その対象範囲を50歳以上の方まで拡大させていただいております。
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更には、放射線による影響を受けやすい子どもたちと市民の健康管理につきましては、長期間見守る方策と

して「ホールボディカウンター」や「甲状腺超音波検査機器」を、今月中に設置することで進めております。

次に、農畜産物の実害および風評被害について、本市といたしましては、風評被害対策として首都圏を中

心に杉並区や板橋区の商店街、更には相模女子大学などをはじめとした首都圏の大学のイベント開催時に、

本市の農産物の安全性を積極的にＰRしております。

また、市民の皆様が自家消費用に生産された農産物の安全を、自ら確認していただくために測定機器を導

入し、白沢総合支所内に「放射性物質測定所」を開所いたしました。なおこの検査測定は、７日より希望さ

れる方々からの受付を開始いたしまして、ご利用いただける状況にあります。今後は、給食センターにも同

様の測定機器を設置するとともに、今後の利用状況を見ながら測定所を増設したいと考えております。

本市は震災以降、国や県の関係機関に対して、様々な要望活動を展開しながら、本来原因者である事業者

の東京電力と国の責任において対処されるべきことであっても、遅々として進まない状況を打開するために、

市が実行できる対応策を、冷静に見極め対応してまいりました。

このような中、先月16日にはサンライズもとみやを会場に、約１千人の市民の皆様とともに「東京電力福

島原発放射能被害から市民を守る総決起大会」を開催し、全市民の健康と安全安心な生活を守るため、日常

生活の不安や切実な要望を国や東京電力に訴えることができました。また翌々日には、県内の仮設住宅など

の視察に訪れた野田内閣総理大臣に対しても、総決起大会の決議内容を記載した緊急要望書を直接手渡し、

本市の現状を訴えてまいりました。

本市といたしましては、これまで申し上げました放射能被害から、一日も早い生活環境の回復に向けた環

境浄化を、特に放射能除染対策のための仮置き場対策については、全力で取り組み、市民の皆様の健康管理、

安全をＰRするための販売促進や農業をはじめ地場産業の振興など、これまで以上に災害に強いまちづくり

を大きな柱とし、併せて本市が福島県のほぼ中央に位置する地の利を活かし「福島のへそのまち もとみや」

を広くＰRするかたちで「復興計画」を年度内に策定してまいります。

また、今回のような大規模災害時には、被災していない遠隔地の自治体と防災協定を含む内容での交流が

必要であると考え、その一歩として、「埼玉県上尾市」との交流を小学生たちの宿泊事業から始めました旨

を前回のメッセージで申し上げましたが、本日11日に上尾市役所での「災害時相互応援協定」の調印式に臨

み、明日開催されます「あげお産業祭」でも、本市農産物などの販売促進を図ってまいりますので、今後幅

広く展開されます各種交流事業に対して、市民の皆様のご協力をお願いいたします。

結びに、私は今後もあらゆる機会を通じて、市民の皆様からのご意見などを拝聴し、皆様方が抱かれる様々

な不安を払拭するために、全力を傾注し復興に向けた努力をしてまいります。そして、一日も早く「元気な

もとみや」を取り戻すために、市民の皆様とともに進んでまいりたいと考えておりますので、さらなるご理

解とご協力をお願い申し上げます。

これをもちまして、震災後８カ月を迎え、私からのメッセージといたします。

　平成23年12月11日

安達太良の山並みも冬景色となり、師走の寒さが厳しい季節、３月11日の「東日本大震災」から、今日で

９カ月が経過いたしました。

東京電力原発事故による様々な問題の中で、いまだ市民の皆様には健康への不安や、農畜産物および商工

業への実害と風評被害は深刻であり、依然として心休まることのない日々をお過ごしのことと思います。

”あ
の
日
を
忘
れ
な
い
“
も
と
み
や
の
記
録

102



本市は震災以降、国や県の関係機関に対して、様々な要望活動を展開しながら、本来原因者である事業者

の東京電力と国の責任において対処されるべきことであっても、遅々として進まない状況を打開するために、

市が実行できる対応策を、進めてまいりました。

それらの内容を申し上げますと、市では震災からの復旧・復興を実現させるために、被災した道路や公共

施設の改修に全力をあげて取り組んでおります。特に通行止めとなっております道路の復旧につきまして

は、全力を挙げて対処しております。更に原発事故の放射能問題への対応につきましては、通学路をはじめ

とした広範囲な放射線量軽減対策が重要な課題と位置づけ、市内全域の放射線量測定を実施して、先月には、

その結果に基づきます市独自の線量マップを、全世帯へ配布させていただきました。

また、乳幼児から中学生までの積算線量計・ガラスバッジの貸出しと並行して、希望される市民の方を対

象としました電子式線量計の貸出しも、その対象範囲をすべての年齢層まで拡大させていただいております。

更には、放射線による影響を受けやすい子どもたちと市民の健康管理につきましては、長期間見守る方策と

して「ホールボディカウンター」や「甲状腺超音波検査」を、順次開始いたしました。なお、これら一連の

検査などを受けていただいた子どもさんや成人の方の結果数値では、現在のところ健康への影響が心配され

る方はおられません。

次に、農畜産物の実害および風評被害について、本市といたしましては、風評被害対策として首都圏を中

心に杉並区や板橋区の商店街、更には相模女子大学などをはじめとした首都圏の大学等のイベント開催時に、

本市の農産物の安全性を積極的にＰRしております。

また、市民の皆様が自家消費用に生産された農産物の安全を、自ら確認していただくために測定機器を導

入し、白沢総合支所内に「放射性物質測定所」を開所しまして、希望される方にご利用いただける状況にあ

ります。また、給食センターにも同様の測定機器を設置することで、安全安心を担保すべく対応しておりま

す。

本市といたしましては、これまで申し上げました放射能被害から、一日も早い生活環境の回復に向けた環

境浄化を、特に放射能除染対策のための仮置き場対策については、全力で取り組み、市民の皆様の健康管

理、安全をＰRするための販売促進や農業をはじめ地場産業の振興など、これまで以上に災害に強いまちづ

くりを大きな柱とし、併せて本市が福島県のほぼ中央に位置する地の利を活かし「福島のへそ・本宮」を広

くＰRするかたちで「復興計画」を年内に策定いたします。

また、今回のような大規模災害時には、被災していない遠隔地の自治体と防災協定を含む内容での交流が

必要であると考え、その一歩として、「埼玉県上尾市」との交流を小学生たちの宿泊事業から始め、先月11

日には上尾市での「災害時相互応援協定」の調印式に臨み、翌日には「あげお産業祭」でも、本市農産物な

どの販売促進を図ってまいりました。今後も引き続き協力関係を築きながら、復興へのステップを着実に進

めてまいりたいと思います。

結びに、私はこれまで以上に、市民の皆様からのご意見などを直接拝聴し対話を進めるために、従前より

実施しております「まちづくり出前講座」のメニューに、「市長の話を聞いてみたい！」の項目を追加させ

ていただき、また、これとは別に市役所へおいでいただき直接意見交換をさせていただく「市長とふれあい

まちづくりトーク」を始めさせていただきます。

これらの機会を通じまして、市民の皆様方が抱かれる様々な不安を払拭するために、全力を傾注し復興に

向けた努力をしてまいります。そして、一日も早く「元気な本宮」を取り戻すために、市民の皆様とともに

進んでまいりたいと考えておりますので、さらなるご理解とご協力をお願い申し上げます。

これをもちまして、震災後９カ月を迎え、私からのメッセージといたします。
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　平成24年１月１日

新年あけましておめでとうございます。市長の高松義行でございます。

市民の皆様には、平成24年の輝かしい新春をお健やかにお迎えのことと、お慶び申し上げます。また、日

ごろより市政運営に格別のご理解とご協力を賜り、心より厚く御礼を申し上げます。

平成19年の元日に誕生しました本市は、「水と緑と心が結びあう未来に輝くまち」を将来像としてその実

現に向けて歩み始めてから、５年が経過いたしました。その様ななか、昨年２月４日より市長に就任いたし

ました私は、佐藤嘉重前市長が築かれました市政の基盤を引き継ぎ、福祉、教育・子育て支援などの各分野

において「ステップアップ」を目指し、安心して暮らせるまちづくりを、皆様とともに取り組むべく、その

一歩を踏み出させていただきました。

しかしながら、昨年３月11日の「東日本大震災」は、国内観測史上最大となりますマグニチュード9.0を

記録し、大きな被害をもたらしました。この地震により「東京電力福島第一原子力発電所の事故」を誘発し、

放射性物質を飛散させ、結果さまざまな問題を呈しております。本市におきましては、幸いにして震災によ

ります人的被害はありませんでしたが、原発の放射性物質漏えい事故は、時間の経過とともに市民の暮らし

や生産活動などに多くの問題をもたらし、現在にいたっております。

私は、この地域が安心して暮らせるまちとして再生し、市民の皆様すべてが未来に希望を持ち、震災前以

上の元気を取り戻すために、本市が福島県のほぼ中央に位置し、いにしえより交通の要衝とされてきたこと

から、市の復興計画のなかで『安全と安心を大きな夢につなげる「福島のへそ」のまち・本宮』を目指すま

ちの姿としまして、次の４つの目標を掲げ取り組んでまいりたいと考えております。

１つ目は、「多様な世代が安全・安心を実感する暮らしの再生」であります。目標を実現するための施策

としましては、放射線除染対策、健康対策、損害賠償対策などを進めてまいります。

２つ目には、「地域資源の復旧と産業再生による復興」であります。施策としましては、風評被害対策、

産業再生対策、社会基盤・教育施設の復旧整備などを進めてまいります。

３つ目は、「交流と連携による復興の推進」であります。安心を生む自治体連携体制の構築や、復興に繋

げる自治体間交流の推進を図ってまいります。

４つ目には、「未来社会の創造につなげる再生可能エネルギーの推進」であります。再生可能エネルギー

の推進を積極的に進めてまいります。

私は、いつの時代もその地域に暮らす市民の安全・安心と福祉、教育などの向上、そして地域産業振興の

ために、さまざまな施策をその時々の状況を冷静に見極めながら展開して行くことが行政の基本と考え、市

政を執行してまいりたいと存じますので、今後ともなお一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上

げます。

結びに、市民の皆様にとりまして新しい年が幸多い年となりますよう心よりお祈り申し上げ、新年のごあ

いさつといたします。

　平成24年１月11日

平成24年の新春を迎え、正月三が日、仕事始め、七草と過ぎ、暦の上では鏡開きとなります本日、昨年３

月11日の「東日本大震災」から10カ月が経過いたしました。

新年の門出にもかかわらず、東京電力原発事故による様々な問題の中で、いまだ市民の皆様には健康への
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不安や、農畜産物および商工業への実害と風評被害は依然として深刻であります。しかしながら、新年を迎

え、今年一年が力強い復興の年となる事を皆様とともに願いたいと思います。

これまで、毎月11日にお伝えしてまいりました震災および原発事故への本市の対応は、震災直後の緊急復

旧事業から時間の経過とともに、放射線除染対策、健康対策、損害賠償を含めた実害および風評被害対策が

重要となり、国や県の関係機関並びに東京電力に対して、その対応を求める様々な要望活動を展開しながら

も、遅々として進まない状況を打開するために、市が実行できる対応策を冷静に見極めながら進めてまいり

ました。

すでに広報もとみや１月号と併せ、元日に新年のごあいさつとして放送させていただきましたとおり、市

ではこの地域が安心して暮らせるまちとして再生し、市民の皆様すべてが未来に希望を持ち、震災前以上の

元気を取り戻すために、本市が福島県のほぼ中央に位置し、いにしえより交通の要衝とされてきた地の利を

活かしながら、復興計画を策定するにあたり、『安全と安心を大きな夢につなげる「福島のへそ」のまち・

本宮』を目指すまちの姿として、「多様な世代が安全・安心を実感する暮らしの再生」を始めとした４つの

目標を掲げ、その実現に向けて、各種施策を展開してまいります。

なお、除染計画を含めました本市の復興計画第１版の概要につきましては、広報もとみや号外版として、

本日配布させていただきますので、ぜひご覧いただきご意見などをお寄せいただきたくお願い申し上げます。

今後、地域懇談会などを通じて、市民の皆様方のご意見ご要望をお聞きしながら、順次改定を重ねてまいり

たいと存じます。

また、ふた月後には震災から１年の節目を迎えることとなりますが、市では全国でお亡くなりになられた

方々に対して哀悼の意を表し、併せて本市の復興の第一歩として市民の皆様とともに後世に語り継ぐ礎とし

て、「東日本大震災１周年事業実行委員会」を設立し、昨日第１回目の委員会を開催いたしました。委員に

は、市の各種団体の代表者の方々に就任いただき、多くの市民の皆様と共に復興に向けて力強く歩み出すた

め、事業の名称を含め、式典などの事業内容の検討をお願いいたしたところであります。

何よりも３月11日という震災の日を、それ以上に私たちがその後現在に至るまで体験した未曾有の災害を

風化させることなく、未来を担うこどもたちの世代に正しく伝えて行くため、それぞれの世代に納得してい

ただける事業内容で開催させていただきたいと存じますので、ご理解とご協力を、そして多くの市民の皆様

のご参加を心よりお願い申し上げます。

結びに、私はこれまで以上に市民の皆様からのご意見などを直接拝聴し対話を進めるために、「まちづくり

出前講座」のメニューに、「市長の話を聞いてみたい」の項目を追加させていただき、また、市役所へおいで

いただき直接意見交換をさせていただく「市長とふれあいまちづくりトーク」を始めさせていただきました。

これらの機会を通じまして、市民の皆様方が抱かれる様々な不安を払拭するために、全力を傾注し復興に

向けた努力をしてまいります。そして、一日も早く「元気な本宮」を取り戻すために、市民の皆様と共に進

んでまいりたいと考えておりますので、更なるご理解とご協力をお願い申し上げます。

これをもちまして、震災後10カ月を迎え、私からのメッセージといたします。

　平成24年２月11日

暦の上では立春を迎え、朝日の輝きも日増しに力強く感じられます季節となり、建国記念の日であります

本日、昨年３月11日の「東日本大震災」から11カ月が経過いたしました。

東日本大震災および東京電力原発事故に対する除染計画を含めました本市の復興計画第1版の概要につき
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ましては、先月広報もとみや号外版として配布させていただき、その内容の説明と併せ市政全般につきまし

て、市民の皆様からのご意見やご要望をお聞かせいただくための地域懇談会を、今月６日の白沢公民館和田

分館を最初に、市内13ヵ所の会場で順次開催させていただきます。復興計画は、この地域が安心して暮らせ

るまちとして再生し、市民の皆様すべてが未来に希望を持ち、震災前以上の元気を取り戻すために、一人で

も多くの市民の皆様方のご意見ご要望を反映させながら、順次改定を重ねてまいりたいと存じます。現在、

東京電力原発事故による様々な問題の中で、いまだ市民の皆様には健康への不安や、農畜産物および商工業

への実害と風評被害は依然として深刻でありますが、市といたしましては、放射線除染対策、健康対策、損

害賠償を含めた実害および風評被害対策を今後とも継続してまいります。

また、来月11日には震災から１年の節目を迎えることとなりますが、市では今回の震災によりお亡くなり

になられた方々に対して哀悼の意を表し、併せて本市の復興の第一歩として市民の皆様とともに、後世に語

り継ぐ礎として、「東日本大震災１周年事業実行委員会」を設立し、市内の各種団体の代表者の方々に委員

として就任いただき、多くの市民の皆様とともに復興に向けて力強く歩み出すため、事業の名称を含め、式

典などの事業内容の検討をお願いして準備を進めておりますが、これまでに事業の名称を「本宮市復興の集

い2012」といたしまして、３月11日という震災の日を、それ以上に私たちがその後現在に至るまで体験した

未曾有の災害を風化させることなく、未来を担うこどもたちの世代に正しく伝えて行くため、それぞれの世

代にご参加していただける事業内容で開催させていただくこととなりましたので、ご理解とご協力を、そし

て多くの市民の皆様のご参加を心よりお願い申し上げます。

結びに、先月後半より例年にない寒波が全国的に押し寄せ、インフルエンザが流行のピークを迎えており

ますので、市民の皆様には体調管理に十分お気を付けいただきたいと存じます。

私はこれまで以上に市民の皆様からのご意見などを直接拝聴し対話を進めるために、「まちづくり出前講

座」のメニューに、「市長の話を聞いてみたい」の項目を追加させていただき、また、市役所へおいでいた

だき直接意見交換をさせていただく「市長とふれあいまちづくりトーク」を始めさせていただきました。こ

れらの機会を通じまして、市民の皆様方が抱かれる様々な不安を払拭するために、全力を傾注し復興に向け

た努力をしてまいります。そして、一日も早く「元気な本宮」を取り戻すために、市民の皆様と共に進んで

まいりたいと考えておりますので、更なるご理解とご協力をお願い申し上げます。

これをもちまして、震災後11カ月を迎え、私からのメッセージといたします。

　平成24年３月11日

昨年３月11日の「東日本大震災」から、今日で１年が経過いたしました。ここに謹んで震災により尊い命

を落とされました多くの皆様に対し、市民の皆様とともに心から哀悼の意を表したいと存じます。また、こ

れまでの１年間、市民の皆様をはじめ、各種団体、企業の皆様方からは、多くの物資や義援金など心温まる

ご支援をいただきましたこと、あらためまして深く感謝申し上げる次第でございます。

東日本大震災および東京電力原発事故に対する除染計画を含む本市の復興計画第１版の概要につきまして

は、その内容のご説明と併せ、市政全般にわたり市民の皆様から直接ご意見やご要望をお聞かせいただくた

めの地域懇談会を、先月市内13ヵ所の会場で順次開催させていただきました。復興計画は、この地域が安心

して暮らせるまちとして再生し市民の皆様すべてが未来に希望を持ち、震災前以上の元気を取り戻すため、

一人でも多くの市民の皆様方からのご意見ご要望を反映させていただきながら、今後、国県等が示す各種の

地域復興へ向けた方針や施策などとの整合性を図りながら、順次改定を重ねてまいりたいと存じます。
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現在、東京電力原発事故による様々な問題のなかで、いまだ市民の皆様には健康への不安や、農畜産物お

よび商工業への実害と風評被害は、依然として深刻でありますが、市といたしましては、放射線除染対策、

健康対策、損害賠償を含めた実害および風評被害対策を、その時々の状況を冷静に見極めながら、今後も可

能な限り迅速にそして着実に実施してまいります。

また、市では今回の震災によりお亡くなりになられた方々に対して哀悼の意を表し、３月11日という震災

の日を、それ以上に私たちがその後現在に至るまで体験した未曾有の災害を風化させることなく、未来を担

う子どもたちの世代に正しく伝えて行くため、市内の各種団体の代表者の方々に委員として就任いただき、

これまで細部にわたり種々ご検討いただきました実行委員会によります「本宮市復興の集い2012」を、本日

午後２時よりサンライズもとみやを会場に執り行なわれます記念式典をメインといたしまして開催させてい

ただきます。既に新聞広告や周知ポスターなどでご案内のとおり、本市復興の第一歩として市民の皆様とと

もに力強く歩み出すために、それぞれの世代にご参加いただける事業内容となっておりますので、本開催へ

のご理解とご協力を、そして多くの市民の皆様のご参加を心よりお願い申し上げます。

結びに、発災以降毎月11日に放送してまいりました震災に関するメッセージは、今回をもちまして一旦終

了とさせていただきますが、今後も防災行政無線を通しながら、市民の皆様に直接話しかける場を考えて参

りたいと存じます。また、市民の皆様からのご意見などを直接拝聴し対話を進めるために、私が地域へお伺

いさせていただく「まちづくり出前講座」や市役所へお越しいただいての「市長とふれあいまちづくりトー

ク」を随時受付けしております。これらの機会を通じまして、市民の皆様方が抱かれる様々な不安を払拭す

るために、全力を傾注し復興に向けた努力をしてまいります。そして、一日も早く「元気な本宮」を取り戻

すために、市民の皆様とともに進んでまいりたいと考えておりますので、更なるご理解とご協力をお願い申

し上げます。

これをもちまして、震災後１年を迎え、私からのメッセージといたします。

　平成24年９月11日

昨年３月11日に発生しました「東日本大震災」から、１年半が経過いたしました。改めまして、被災され

ました皆様や今なお避難を余儀なくされている皆様に、心からお見舞い申し上げますとともに、これまでに

市民の皆様をはじめ、本宮を故郷とする方々、災害協定を結ぶへそのまち協議会や上尾市などの交流都市、

地域活動や事業連携をいただいている各大学、そして企業や各種団体の皆様から、数多くの心温まるご支援

ご協力をいただいておりますこと、深く感謝申し上げる次第でございます。

福島県は地震と津波、さらには原子力災害の影響により大変な状況のなか、復興の道を歩んでいる最中で

あります。本宮市も力強く前へ進み、市民の皆様すべてが未来に希望をもち、震災前にも増して元気を取り

戻すことが必要と考えております。本市は福島県のほぼ中央に位置し、いにしえより交通の要衝とされてき

ました。市民の皆様の元気を取り戻すため、市の復興計画の中に掲げた『安全と安心を大きな夢につなげる

「福島のへそ」のまち・本宮』の利点を生かして、市の復興に強い心で取り組んでいるところでございます。

特に除染につきましては、９月上旬より和田地区から住宅の除染作業を開始し、本格的な除染作業を進め

ることができるようになりました。また、長屋地区や高木地区につきましても順次除染作業に入り、計画に

基づき市内全域の住宅や道路などの除染作業を進めてまいります。

次に、昨年から実施しておりますホールボディカウンターによる内部被ばく検査につきましては、妊婦や

高校生以下の方々の検査を優先に進めてまいりましたが、これまでの検査では健康への影響が心配される方
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はおられなかったところでございます。現在は成人の方を対象に検査を進めており、年度内には全市民の検

査を終了したいと考えております。併せて甲状腺検査、ガラスバッジなど外部被ばく検査におきましても同

様の結果を得ております。

自家用農作物などの放射性物質の測定につきましては、７月20日に荒井測定所を開所し、モニタリングセ

ンターと白沢測定所を併せて３カ所体制となり、スピーディーな検査を実施しております。さらに、今年収

穫されます24年産米の全袋検査を実施いたしており、安全で安心な本宮米を全国の皆様にお届けするよう取

り組んでいるところでございます。

教育施設などの除染作業につきましては、市の放射線健康リスク管理アドバイザー野口邦和先生から助言

をいただきまして、いち早く校舎やグランドなどの除染作業を行いました。また、給食の安全・安心につき

ましては、給食センターや自校給食を行う学校、保育所において放射性物質測定器を常設し、給食ごとに計

測を行い、食の安全・安心を確認しているところでございます。

７月21日には、市の顔となる本宮駅前東口広場が竣工しました。以前と比べると、スムーズな車の流れが

確保でき、朝夕の交通ラッシュの解消が図られると同時に、市民の皆様が集う憩いの空間としてご利用いた

だいているところでございます。さらに、７月22日には、白沢保健センターに室内遊び場「スマイルキッズ

パーク」を開設し、毎日多くの子どもたちや保護者の皆様にご利用いただき、明るい声が響いております。

また、架け替え工事を行っておりました菅田橋や名郷橋についても、まもなく完成し、開通が予定されてい

るところでございます。

このように復興を進める中で、私は市内に立地していただいております企業についても同時に元気になっ

ていただくことが大切と考えております。そのような中で、震災から今日までに新たに５社の企業が本宮市

工業団地へ立地を決定していただいたところでございまして、新たな雇用の確保と本宮の元気につながるも

のと、心より歓迎しているところでございます。

また、東洋経済新報社が毎年公表しております「住みよさランキング2012」が７月に発表されました。本

宮市は東北・北海道ブロックにおいて３位となり、県内では平成21年から連続１位を維持しているところで

ございます。

少しずつですが、着実に復興の光が見えてきています。私は、より元気な本宮を取りもどすため、そして、

皆様が安心して住める本宮を目指して、皆さんのご意見を伺いながら、今後も全力で取り組んでまいります。

結びに、市民の皆様のますますのご健勝をご祈念申し上げますとともに、一日でも早く元気な本宮を取り戻

すため力強く前へ進んでまいりますので、更なるご理解とご協力をお願申し上げます。

これをもちまして、震災から１年半を迎え、私のメッセージといたします。

　平成25年１月１日

新年あけましておめでとうございます。市長の高松義行でございます。

市民の皆様には、平成25年の輝かしい新春をお健やかにお迎えのことと、お慶び申し上げます。

また、日ごろより市政運営に格別のご理解とご協力を賜り、心より厚く御礼を申し上げます。

さて、未曾有の大災害となりました東日本大震災から、今年の３月11日をもって早くも２年を迎えようと

しています。震災による公共施設などの災害復旧事業は順調に進んでおりますが、原子力災害は未だに大き

な不安を残しており、引き続き復旧・復興に全力を傾注しているところでございます。

私は、この地域が安心して暮らせるまちとして再生し、市民の皆様すべてが未来に希望を持ち、震災前に
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も増して元気を取り戻すため、復興計画の中に４つの目標を掲げ取り組んでまいりました。

一つには、『多様な世代が安全・安心を実感する暮らしの再生』としまして、放射線による健康不安解消

のため、市民の皆様の内・外部の被ばく検査を進めるとともに、公共施設については、いち早く除染作業に

取り組みました。また、室内遊び場「スマイルキッズパーク」がオープンし、多くの子どもたちが毎日明る

い声を響かせております。さらに、住宅などの除染作業を通して、生活空間の放射線量の低減化を図ってま

いります。

二つには、『地域資源の復旧と産業再生による復興』としまして、震災・原子力災害の大変な状況の中、

早期復旧に取り組んでいただきました地域産業の皆様に対しまして、心より感謝申し上げますとともに、しっ

かりと風評被害から安全性を訴える活動を今までにも増して進めてまいります。またこのような中、市の工

業団地に新たに８社の企業が進出を決めていただいており、復興に向けての大きな活力につながるものと期

待しているところでございます。

三つには『交流と連携による復興の推進』としまして、「災害時の相互応援に関する覚書」を結ぶ上尾市

や全国へそのまち協議会および事業連携を結ぶ各種大学や商店街の皆様と、交流と連携による絆を深めなが

ら、復興に向けて取り組んでまいります。

四つには『未来社会の創造につなげる再生可能エネルギーの推進』としまして、学校や公共施設に太陽光

発電システムを設置し電力使用量を抑えるとともに、再生可能エネルギーについての方向性を見極めながら、

災害に強いまちづくりに取り組んでまいります。

私は、この四つの目標をさらにステップアップしていくことが大切であると考えております。具体的には

「本宮市震災・原子力災害復興計画」に示す施策と除染実施計画に基づき、震災・原子力災害からの早期復

興に向けた取り組みを優先的に進めてまいります。

また、私はより元気な本宮を取り戻すため、市の復興計画に掲げた『安全と安心を大きな夢につなげる「福

島のへそのまち」本宮』の利点を生かして、これからも復興に強い心で取り組んでまいります。

いつの時代も、その地域に暮らす市民の安全・安心と福祉、教育などの向上、そして地域産業振興のため

に、さまざまな施策をその時々の状況を冷静に見極めながら展開することが行政の基本と考え、市政を執行

してまいりますので、今後ともなお一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

結びに、市民の皆様にとりまして新しい年が幸多い年となりますよう心よりお祈り申し上げ、新年のごあ

いさつといたします。

　平成25年３月11日

寒さもすっかり緩み、ようやく過ごしやすい季節となりました。市民の皆様におかれましては、お健やか

にお過ごしのこととお慶び申し上げます。

さて、大きな災害となりました「東日本大震災」から、今日で２年が経過いたしました。ここに謹んで震

災により尊い命を落とされました多くの皆様に対し、市民の皆様とともに心から哀悼の意を表しますととも

に、被災されました皆様方にお見舞いを申し上げたいと存じます。

また、本市には、浪江町の皆様をはじめ浜通り地方から約1,100余名の皆様が避難を余儀なくされており

ますが、長期にわたる不自由な仮設住宅などの生活が続いておりますこと、心中をお察し申し上げますとと

もに、１日でも早い故郷の復興を心より願うものでございます。

これまでの２年間、市民の皆様をはじめ、本宮を故郷とする方々、災害時の相互応援に関する協定を結ぶ
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埼玉県上尾市と全国へそのまち協議会の７自治体、地域活動や事業連携をいただいている相模女子大をはじ

めとする各大学、そして企業や各種団体の皆様方より、多くの物資や義援金など心温まるご支援をいただき

ましたこと、あらためまして深く感謝申し上げる次第でございます。

現在、東京電力原子力発電所事故による様々な問題のなかで、いまだ市民の皆様には健康への不安や、農

畜産物および商工業への実害と風評被害は、依然として深刻でありますが、解決しなければならない問題と

して位置づけしているところでございます。市といたしましては、放射線除染対策、健康管理対策、損害賠

償を含めた実害および風評被害対策を、その時々の状況を冷静に見極めながら、今後も迅速にそして着実に

実施してまいります。

そのような中、住宅除染の実施状況につきましては、和田地区で約60％の住宅除染が完了し、長屋地区で

は、地元説明会を終了し作業準備を進めているところでございます。順次除染実施計画に基づきまして、道

路を含めた市内全域の除染作業を進めてまいります。

また、東日本大震災で被害のあった本宮第二中学校体育館が、先月の20日に完成させることができ、生徒

や先生の皆様には、大変ご不便をおかけしましたが、今月の13日に予定されております卒業式は、新しい体

育館で行われることになりました。さらに大きな被害のありました本校舎につきましても、建て替えの復旧

工事が順調であり、新年度の２学期からは新しい校舎で勉学に励むことができるように進めているところで

ございます。

また、災害時の相互応援に関する協定を結ぶ埼玉県上尾市との交流につきましては、スポーツ少年団をは

じめとした多くの子どもたちが招待を受け、交流を通してご支援をいただき、子どもたちが元気な笑顔を取

り戻すととともに、市の特産品の販売に対しても絶大なるご協力をいただいているところでございます。ま

た、議会議員の方々をはじめ消防団の皆様や職員についても上尾市を訪問するとともに、上尾市からも市長

をはじめとする職員や区長の皆様が本宮市を訪問され、多くの交流を実施しているところでございます。

そのような中、上尾市からさらに文化の交流、親善を深めるとともに、両市の更なる発展を図るため、友

好都市の締結を考えていきたいとの申し出がありました。

本市にとっても大変ありがたい申し出であると考えております。今後上尾市との「友好都市」関係を結び

ながら、子どもたちはもちろん、市民交流を通して、お互いの絆を強めるとともに、本宮市の更なるステッ

プアップを図ってまいりたいと考えております。

さて、東日本大震災から現在に至るまで私たちが体験した未曽有の災害を風化させることなく、未来を担

う子どもたちの世代に伝えていくため、本日３月11日という震災の日に、昨年に引き続き「復興の集い2013

祈念式典」を開催いたしました。震災によりお亡くなりになられた方々に対し哀悼の意を表するとともに、

原発事故が招いた放射能汚染による様々な実害や風評被害が依然として深刻のなか、多くの皆様とともに本

市の復興を一歩一歩進めていくことを共に誓い合ったところでございます。

私は、これらの機会を通じまして、市民の皆様方が

抱かれる様々な不安を払拭するために、全力を傾注し

復興に向けた努力をしてまいります。そして、一日も

早く「元気な本宮」を取り戻すために、市民の皆様と

ともに進んでまいりたいと考えておりますので、更な

るご理解とご協力をお願い申し上げます。

これをもちまして、震災後２年が経過しての私から

のメッセージといたします。復興の集い2013のひとコマ
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平成25年２月13日発行－１

「
広
報
も
と
み
や
号
外
」

159



平成25年２月13日発行－２

”あ
の
日
を
忘
れ
な
い
“
も
と
み
や
の
記
録

160



平成25年３月13日発行－１

「
広
報
も
と
み
や
号
外
」

161



平成25年３月13日発行－２

”あ
の
日
を
忘
れ
な
い
“
も
と
み
や
の
記
録

162



平成25年４月10日発行－１

「
広
報
も
と
み
や
号
外
」

163



平成25年４月10日発行－２

”あ
の
日
を
忘
れ
な
い
“
も
と
み
や
の
記
録

164



平成25年５月15日発行－１

「
広
報
も
と
み
や
号
外
」

165



平成25年５月15日発行－２

”あ
の
日
を
忘
れ
な
い
“
も
と
み
や
の
記
録

166
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全国へそのまち協議会加盟市町村災害時の相互応援に関する覚書

（目的）
第１条　この覚書は、全国へそのまち協議会規約に基づき、当協議会加盟市町村（以下「加盟
市町村」という。）のいずれかの市町村域内において災害が発生し、被災した市町村（以下
「被災市町村」という。）で十分な応急措置が実施できない場合、加盟市町村が相互に応援し、
応急対策及び復旧活動に万全を期することを目的として締結する。
（連絡体制）
第２条　加盟市町村の相互応援に関する連絡担当課は、協議会の事務を担当する課とする。な
お、災害の状況等により連絡担当課を変更する場合は、速やかに他の加盟市町村に連絡を行
うものとする。
（応援の種類）
第３条　応援の種類は、次のとおりとする。
（1）食糧、飲料水及びその他生活必需品の提供
（2）被災者の救助、医療救護及び防疫に必要な資機材及び物資の提供
（3）応急対策、復旧活動等に必要な職員の派遣
（4）前各号に掲げるもののほか、応急対策及び復旧活動に必要と認められる事項
（応援の要請）
第４条　応援を要請しようとする被災市町村は、災害の概要を明らかにして、第２条に定める
連絡担当課を通じて口頭、文書等で応援を要請するものとする。
（応援の実施）
第５条　応援を要請された加盟市町村は、要請の内容に基づき、可能な範囲で応援に努めるも
のとする。
　　２　加盟市町村は、必要と認めたときは応援要請がない場合でも、自主的に応援をするこ
とができる。
（応援経費の負担）
第６条　応援に要する経費は、原則として応援を要請する被災市町村が負担するものとする。
ただし、加盟市町村が自主的に応援をした場合は、原則として加盟市町村が負担するものと
する。
　　２　前項の規定によりがたい場合は、被災市町村と応援を実施した加盟市町村の間で協議
して定めるものとする。
（情報等の交換）
第７条　加盟市町村は、この覚書に基づく相互応援が円滑に行われるよう、必要な情報、資料
等を相互に交換するものとする。
（協議）
第８条　この覚書に定めのない事項及び実施に関して必要な事項は、加盟市町村が協議して定
めるものとする。

　　　　　　　　　　　平成24年１月17日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道富良野市長　　能　登　芳　昭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福島県本宮市長　　　高　松　義　行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栃木県佐野市長　　　岡　部　正　英
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群馬県渋川市長　　　阿久津　貞　司
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兵庫県西脇市長　　　來　住　壽　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡山県吉備中央町長　重　森　計　己
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊本県山都町長　　　甲　斐　利　幸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県宜野座村長　　東　　　　　肇
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○
震
災
時
の
混
乱
し
た
状
況
下
、
全
国
自
治
体
及
び
企
業
等
か
ら
多
く
の
物
的
支
援
を
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
県
の
絆
づ
く
り
応
援
事
業
に
よ
る
人
的
支
援
を
い
た
だ
き
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
た

こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
姉
妹
都
市
や
友
好
都
市
等
を
含
め
た
他
自
治
体
と
の
連
携
・
支
援
体
制

の
強
化
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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